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今
年
の
賀
詞
交
歓
会

で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
の﹁
改
革
・
進
化
﹂

を
何
と
し
て
も
成
し
遂

げ
る
と
い
う
全
ト
協
の

強
固
な
意
志
を
示
す
た

め
に
︑
坂
本
克
己
会
長

を
は
じ
め
と
し
た
正
副

会
長
・
役
職
員
全
員

が
︑
目
標
達
成
に
向
け

て
燃
え
上
が
る
情
熱
を

イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
赤
い

ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着
用
︒
背
中
に
﹁
改
革

・
進
化
﹂
と
大
書
き
し
︑
全
ト
協
の
強

い
決
意
を
強
調
し
た
︒

　

開
場
時
に
は
︑
坂
本
会

長
を
筆
頭
に
正
副
会
長
・

理
事
長
が
立
礼
し
︑
多
数

の
出
席
者
を
出
迎
え
た
︒

　

冒
頭
︑
１
月
１
日
に
発

生
し
た
﹁
令
和
６
年
能
登

半
島
地
震
﹂
で
犠
牲
に
な

っ
た
方
々
に
対
し
て
黙
祷

が
捧
げ
ら
れ
︑
そ
れ
に
続

き
国
歌
斉
唱
が
行
わ
れ
た
︒

　

国
歌
斉
唱
に
続
き
︑
主

催
者
を
代
表
し
て
あ
い
さ

つ
に
立
っ
た
坂
本
会
長
は
︑

﹁
本
年
は
︑
業
界
に
と
っ

て
歴
史
的
な
︑
大
転
換
の

１
年
と
な
る
︒
こ
れ
を
契

機
に
︑
何
と
し
て
も
業
界

の
﹃
改
革
・
進
化
﹄
に
向

け
て
︑
業
界
が
一
丸
と
な
っ
て
力
強
く

前
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
︑
新

年
に
向
け
た
抱
負
を
力
強
く
述
べ
た（
要

旨
２
面
）︒

　

続
い
て
︑
来
賓
と
し
て
國
場
幸
之
助

国
土
交
通
副
大
臣
︑
加
藤
勝
信
自
民
党

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
振
興
議
員
連
盟
会
長
代

行
︑
北
側
一
雄
公
明
党
ト
ラ
ッ
ク
議
員

懇
話
会
会
長
が
あ
い
さ
つ（
詳
細
２
面
）︒

小
林
和
男
副
会
長
に
よ
る
乾
杯
で
は
︑

正
副
会
長
や
国
会
議
員
が
登
壇
し
︑
業

界
の
一
致
結
束
を
強
く
誓
っ
た
︒

　

最
後
に
は
︑
小
丸
成
洋
副
会
長
が
閉

宴
の
辞
で
会
を
締
め
く
く
っ
た
︒

　

岸
田
文
雄
内
閣
総
理
大
臣
は
︑
１
月
30
日
に
開
会
さ
れ
た
衆
議
院
本
会

議
お
よ
び
参
議
院
本
会
議
に
お
い
て
︑
第
２
１
３
回
国
会
に
お
け
る
施
政

方
針
演
説
を
行
っ
た
︒

　

施
政
方
針
演
説
に
お
け
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
関
係
の
内
容
は
︑
次
の

通
り
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
１
月
23

日
︑
東
京
都
千
代
田
区
の
パ
レ
ス
ホ
テ

ル
東
京
に
て
令
和
６
年
﹁
新
年
賀
詞
交

歓
会
﹂
を
開
催
し
た
︒

　

全
国
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
関
係

者
が
一
堂
に
会
し
た
ほ
か
︑
國
場
幸
之

助
国
土
交
通
副
大
臣
や
加
藤
勝
信
自

由
民
主
党
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
振
興
議
員
連

盟
会
長
代
行
︑
北
側
一
雄
公
明
党
ト
ラ

ッ
ク
議
員
懇
話
会
会
長
ら
︑
多
数
の
自

民
党
・
公
明
党
国
会
議
員
が
出
席
︒

ま
た
︑
関
係
行
政
・
関
係
団
体
の
幹

部
な
ど
も
合
わ
せ
て
約
６
５
０
人
が
︑

﹁
物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
﹂
の
解
決

と
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
﹁
改
革
・
進

化
﹂
の
実
現
に
向
け
て
結
束
を
固
め
た

（
２
面
に
関
連
）︒

◎
道
路
が
寸
断
さ
れ
︑
空
港
も
使
え
な
い

中
で
︑﹁
新
た
な
官
民
連
携
﹂
に
よ
る
一
気

通
貫
の
物
流
シ
ス
テ
ム
が
動
き
だ
し
て
い

ま
し
た
︒
自
衛
隊
ヘ
リ
が
都
市
部
や
海
上

か
ら
の
空
輸
を
担
い
︑
民
間
物
流
業
者
が

荷
捌
（
に
さ
ば
）
き
倉
庫
で
の
管
理
や
小

口
の
ト
ラ
ッ
ク
配
送
を
き
め
細
か
く
行
い
︑

そ
の
先
の
交
通
途
絶
し
た
避
難
拠
点
に
は

自
衛
隊
員
が
40
㌔
㌘
の
支
援
物
資
を
担
い

で
配
送
す
る
と
い
う
組
み
合
わ
せ
が
短
期

間
に
動
い
て
い
ま
す
︒

◎
中
小
企
業
の
労
務
費
上
昇
の
ス
ム
ー
ズ

な
転
嫁
を
後
押
し
す
る
公
正
取
引
委
員
会

等
の
強
力
な
指
針
も
作
り
ま
し
た
︒
遵
守

に
向
け
て
全
国
で
周
知
徹
底
を
進
め
て
い

ま
す
︒

◎
価
格
転
嫁
が
厳
し
い
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
の
大
幅
な
賃
上
げ
に
向
け
︑﹁
標
準
的

な
運
賃
﹂
を
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
︑
適

正
な
運
賃
導
入
を
進
め
る
法
案
も
提
出
し

ま
す
︒

◎
ガ
ソ
リ
ン
や
電
気
・
ガ
ス
料
金
で
は
︑

機
動
的
に
家
庭
や
地
域
の
足
の
負
担
を
抑

制
す
る
た
め
激
変
緩
和
措
置
を
講
じ
て
き

ま
し
た
︒

◎
政
労
使
の
意
見
交
換
に
お
い
て
︑
昨
年

を
上
回
る
賃
上
げ
を
強
く
呼
び
か
け
︑
春

季
労
使
交
渉
で
は
そ
れ
に
呼
応
す
る
動
き

が
広
が
っ
て
い
ま
す
︒
政
府
と
し
て
も
こ
の

モ
メ
ン
タ
ム
を
保
っ
て
い
く
べ
く
全
力
を
挙

げ
ま
す
︒

◎
道
路
空
間
を
フ
ル
活
用
し
た
自
動
物
流

シ
ス
テ
ム
構
想
を
早
期
に
実
現
し
て
い
く

な
ど
︑
物
流
革
新
を
進
め
ま
す
︒

◎
脱
炭
素
と
経
済
成
長
の
両
立
を
図
る
Ｇ

Ｘ
を
進
め
て
い
き
ま
す
︒
世
界
初
の
Ｇ
Ｘ

経
済
移
行
債
20
兆
円
を
活
用
し
︑
産
業
・

く
ら
し
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
各
分
野
で
の
投

資
を
加
速
し
ま
す
︒

◎
自
動
運
転
に
つ
い
て
も
︑
２
０
２
４
年
度

に
お
い
て
︑
社
会
実
装
に
つ
な
が
る
﹁
一
般

道
で
の
通
年
運
行
事
業
﹂
を
20
か
所
以
上

に
倍
増
し
︑
全
て
の
都
道
府
県
で
の
計
画

・
運
行
を
目
指
し
ま
す
︒

ト
ラ
ッ
ク
業
界
に
異
例
の
配
慮

第
２
１
３
回
国
会
に
お
け
る
岸
田
内
閣
総
理
大
臣
施
政
方
針
演
説

國場　幸之助
国土交通副大臣
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〔
自
由
民
主
党
・
衆
議
院
〕

逢
沢　

一
郎 

﹇
岡
山
１
区
﹈

青
山　

周
平 

﹇
比
例
東
海
﹈

赤
澤　

亮
正 

﹇
鳥
取
２
区
﹈

秋
葉　

賢
也 

﹇
比
例
東
北
﹈

東　
　

国
幹 

﹇
北
海
道
６
区
﹈

麻
生　

太
郎 

﹇
福
岡
８
区
﹈

あ
べ　

 

俊
子 

﹇
比
例
中
国
﹈

甘
利　

明 

﹇
比
例
南
関
東
﹈

五
十
嵐　

清 

﹇
比
例
北
関
東
﹈

石
井　

拓 

﹇
比
例
東
海
﹈

石
川　

昭
政 

﹇
比
例
北
関
東
﹈

石
破　

茂 

﹇
鳥
取
１
区
﹈

石
原　

宏
高 

﹇
比
例
東
京
﹈

石
原　

正
敬 

﹇
比
例
東
海
﹈

伊
藤　

忠
彦 

﹇
愛
知
８
区
﹈

伊
藤　

也 

﹇
東
京
22
区
﹈

稲
田　

朋
美 

﹇
福
井
１
区
﹈

井
野　

俊
郎 

﹇
群
馬
２
区
﹈

井
上　

貴
博 

﹇
福
岡
１
区
﹈

井
林　

辰
憲 

﹇
静
岡
２
区
﹈

井
原　

巧 

﹇
愛
媛
３
区
﹈

今
枝　

宗
一
郎 ﹇
愛
知
14
区
﹈

今
村　

雅
弘 

﹇
比
例
九
州
﹈

岩
屋　

毅 

﹇
大
分
３
区
﹈

上
杉　

謙
太
郎 ﹇
比
例
東
北
﹈

上
田　

英
俊 

﹇
富
山
２
区
﹈

上
野　

賢
一
郎 ﹇
滋
賀
２
区
﹈

江
﨑　

鐵
磨 

﹇
愛
知
10
区
﹈

江
渡　

聡
徳 

﹇
青
森
１
区
﹈

衛
藤　

征
士
郎 ﹇
大
分
２
区
﹈

江
藤　

拓 

﹇
宮
崎
２
区
﹈

英
利　

ア
ル
フ
ィ
ヤ﹇
千
葉
５
区
﹈

遠
藤　

利
明 

﹇
山
形
１
区
﹈

大
岡　

敏
孝 

﹇
滋
賀
１
区
﹈

大
串　

正
樹 

﹇
比
例
近
畿
﹈

大
塚　

拓 

﹇
埼
玉
９
区
﹈

大
西　

英
男 

﹇
東
京
16
区
﹈

大
野　

敬
太
郎 ﹇
香
川
３
区
﹈

奥
野　

信
亮 

﹇
比
例
近
畿
﹈

小
倉　

將
信 

﹇
東
京
23
区
﹈

尾
﨑　

正
直 

﹇
高
知
２
区
﹈

小
田
原　

潔 

﹇
東
京
21
区
﹈

越
智　

隆
雄 

﹇
比
例
東
京
﹈

鬼
木　

誠 

﹇
福
岡
２
区
﹈

小
渕　

優
子 

﹇
群
馬
５
区
﹈

尾
身　

朝
子 

﹇
比
例
北
関
東
﹈

梶
山　

弘
志 

﹇
茨
城
４
区
﹈

勝
目　

康 

﹇
京
都
１
区
﹈

加
藤　

勝
信 

﹇
岡
山
５
区
﹈

金
子　

俊
平 

﹇
岐
阜
４
区
﹈

金
子　

恭
之 

﹇
熊
本
４
区
﹈

金
田　

勝
年 

﹇
比
例
東
北
﹈

上
川　

陽
子 

﹇
静
岡
１
区
﹈

亀
岡　

偉
民 

﹇
比
例
東
北
﹈

川
崎　

ひ
で
と ﹇
三
重
２
区
﹈

神
田　

憲
次 

﹇
愛
知
５
区
﹈

神
田　

潤
一 

﹇
青
森
２
区
﹈

黄
川
田　

仁
志 ﹇
埼
玉
３
区
﹈

岸　
　

信
千
代 ﹇
山
口
２
区
﹈

岸
田　

文
雄 

﹇
広
島
１
区
﹈

木
原　

誠
二 

﹇
東
京
20
区
﹈

木
原　

稔 

﹇
熊
本
１
区
﹈

木
村　

次
郎 

﹇
青
森
３
区
﹈

工
藤　

彰
三 

﹇
愛
知
４
区
﹈

熊
田　

裕
通 

﹇
愛
知
１
区
﹈

小
泉　

進
次
郎 ﹇
神
奈
川
11
区
﹈

高
村　

正
大 

﹇
山
口
１
区
﹈

國
場　

幸
之
助 ﹇
比
例
九
州
﹈

小
島　

敏
文 

﹇
比
例
中
国
﹈

小
寺　

裕
雄 

﹇
滋
賀
４
区
﹈

後
藤　

茂
之 
﹇
長
野
４
区
﹈

小
林　

茂
樹 
﹇
比
例
近
畿
﹈

小
林　

鷹
之 
﹇
千
葉
２
区
﹈

小
林　

史
明 

﹇
広
島
７
区
﹈

坂
井　

学 

﹇
神
奈
川
５
区
﹈

櫻
田　

義
孝 

﹇
比
例
南
関
東
﹈

笹
川　

博
義 

﹇
群
馬
３
区
﹈

塩
崎　

彰
久 

﹇
愛
媛
１
区
﹈

塩
谷　

立 

﹇
比
例
東
海
﹈

柴
山　

昌
彦 

﹇
埼
玉
８
区
﹈

島
尻　

安
伊
子 ﹇
沖
縄
３
区
﹈

下
村　

博
文 

﹇
東
京
11
区
﹈

新
谷　

正
義 

﹇
広
島
４
区
﹈

新
藤　

義
孝 

﹇
埼
玉
２
区
﹈

菅　
　

義
偉 

﹇
神
奈
川
２
区
﹈

鈴
木　

英
敬 

﹇
三
重
４
区
﹈

鈴
木　

馨
祐 

﹇
神
奈
川
７
区
﹈

鈴
木　

俊
一 

﹇
岩
手
２
区
﹈

鈴
木　

淳
司 

﹇
愛
知
７
区
﹈

鈴
木　

貴
子 

﹇
比
例
北
海
道
﹈

鈴
木　

隼
人 

﹇
東
京
10
区
﹈

瀬
戸　

隆
一 

﹇
比
例
四
国
﹈

髙
木　

啓 

﹇
比
例
東
京
﹈

高
木　

宏
壽 

﹇
北
海
道
３
区
﹈

髙
鳥　

修
一 

﹇
比
例
北
陸
信
越
﹈

高
見　

康
裕 

﹇
島
根
２
区
﹈

武
井　

俊
輔 

﹇
比
例
九
州
﹈

武
田　

良
太 

﹇
福
岡
11
区
﹈

武
部　

新 

﹇
北
海
道
12
区
﹈

橘　
　

慶
一
郎 ﹇
富
山
３
区
﹈

田
所　

嘉
德 

﹇
比
例
北
関
東
﹈

田
中　

和
德 

﹇
神
奈
川
10
区
﹈

田
中　

英
之 

﹇
比
例
近
畿
﹈

田
中　

良
生 

﹇
埼
玉
15
区
﹈

棚
橋　

泰
文 

﹇
岐
阜
２
区
﹈

谷　
　

公
一 

﹇
兵
庫
５
区
﹈

谷
川　

と
む 

﹇
比
例
近
畿
﹈

田
野
瀬　

太
道 ﹇
奈
良
３
区
﹈

田
畑　

裕
明 

﹇
富
山
１
区
﹈

田
村　

憲
久 

﹇
三
重
１
区
﹈

塚
田　

一
郎 

﹇
比
例
北
陸
信
越
﹈

辻　
　

清
人 

﹇
東
京
２
区
﹈

津
島　

淳 

﹇
比
例
東
北
﹈

土
田　

慎 

﹇
東
京
13
区
﹈

土
屋　

品
子 

﹇
埼
玉
13
区
﹈

寺
田　

稔 
﹇
広
島
５
区
﹈

土
井　

亨 
﹇
宮
城
１
区
﹈

渡
海　

紀
三
朗 ﹇
兵
庫
10
区
﹈

冨
樫　

博
之 

﹇
秋
田
１
区
﹈

永
岡　

桂
子 

﹇
茨
城
７
区
﹈

中
川　

貴
元 

﹇
比
例
東
海
﹈

長
島　

昭
久 

﹇
比
例
東
京
﹈

中
曽
根　

康
隆 ﹇
群
馬
１
区
﹈

中
谷　

元 

﹇
高
知
１
区
﹈

中
谷　

真
一 

﹇
山
梨
１
区
﹈

中
西　

健
治 

﹇
神
奈
川
３
区
﹈

中
根　

一
幸 

﹇
比
例
北
関
東
﹈

中
野　

英
幸 

﹇
埼
玉
７
区
﹈

中
村　

裕
之 

﹇
北
海
道
４
区
﹈

西
村　

明
宏 

﹇
宮
城
３
区
﹈

西
村　

康
稔 

﹇
兵
庫
９
区
﹈

西
銘　

恒
三
郎 ﹇
沖
縄
４
区
﹈

丹
羽　

秀
樹 

﹇
愛
知
６
区
﹈

額
賀　

福
志
郎 ﹇
茨
城
２
区
﹈

根
本　

幸
典 

﹇
愛
知
15
区
﹈

野
田　

聖
子 

﹇
岐
阜
１
区
﹈

萩
生
田　

光
一 ﹇
東
京
24
区
﹈

橋
本　

岳 

﹇
岡
山
４
区
﹈

長
谷
川　

淳
二 ﹇
愛
媛
４
区
﹈

鳩
山　

二
郎 

﹇
福
岡
６
区
﹈

梨　

康
弘 

﹇
茨
城
３
区
﹈

林　
　

幹
雄 

﹇
千
葉
10
区
﹈

林　
　

芳
正 

﹇
山
口
３
区
﹈

平
井　

卓
也 

﹇
比
例
四
国
﹈

平
沢　

勝
栄 

﹇
東
京
17
区
﹈

深
澤　

陽
一 

﹇
静
岡
４
区
﹈

藤
井　

比
早
之 ﹇
兵
庫
４
区
﹈

藤
丸　

敏 

﹇
福
岡
７
区
﹈

藤
原　

崇 

﹇
岩
手
３
区
﹈

船
田　

元 

﹇
栃
木
１
区
﹈

古
川　

直
季 

﹇
神
奈
川
６
区
﹈

古
川　

康 

﹇
比
例
九
州
﹈

古
川　

禎
久 

﹇
宮
崎
３
区
﹈

古
屋　

圭
司 

﹇
岐
阜
５
区
﹈

星
野　

剛
士 

﹇
比
例
南
関
東
﹈

細
田　

健
一 

﹇
新
潟
２
区
﹈

細
野　

豪
志 

﹇
静
岡
５
区
﹈

堀
内　

詔
子 

﹇
山
梨
２
区
﹈

本
田　

太
郎 

﹇
京
都
５
区
﹈

牧
島　

か
れ
ん ﹇
神
奈
川
17
区
﹈

牧
原　

秀
樹 
﹇
比
例
北
関
東
﹈

松
本　

剛
明 
﹇
兵
庫
11
区
﹈

松
本　

洋
平 
﹇
比
例
東
京
﹈

三
谷　

英
弘 

﹇
比
例
南
関
東
﹈

三
ッ
林　

裕
巳 ﹇
埼
玉
14
区
﹈

御
法
川　

信
英 ﹇
秋
田
３
区
﹈

宮
内　

秀
樹 

﹇
福
岡
４
区
﹈

宮
澤　

博
行 

﹇
比
例
東
海
﹈

宮
下　

一
郎 

﹇
長
野
５
区
﹈

務
台　

俊
介 

﹇
比
例
北
陸
信
越
﹈

武
藤　

容
治 

﹇
岐
阜
３
区
﹈

宗
清　

皇
一 

﹇
比
例
近
畿
﹈

村
上　

誠
一
郎 ﹇
愛
媛
２
区
﹈

茂
木　

敏
充 

﹇
栃
木
５
区
﹈

森　
　

英
介 

﹇
千
葉
11
区
﹈

盛
山　

正
仁 

﹇
比
例
近
畿
﹈

八
木　

哲
也 

﹇
愛
知
11
区
﹈

保
岡　

宏
武 

﹇
比
例
九
州
﹈

簗　
　

和
生 

﹇
栃
木
３
区
﹈

柳
本　

顕 

﹇
比
例
近
畿
﹈

山
際　

大
志
郎 ﹇
神
奈
川
18
区
﹈

山
口　

俊
一 

﹇
徳
島
２
区
﹈

山
口　

晋 

﹇
埼
玉
10
区
﹈

山
下　

貴
司 

﹇
岡
山
２
区
﹈

山
田　

賢
司 

﹇
兵
庫
７
区
﹈

山
田　

美
樹 

﹇
東
京
１
区
﹈

吉
田　

真
次 

﹇
山
口
４
区
﹈

若
林　

健
太 

﹇
長
野
１
区
﹈

若
宮　

健
嗣 

﹇
比
例
東
京
﹈

和
田　

義
明 

﹇
北
海
道
５
区
﹈

渡
辺　

博
道 

﹇
千
葉
６
区
﹈ 

〔
自
由
民
主
党
・
参
議
院
〕

青
木　

一
彦 

﹇
鳥
取
・
島
根
﹈

赤
池　

誠
章 

﹇
比
例
﹈

浅
尾　

慶
一
郎 ﹇
神
奈
川
﹈

朝
日　

健
太
郎 ﹇
東
京
﹈

足
立　

敏
之 

﹇
比
例
﹈

阿
達　

雅
志 

﹇
比
例
﹈

石
井　

準
一 

﹇
千
葉
﹈

石
井　

浩
郎 

﹇
秋
田
﹈

石
井　

正
弘 

﹇
岡
山
﹈

磯
﨑　

仁
彦 

﹇
香
川
﹈

井
上　

義
行 

﹇
比
例
﹈

猪
口　

邦
子 
﹇
千
葉
﹈

岩
本　

剛
人 
﹇
北
海
道
﹈

臼
井　

正
一 
﹇
千
葉
﹈

江
島　

潔 

﹇
山
口
﹈

衛
藤　

晟
一 

﹇
比
例
﹈

太
田　

房
江 

﹇
大
阪
﹈

大
家　

敏
志 

﹇
福
岡
﹈

小
野
田　

紀
美 ﹇
岡
山
﹈

梶
原　

大
介 

﹇
比
例
﹈

加
田　

裕
之 

﹇
兵
庫
﹈

片
山　

さ
つ
き ﹇
比
例
﹈

加
藤　

明
良 

﹇
茨
城
﹈

北
村　

経
夫 

﹇
山
口
﹈

古
庄　

玄
知 

﹇
大
分
﹈

こ
や
り　

隆
史 ﹇
滋
賀
﹈

櫻
井　

充 

﹇
宮
城
﹈

佐
藤　

信
秋 

﹇
比
例
﹈

佐
藤　

正
久 

﹇
比
例
﹈

清
水　

真
人 

﹇
群
馬
﹈

白
坂　

亜
紀 

﹇
大
分
﹈

末
松　

信
介 

﹇
兵
庫
﹈

世
耕　

弘
成 

﹇
和
歌
山
﹈

滝
波　

宏
文 

﹇
福
井
﹈

武
見　

敬
三 

﹇
東
京
﹈

永
井　

学 

﹇
山
梨
﹈

中
曽
根　

弘
文 ﹇
群
馬
﹈

中
西　

祐
介 

﹇
徳
島
・
高
知
﹈

長
峯　

誠 

﹇
宮
崎
﹈

西
田　

昌
司 

﹇
京
都
﹈

野
上　

浩
太
郎 ﹇
富
山
﹈

長
谷
川　

岳 

﹇
北
海
道
﹈

藤
井　

一
博 

﹇
比
例
﹈

藤
川　

政
人 

﹇
愛
知
﹈

船
橋　

利
実 

﹇
北
海
道
﹈

古
川　

俊
治 

﹇
埼
玉
﹈

星　
　

北
斗 

﹇
福
島
﹈

舞
立　

昇
治 

﹇
鳥
取
・
島
根
﹈

牧
野　

た
か
お ﹇
静
岡
﹈

松
川　

る
い 

﹇
大
阪
﹈

松
下　

新
平 

﹇
宮
崎
﹈

松
村　

祥
史 

﹇
熊
本
﹈

松
山　

政
司 

﹇
福
岡
﹈

丸
川　

珠
代 

﹇
東
京
﹈

三
原　

じ
ゅ
ん
子 

﹇
神
奈
川
﹈

三
宅　

伸
吾 

﹇
香
川
﹈

宮
沢　

洋
一 

﹇
広
島
﹈

森　
　

ま
さ
こ ﹇
福
島
﹈

山
下　

雄
平 

﹇
佐
賀
﹈

山
田　

宏 

﹇
比
例
﹈

山
本　

佐
知
子 ﹇
三
重
﹈

山
本　

順
三 

﹇
愛
媛
﹈

吉
川　

ゆ
う
み ﹇
三
重
﹈

若
林　

洋
平 

﹇
静
岡
﹈

和
田　

政
宗 

﹇
比
例
﹈

渡
辺　

猛
之 

﹇
岐
阜
﹈

〔
公
明
党
・
衆
議
院
〕

赤
羽　

一
嘉 

﹇
兵
庫
２
区
﹈

伊
佐　

進
一 

﹇
大
阪
６
区
﹈

石
井　

啓
一 

﹇
比
例
北
関
東
﹈

伊
藤　

渉 

﹇
比
例
東
海
﹈

稲
津　

久 

﹇
北
海
道
10
区
﹈

大
口　

善
德 

﹇
比
例
東
海
﹈

河
西　

宏
一 

﹇
比
例
東
京
﹈

北
側　

一
雄 

﹇
大
阪
16
区
﹈

金
城　

泰
邦 

﹇
比
例
九
州
﹈

日
下　

正
喜 

﹇
比
例
中
国
﹈

輿
水　

恵
一 

﹇
比
例
北
関
東
﹈

斉
藤　

鉄
夫 

﹇
広
島
３
区
﹈

佐
藤　

茂
樹 

﹇
大
阪
３
区
﹈

佐
藤　

英
道 

﹇
比
例
北
海
道
﹈

庄
子　

賢
一 

﹇
比
例
東
北
﹈

高
木　

陽
介 

﹇
比
例
東
京
﹈

竹
内　

譲 

﹇
比
例
近
畿
﹈

角
田　

秀
穂 

﹇
比
例
南
関
東
﹈

中
川　

康
洋 

﹇
比
例
東
海
﹈

中
野　

洋
昌 

﹇
兵
庫
８
区
﹈

平
林　
　

晃 

﹇
比
例
中
国
﹈

福
重　

隆
浩 

﹇
比
例
北
関
東
﹈

古
屋　

範
子 

﹇
比
例
南
関
東
﹈

吉
田　

久
美
子 ﹇
比
例
九
州
﹈

鰐
淵　

洋
子 

﹇
比
例
近
畿
﹈ 

�

〔
公
明
党
・
参
議
院
〕

伊
藤　

孝
江 

﹇
兵
庫
﹈

上
田　

勇 

﹇
比
例
﹈

河
野　

義
博 

﹇
比
例
﹈

窪
田　

哲
也 

﹇
比
例
﹈

佐
々
木　

さ
や
か ﹇
神
奈
川
﹈

里
見　

隆
治 

﹇
愛
知
﹈

塩
田　

博
昭 

﹇
比
例
﹈

下
野　

六
太 

﹇
福
岡
﹈

高
橋　

光
男 

﹇
兵
庫
﹈

竹
内　

真
二 

﹇
比
例
﹈

竹
谷　

と
し
子 

﹇
東
京
﹈

谷
合　

正
明 

﹇
比
例
﹈

新
妻　

秀
規 

﹇
比
例
﹈

西
田　

実
仁 

﹇
埼
玉
﹈

平
木　

大
作 

﹇
比
例
﹈

三
浦　

信
祐 

﹇
神
奈
川
﹈

宮
崎　

勝 

﹇
比
例
﹈

安
江　

伸
夫 

﹇
愛
知
﹈

山
口　

那
津
男 

﹇
東
京
﹈

山
本　

香
苗 

﹇
比
例
﹈

横
山　

信
一 

﹇
比
例
﹈

　

ま
ず
︑
１
月
１
日
に
発
生
し

た
﹁
令
和
６
年
能
登
半
島
地

震
﹂
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
方
々
に
対
し
て
衷
心
よ

り
お
悔
や
み
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
︑
被
災
さ
れ
た
方
々

に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
︒

私
も
︑
石
川
県
金
沢
市
か
ら

七
尾
市
︑
穴
水
町
︑
そ
し
て

輪
島
市
ま
で
足
を
運
び
︑
被

害
状
況
を
目
の
当
た
り
に
し

た
︒
被
害
の
大
き
さ
は
ま
さ

に
驚
愕
の
一
言
に
尽
き
る
︒
少

し
で
も
早
く
街
が
元
気
を
取

り
戻
せ
る
よ
う
︑
お
祈
り
申

し
上
げ
た
い
︒

　

地
震
発
生
を
受
け
て
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
で
は
︑
関
係

省
庁
・
団
体
な
ど
と
連
携
し
︑

地
元
石
川
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

を
中
心
に
︑
全
国
の
同
志
の

皆
様
が
被
災
地
で
必
要
と
さ

れ
る
緊
急
支
援
物
資
を
い
ち

早
く
お
届
け
す
べ
く
懸
命
な

輸
送
を
行
っ
て
き
た
︒
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
︑
緊
急
支
援

物
資
輸
送
に
当
た
ら
れ
た
同

志
の
皆
様
に
感
謝
を
申
し
上

げ
た
い
︒
今
回
の
地
震
を
受

け
て
緊
急
時
の
最
後
の
砦
が

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
で
あ
る
こ
と
︑

そ
し
て
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の

も
つ
社
会
的
役
割
の
重
要
性

を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き

た
︒

　

本
年
は
︑
業
界
に
と
っ
て
歴

史
的
な
︑
大
転
換
の
１
年
と

な
る
︒
我
々
も
︑
今
日
か
ら

明
日
へ
と
着
実
に
進
化
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
︒
全
ト
協
正

副
会
長
・
役
職
員
は
︑
本
日

背
中
に
﹁
改
革
・
進
化
﹂
と

記
さ
れ
た
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着
用

し
て
い
る
が
︑
こ
の
言
葉
は
全

ト
協
の
こ
の
１
年
に
向
け
た
決

意
の
表
明
で
も
あ
る
︒

　

業
界
の
改
革
・
進
化
を
目

指
す
た
だ
ひ
と
つ
の
目
的
は
︑

物
流
の
現
場
で
頑
張
っ
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
幸
せ

に
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
あ

る
︒
夏
の
厳
し
い
暑
さ
に
も
︑

そ
し
て
冬
の
酷
寒
に
も
負
け

ず
に
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
ド
ラ

イ
バ
ー
の
皆
様
が
︑
自
信
と

誇
り
を
も
っ
て
仕
事
を
続
け
ら

れ
る
よ
う
︑
本
日
お
集
ま
り

の
皆
様
方
に
お
か
れ
て
は
︑
何

と
し
て
も
業
界
の
改
革
・
進

化
を
成
し
遂
げ
る
た
め
に
︑
一

層
の
奮
闘
を
お
願
い
し
た
い
︒

　

そ
し
て
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
が
荷
主
か
ら
適
正
運

賃
・
料
金
を
収
受
す
る
こ
と

が
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
待
遇
改
善

へ
の
原
資
と
な
る
︒
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
の
皆
様
に
お
か

れ
て
は
︑
今
年
こ
そ
体
を
張
っ

て
荷
主
と
の
交
渉
を
行
う
こ

と
を
お
誓
い
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
る
︒

　

今
年
は
﹁
物
流
の
２
０
２
４

年
問
題
﹂
解
決
に
向
け
た
︑

業
界
に
と
っ
て
重
大
な
１
年
で

あ
る
︒
全
ト
協
と
し
て
も
︑

何
が
何
で
も
業
界
の
改
革
・

進
化
を
成
し
遂
げ
る
た
め
に
︑

頑
張
っ
て
︑
頑
張
っ
て
︑
頑
張

り
抜
い
て
ま
い
り
た
い
︒

坂
本
会
長
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

　

全
国
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
の
皆
様
に
は
︑
令
和
６

年
能
登
半
島
地
震
発
災
直

後
か
ら
被
災
地
へ
の
緊
急
支

援
物
資
の
輸
送
を
︑
昼
夜
を

問
わ
ず
日
々
迅
速
に
ご
対
応

い
た
だ
き
︑
ま
た
県
や
市
町

の
拠
点
に
お
け
る
荷
捌
き
や

　

今
年
は
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
に
と
っ
て
大
変
大
き
な
節

目
の
年
で
あ
り
ま
す
︒
我
々

自
由
民
主
党
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
振
興
議
員
連
盟
と
し
ま

し
て
も
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
の
皆
様
方
の
意
気
込
み

を
し
っ
か
り
と
承
り
な
が

　

坂
本
克
己
会
長
の
お
話

は
︑
い
つ
も
迫
力
が
あ
る

の
で
す
が
︑
先
ほ
ど
の
ご

あ
い
さ
つ
は
︑
い
つ
に
も
増

し
て
す
ご
い
迫
力
の
あ
る

ス
ピ
ー
チ
で
あ
っ
た
と
︑

非
常
に
感
銘
を
受
け
ま
し

た
︒

物
資
管
理
の
効
率
化
︑
ラ
ス

ト
ワ
ン
マ
イ
ル
の
確
実
な
配

送
に
も
ご
尽
力
い
た
だ
き
︑

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
︒ 　

一
方
で
︑﹁
物
流
の
２
０
２

４
年
問
題
﹂
の
解
決
に
向
け

て
︑
国
土
交
通
省
と
し
て
も

昨
年
６
月
の
﹁
物
流
革
新
に

向
け
た
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
﹂

に
基
づ
き
︑
物
流
産
業
の
持

続
的
成
長
に
向
け
た
取
り
組

み
を
加
速
化
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
︒

　

そ
の
中
で
︑﹁
標
準
的
な

ら
︑
今
年
も
懸
命
に
頑
張
っ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
︒

　

い
よ
い
よ
今
年
は
︑
ト
ラ

　

ま
ず
︑
令
和
６
年
能
登

半
島
地
震
の
発
生
を
受
け

て
︑
被
災
地
へ
の
緊
急
物

資
輸
送
に
関
し
て
︑
ト
ラ

運
賃
﹂
に
つ
き
ま
し
て
は
︑

昨
年
末
に
荷
主
等
へ
の
適
正

な
転
嫁
︑
多
重
下
請
構
造
の

是
正
︑
多
様
な
運
賃
・
料

金
設
定
等
を
柱
と
す
る
見
直

し
方
針
を
公
表
し
︑
今
月
10

日
に
斉
藤
国
交
大
臣
か
ら
運

輸
審
議
会
に
諮
問
し
︑
年
度

内
に
は
新
た
な
﹁
標
準
的
な

運
賃
﹂
を
告
示
す
る
予
定
で

か
り
と
確
保
し
て
い
く
こ
と

で
す
︒

　

そ
の
た
め
に
は
︑﹁
標
準

的
な
運
賃
﹂
等
の
し
く
み
を

よ
り
一
層
活
用
し
て
い
た
だ

き
な
が
ら
︑
同
時
に
そ
こ
で

働
く
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

の
皆
様
に
も
賃
上
げ
や
処

遇
改
善
な
ど
を
通
じ
て
還

元
を
し
て
い
た
だ
く
︒

ッ
ク
物
流
が
大
き
く
変
わ
ろ

う
と
す
る
１
年
と
な
り
ま

す
︒
担
い
手
不
足
の
中
で
︑

こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
し
て

我
が
国
の
物
流
を
確
保
し
て

い
く
か
︑
非
常
に
大
き
な
分

水
嶺
に
立
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
︒

　

一
番
大
事
な
の
は
︑
皆
様

方
が
安
定
的
な
経
営
を
し
っ

イ
バ
ー
の
皆
様
の
労
働
条

件
を
改
善
す
る
こ
と
﹂
に

あ
り
︑
特
に
︑
そ
の
中
で

も
何
と
い
っ
て
も
﹁
賃
金

を
上
げ
て
い
く
こ
と
﹂︑
こ

れ
が
一
番
の
肝
で
あ
る
と

思
い
ま
す
︒

　

そ
の
た
め
に
は
︑
や
は

り
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

が
荷
主
か
ら
運
賃
・
料
金

ッ
ク
運
送
業
界
の
皆
様
に

大
変
な
ご
支
援
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
︑

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ

た
い
と
思
い
ま
す
︒

　

先
ほ
ど
坂
本
会
長
か
ら

お
話
が
あ
り
ま
し
た
通

り
︑
私
は
こ
れ
か
ら
の
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
改
革

の
肝
は
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

す
︒

　

ま
た
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
﹂

に
つ
き
ま
し
て
は
︑
昨
年
11

月
・
12
月
を
集
中
監
視
月

間
と
し
︑
関
係
行
政
機
関
と

の
連
携
を
強
化
し
︑
悪
質
な

荷
主
等
へ
の
是
正
指
導
を
集

中
的
に
実
施
し
て
お
り
ま

す
︒
そ
の
上
で
構
造
的
な
対

策
と
し
て
︑
荷
待
ち
・
荷
役

　

こ
う
し
た
こ
と
を
両
立
さ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑
こ
れ

か
ら
の
日
本
の
物
流
の
骨
格

が
維
持
で
き
る
の
で
す
︒

　

本
日
の
新
年
賀
詞
交
歓

会
で
は
︑
坂
本
克
己
会
長

を
は
じ
め
今
日
ご
出
席
の

皆
様
方
と
と
も
に
︑
我
々

自
民
党
ト
ラ
ッ
ク
議
連
の
メ

ン
バ
ー
も
一
緒
に
な
っ
て
︑

を
適
正
に
収
受
で
き
る
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
し
︑
ま
た
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
に
ま
ん
延
す
る

悪
し
き
商
慣
行
を
︑
こ
の

機
会
に
徹
底
し
て
是
正
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
︒

　

ぜ
ひ
︑
日
本
の
経
済
と

生
活
を
支
え
る
ト
ラ
ッ
ク

時
間
の
短
縮
に
向
け
た
計
画

作
成
の
荷
主
等
へ
の
義
務
付

け
案
︑
多
重
下
請
構
造
の
是

正
に
向
け
た
運
送
体
制
可
視

化
の
元
請
事
業
者
へ
の
義
務

付
け
な
ど
の
法
制
化
を
進

め
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

の
処
遇
改
善
に
引
き
続
き
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
︒

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
﹁
改

革
元
年
﹂
に
向
け
て
の
決
意

を
確
認
し
︑
前
に
向
か
っ
て

い
く
き
っ
か
け
と
な
る
会
に

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
心
か

ら
ご
祈
念
し
︑
ま
た
お
約

束
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
︑

ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
︒

運
送
事
業
者
の
皆
様
と
し

っ
か
り
連
帯
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
︑
今
年
が
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
の
大
き
な
改

革
と
進
化
の
年
に
な
っ
て

い
く
よ
う
に
︑
と
も
に
頑

張
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
︒

「
標
準
的
な
運
賃
」
を
活
用
し
て
安
定
的
経
営
を
確
保

ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
処
遇
改
善
に
繋
げ
る

「
賃
金
引
上
げ
」
が
業
界
改
革
の
一
番
の
肝

業
界
と
連
携
し
て
改
革
と
進
化
を
実
現
さ
せ
る

加
藤　

勝
信
自
由
民
主
党
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
振
興
議
員
連
盟
会
長
代
行

國
場　

幸
之
助
国
土
交
通
副
大
臣

北
側　

一
雄
公
明
党
ト
ラ
ッ
ク
議
員
懇
話
会
会
長

物
流
産
業
の
持
続
的
成
長
を
目
指
し
て

国
交
省
を
挙
げ
て
様
々
な
取
り
組
み
を
加
速
化

〔
全
国
道
路
利
用
者
会
議
〕

古
賀　

誠　

会
長

（
自
由
民
主
党
・
元
衆
議
院
議
員
）

令和６年「新年賀詞交歓会」令和６年「新年賀詞交歓会」１
面
に
関
連

来賓あいさつ

出席国会議員一覧 （50音順敬称略）
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

第23回「群馬県みなかみ町『向山温泉』」第23回「群馬県みなかみ町『向山温泉』」

　

と
あ
る
土
曜
日
︑
友
人

と
の
約
束
が
急
に
延
期
と

な
り
︑そ
れ
な
ら
ば
と
︑﹁
フ

ー
テ
ン
の
寅
﹂
さ
ん
を
気

取
り
︑
鞄
一
つ
ぶ
ら
下
げ

て
東
京
駅
に
向
か
い
ま
し

た
︒﹁
取
り
あ
え
ず
至
近

距
離
の
温
泉
場
が
い
い
だ

ろ
う
﹂と
思
案
し
た
の
は
︑

﹁
温
泉
の
宝
庫
﹂
と
い
わ

れ
る
群
馬
県
︒
行
き
先
は
頭
の
中
で
そ
の
瞬
間
に

決
ま
っ
て
い
ま
し
た
︒

　

東
京
駅
か
ら
上
越
新
幹
線
に
乗
り
︑
高
崎
駅
で

一
旦
下
車
︒群
馬
県
在
住
の
友
人
と
急
遽
合
流
し
︑

２
人
で
上
越
線
に
乗
車
︑
水
上
駅
で
下
車
し
ま
し

た
︒
東
京
駅
か
ら
わ
ず
か
２
時
間
10
分
程
で
辿
り

着
い
た
の
は
︑
群
馬
県
み
な
か
み
町
の
﹁
向
山
温

泉
﹂︒
数
あ
る
群
馬
県
の
温
泉
の
中
で
も
歴
史
も

古
く
︑
屈
指
の
名
湯
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
︒

　

今
宵
の
宿
は
︑
奥
利
根
湯
け
む
り
街
道
沿
い
の

山
里
に
あ
る
﹁
蛍
雪
の
宿 

尚
文
﹂
で
す
︒
谷
川

連
峰
山
麓
の
﹁
み
な
か
み
18
湯
﹂
の
う
ち
の
一
つ
が

﹁
向
山
温
泉
﹂
で
︑
こ
の
宿
は
︑
利
根
川
源
流
の

ほ
と
り
に
あ
り
ま
す
︒
宿
の
入
口
に
は
屋
号
の
木

札
が
あ
り
︑
何
と
も
素
朴
な
門
構
え
で
旅
人
を
出

迎
え
ま
す
︒

　

さ
っ
そ
く
浴
衣
に
着
替
え
湯
船
に
浸
か
る
と
︑

無
色
透
明
の
ア
ル
カ
リ
性
単
純
泉
が
肌
に
優
し

く
︑
日
頃
の
疲
れ
が
出
た
の
か
︑
つ
い
湯
船
の
中

で
ウ
ト
ウ
ト
し
て
し
ま
い
ま
し
た
︒
季
節
ご
と
の

景
色
が
楽
し
め
る
中
庭
を
見
て
い
る
と
︑
大
自
然

に
抱
か
れ
た
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
︒
今
日
は
土

曜
日
で
す
が
時
間
帯
が
よ
か
っ
た
の
か
︑
た
ま
た

ま
浴
場
に
は
私
達
２
人
き
り
で
し
た
︒
予
想
外
の

貸
し
切
り
状
態
に
︑﹁
こ
れ
は
神
様
か
ら
の
ご
褒

美
か
も
﹂
と
︑
思
わ
ず
一
人
呟
く
私
︒
何
と
も
贅

沢
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
︒

　

お
待
ち
兼
ね
の
夕
餉
は
︑
奥
利
根
の
山
や
川
で

採
れ
た
大
地
の
恵
み
を
い
た
だ
く
﹁
山
人
料
理
﹂

で
︑
地
元
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た
味
わ

い
深
い
も
て
な
し
で
し
た
︒
ま
た
︑
思
わ
ず
︑﹁
料

理
に
地
酒
が
よ
く
合
う
も
の
だ
﹂
と
独
り
言
が
で

る
ほ
ど
︑
大
い
に
満
足
し
ま
し
た
︒

　

快
晴
の
翌
日
︑
ま
ず
は
武
尊
神
社
を
参
拝
︒

神
社
か
ら
ほ
ど
近
い
場
所
に
あ
る
︑
日
本
武
尊
が

雨
乞
い
を
し
た
と
い
う
言
い
伝
え
が
残
る
︑
落
差

50
㍍
の
大
瀑
布
﹁
裏
見
の
滝
﹂
を
見
ま
し
た
︒
本

来
は
滝
の
裏
側
か
ら
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
そ
う

で
す
が
︑
落
石
注
意
の
た
め
残
念
な
が
ら
現
在
は

滝
の
裏
側
に
は
行
け
ま
せ
ん
︒
そ
れ
で
も
観
瀑
台

か
ら
見
た
滝
は
大
迫
力
で
︑圧
巻
の
一
言
で
し
た
︒

私
の
周
り
に
い
た
人
達
は
︑
自
然
が
生
み
出
し
た

見
事
な
眼
前
の
滝
に
圧
倒
さ
れ
︑﹁
見
て
︑
見
て

！　

凄
い
︑凄
い
﹂
を
連
発
す
る
ば
か
り
で
し
た
︒

　

作
家
で
環
境
保
護
活
動
家
の
Ｃ
・
Ｗ
ニ
コ
ル
氏

は
︑
日
本
に
移
住
し
て
長
野
県
黒
姫
山
に
群
生
す

る
ブ
ナ
の
原
生
林
を
保
護
・
再
生
し
﹁
ア
フ
ァ
ン

の
森
﹂
と
名
付
け
ま
し
た
︒
ニ
コ
ル
氏
が
ブ
ナ
の

木
に
頰
擦
り
す
る
姿
を
雑
誌
で
拝
見
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
︑
今
回
︑
自
然
豊
か
な
み
な
か
み
町

を
旅
す
る
こ
と
で
︑
ニ
コ
ル
氏
の
よ
う
な
﹁
自
然

を
愛
し
︑
寄
り
添
う
心
﹂
が
私
な
り
に
分
か
っ
た

気
が
し
ま
し
た
︒

（
旅
ラ
イ
タ
ー　

し
ほ
ん
・
く
さ
と
）

詩本草人の

～追越し編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶		追越しとは、進路を変えずに、進行中の前車の側方を通過し、その前方
に出ることをいう。（	○・×	）

❷	 	追越しをしようとする車両は、反対方向の交通、後方からの交通、前車
（路面電車を含む）の前方の交通にも十分注意し、かつ、前車の速度お
よび進路、道路の状況に応じて、できる限り安全な速度と方法で進行し
なければならない。（	○・×	）

❸	 	前車がその前を進行している自転車を追い越そうとしているときに、そ
の前車を追い越そうとすると、二重追越しで違反となる。（	○・×	）

❹	 	車両通行帯のあるトンネルでも追越しは禁止されている。（	○・×	）

❺	 	踏切とその手前30メートル以内の場所は追越しが禁止されている。　
（	○・×	）

（解答は11面）

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

令
和
５
年
12
月
21
日
︑
国
土

交
通
省
の
丹
羽
克
彦
道
路
局

長
と
久
保
田
秀
暢
物
流
・
自

動
車
局
次
長
に
対
し
て
特
殊

車
両
通
行
許
可
お
よ
び
基
準

緩
和
自
動
車
認
定
に
関
す
る

要
望
を
︑
ま
た
警
察
庁
の
太

刀
川
浩
一
交
通
局
長（
当
時
）

に
対
し
て
制
限
外
積
載
許
可

に
関
す
る
要
望
を
行
っ
た
︒

　

現
在
の
道
路
網
で
大
型
車

両
が
走
行
す
る
に
は
︑
特
殊

車
両
通
行
許
可
や
基
準
緩
和

自
動
車
認
定
が
必
要
と
な
る

ケ
ー
ス
が
多
く
︑
そ
の
手
続

き
件
数
は
年

々
増
加
し
て
い

る
︒

　

全
ト
協
で

は
︑
特
殊
車
両

の
通
行
条
件
の

緩
和
や
手
続

き
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
︑

丹
羽
道
路
局

長
と
久
保
田

物
流
・
自
動

車
局
次
長
に

対
し
て
︑
①
夜

間
21
時
~
６
時

の
通
行
時
間
帯
条
件
の
緩

和
︑
②
誘
導
車
配
置
条
件
の

見
直
し
︑
③
特
殊
車
両
通
行

許
可
範
囲
（
寸
法
・
重
量
・

車
種
）
の
可
能
な
限
り
の
最

大
化
︑
④
特
殊
車
両
通
行
確

認
制
度
の
利
便
性
確
保
︑
⑤

特
殊
車
両
通
行
許
可
手
続
き

の
簡
素
化
・
短
期
化
︑
⑥
Ｎ

Ｒ
装
置
（
速
度
抑
制
装
置
）

の
空
車
時
の
解
除
︱
︱
に
つ

い
て
要
望
を
行
っ
た
︒

　

ま
た
︑
太
刀
川
警
察
庁
交

通
局
長
に
対
し
て
は
︑
①
制

限
外
積
載
許
可
申
請
の
全
国

共
通
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
化
︑

②
積
載
制
限
の
緩
和
︱
︱
に

つ
い
て
要
望
し
た
︒

　

当
日
は
全
ト
協
か
ら
︑
内

宮
昌
利
重
量
部
会
長
︑
宮
地

高
照
鉄
骨
・
橋
梁
部
会
長
︑

三
村
文
雄
鉄
鋼
部
会
長
が
出

席
し
︑要
望
書
を
手
渡
し
た
︒

能
登
半
島
地
震
の
被
災
事
業

者
を
対
象
に
中
央
近
代
化
基

金
「
激
甚
災
害
融
資
」
実
施

公
募
期
間
は
３
月
８
日
ま
で

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
令
和
６
年
１
月
１
日
に

発
生
し
た
﹁
令
和
６
年
能
登

半
島
地
震
﹂
で
被
害
を
受
け

た
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の

経
営
安
定
確
保
に
資
す
る
た

め
︑
中
央
近
代
化
基
金
﹁
激

甚
災
害
融
資
﹂を
実
施
す
る
︒

　

融
資
推
薦
対
象
者
は
︑
同

地
震
に
よ
り
︑
事
務
所
も
し

く
は
主
要
な
事
業
資
産
に
つ

い
て
︑
全
壊
・
半
壊
も
し
く

は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
被
害
を

受
け
た
者
︑
ま
た
は
同
地
震

に
よ
り
運
送
収
入
ま
た
は
輸

送
ト
ン
数
に
つ
い
て
﹁
被
災

後
２
か
月
の
実
績
﹂
ま
た
は

﹁
今
後
２
か
月
の
見
込
み
﹂

が
前
年
同
期
比
20
％
以
上
の

減
が
見
込
ま
れ
る
者
︒

　

融
資
推
薦
対
象
資
金
は
︑

激
甚
災
害
を
受
け
た
事
業
者

の
経
営
安
定
の
確
保
を
目
的

と
し
た
事
業
の
再
建
ま
た
は

正
常
な
操
業
維
持
に
必
要
な

設
備
資
金
（
物
流
施
設
︑
福

利
厚
生
設
備
の
整
備
︑
車
両

・
荷
役
機
械
の
購
入
お
よ
び

そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も

の
）
お
よ
び
運
転
資
金
︒
公

募
推
薦
総
枠
は
10
億
円
︒
融

資
限
度
は
５
０
０
０
万
円（
個

別
企
業
体
・
共
同
体
と
も
）︑

利
子
補
給
率
は
年
０
・
４
％
︒

　

公
募
期
間
は
３
月
８
日
㈮

ま
で
（
状
況
に
応
じ
て
変
更

す
る
場
合
が
あ
る
）︒

　

詳
細
に
つ
い
て
は
︑
全
ト

協
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
二
次

元
コ
ー
ド
）

を
参
照
の
こ

と
︒

２
０
２
３
年
度
は
２
４
８
事

業
者
を
認
定引

越
事
業
者
優
良

認
定
制
度

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

令
和
５
年
12
月
18
日
︑
２
０

２
３
年
度
﹁
引
越
事
業
者
優

良
認
定
制
度
（
引
越
安
心
マ

ー
ク
）﹂
認
定
事
業
者
を
発

表
し
た
︒

　

同
制
度
は
︑
引
越
事
業
者

が
使
用
す
る
引
越
サ
ー
ビ
ス

名
称
を
認
定
の
単
位
と
し

て
︑
客
観
的
に
評
価
し
︑
認

定
を
す
る
こ
と
で
︑
消
費
者

が
安
心
し
て
引
越
を
依
頼
す

る
こ
と
が
で
き
る
事
業
者
を

選
択
し
や
す
い
環
境
を
つ
く

る
と
と
も
に
︑
引
越
に
お
け

る
苦
情
対
応
や
ト
ラ
ブ
ル
の

防
止
を
目
的
と
し
て
い
る
︒

　

２
０
２
３
年
度
は
︑
引
越

サ
ー
ビ
ス
名
称
単
位
で
申
請

総
数
２
５
１
事
業
者
の
う
ち
︑

２
４
８
事
業
者
を
認
定
（
新

規
認
定
16
事
業
者
︑
更
新
認

定
２
３
２
事
業
者
）︒
認
定
の

有
効
期
間
は
︑
２
０
２
４
年

１
月
１
日
~
２
０
２
６
年
12

月
31
日
︒

　

こ
れ
に
よ
り
︑
２
０
２
４
年

１
月
１
日
か
ら
は
︑
２
０
２

１
年
度
︑
２
０
２
２
年
度
に

認
定
し
た
事
業
者
と
合
わ
せ

て
３
５
３
事
業
者
（
１
７
２
０

事
業
所
）
が
﹁
引
越
安
心
マ

ー
ク
事
業
者
﹂
と
な
る
︒

建
交
労
中
央
運
輸
労
使
協
議

会
か
ら
の
要
請
書
を
受
理

労
使
の
連
携
さ
ら
に
強
化

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

１
月
29
日
︑
全
日
本
建
設
交

運
一
般
労
働
組
合（
建
交
労
）

中
央
運
輸
労
使
協
議
会
か
ら

の
要
請
書
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
輸

産
業
の
将
来
展
望
に
つ
い
て
﹂

を
受
理
し
た
︒

　

開
会
と
と
も
に
︑
㈱
教
宣

文
化
社
の
成
瀬
大
輔
代
表
取

締
役
と
建
交
労
の
足
立
浩
中

央
副
執
行
委
員
長
が
︑
全
ト

協
の
若
林
陽
介
理
事
長
に
要

請
書
を
提
出
︒
成
瀬
教
宣
文

化
社
代
表
取
締
役
︑
若
林
全

ト
協
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
に

続
き
︑
建
交
労
の
鈴
木
正
明

全
国
ト
ラ
ッ
ク
部
会
事
務
局

長
が
︑①﹁
標
準
的
な
運
賃
﹂

の
実
効
性
確
保
と
適
正
運
賃

収
受
に
向
け
た
取
り
組
み
強

化
︑
②
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
管
理
運
営
︱
︱
な
ど

全
６
項
目
の
要
請
に
つ
い
て

趣
旨
を
説
明
し
た
︒
全
ト
協

執
行
部
が
各
項
目
に
つ
い
て

回
答
し
た
後
︑
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
た
︒

　

会
の
最
後
に
は
︑
建
交
労

の
足
立
浩
中
央
副
執
行
委
員

長
が
あ
い
さ
つ
し
︑
労
使
一
体

と
な
っ
て
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

の
労
働
環
境
改
善
等
に
努
め

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
︒

特
殊
車
両
通
行
許
可
・
基
準
緩
和
自
動
車
認
定
・

制
限
外
積
載
許
可
に
関
し
て
要
望
書
を
提
出

丹
羽
国
交
省
道
路
局
長
・
太
刀
川
警
察
庁
交
通
局
長
ら
に
対
し
て

荷
主
と
運
送
業
界
が
「
物
流

の
２
０
２
４
年
問
題
」
解
決

に
向
け
共
同
宣
言

鳥
取
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

鳥
取
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
川
上
和
人
会
長
）
は
︑
令

和
５
年
12
月
19
日
に
鳥
取
県

が
開
催
し
た
﹁
物
流
の
２
０

２
４
年
問
題
解
決
に
向
け
た

官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
~
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
共
同

宣
言
式
~
﹂
に
出
席
し
︑
鳥

取
県
商
工
会
議
所
連
合
会
や

鳥
取
県
商
工
会
連
合
会
︑
鳥

取
県
農
業
協
同
組
合
中
央

会
︑
境
港
鮮
魚
仲
買
協
同
組

合
な
ど
の
荷
主
関
係
団
体
と

共
同
宣
言
を
行
っ
た
︒

　

県
で
は
︑﹁
物
流
の
２
０
２

４
年
問
題
﹂
を
巡
り
︑
荷
主

側
と
運
送
業
界
側
の
双
方
が

連
携
し
て
対
応
す
る
た
め

に
︑
県
内
の
荷
主
側
と
運
送

業
界
側
の
代
表
が
一
堂
に
会

す
る
共
同
宣
言
式
を
開
催
︒

県
民
の
生
活
を
守
り
︑
さ
ら

な
る
産
業
振
興
を
図
る
こ
と

を
目
指
し
︑﹁
ト
リ
ロ
ジ
﹂（
送

る
／
届
く
／
渡
す
）
推
進
運

動
に
賛
同
し
︑鳥
取
県
版﹁
Ｌ

Ｏ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
ｓ
﹂
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（
８
つ
の
重
点

項
目
）
を
連
携
し
て
実
施
す

る
こ
と
を
宣
言
し
た
︒

　

同
プ
ラ
ン
の
重
点
項
目
に

は
︑﹁﹃
物
流
の
２
０
２
４
年

問
題
﹄を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
︑

新
た
な
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
改
革

へ
﹂
や
︑﹁
荷
主
と
運
送
事

業
者
と
の
相
互
理
解
の
促

進
︑
事
業
者
間
や
域
内
と
の

連
携
を
深
化
し
よ
う
﹂
な
ど

の
取
り
組
み
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
︒

「
物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
」
解
決
に

向
け
て
荷
主
関
係
団
体
な
ど
と
共
同

宣
言
式
を
行
っ
た
（
令
和
５
年
12
月

19
日
、
鳥
取
市
）

鶴田浩久物流・自動車局長（右から２人目） 水嶋智国土交通審議官（右から2人目）丹羽克彦道路局長（左から２人目）

斉藤鉄夫国土交通大臣（左から２人目）和田信貴国土交通事務次官（右から2人目）太刀川浩一警察庁交通局長（当時）（中央）吉岡幹夫技監（左から2人目）

丹羽克彦国交省道路局長（右から2人目）

太刀川浩一警察庁交通局長（当時、右から2人目）

久保田秀暢国交省物流・自動車局次長（右から2人目）

成瀬大輔㈱教宣文化社代表取締役㊥、足立浩建
交労中央副執行委員長㊨が若林陽介全ト協理
事長㊧に要請書を手渡した（1月29日、全ト協）

（
２
月
１
日
〜
29
日
）

▽
２
月
１
日

・
第
21
回
労
働
安
全
・
災
害
防
止

委
員
会

▽
２
月
２
日

・
令
和
５
年
度
物
流
経
営
士
研
修
会

▽
２
月
６
日

・
第
１
２
２
回
交
通
対
策
委
員
会

▽
２
月
15
日

・
第
３
回
青
年
部
会
全
国
代
表
者

協
議
会

▽
２
月
16
日

・
令
和
５
年
度
青
年
部
会
全
国
大
会

▽
２
月
19
日

・
正
副
会
長
会
議

・
第
３
回
総
務
委
員
会

▽
２
月
20
日

・
第
60
回
物
流
政
策
委
員
会

・
第
61
回
適
正
化
事
業
委
員
会

▽
２
月
22
日

・
第
22
回
経
営
改
善
・
Ｄ
Ｘ
推
進

委
員
会

▽
２
月
26
日

・
第
11
回
ド
ラ
イ
バ
ー
施
設
推
進

委
員
会

▽
２
月
27
日

・
第
56
回
環
境
対
策
・
Ｇ
Ｘ
推
進

委
員
会

・
第
79
回
広
報
委
員
会

　全日本トラック協会の坂本克己会長は1月9
日、斉藤鉄夫国土交通大臣を訪問し、「物流の
2024年問題」解決に向けた支援などを要請し
た。
　当日は、斉藤国交大臣のほか、和田信貴国土
交通事務次官、吉岡幹夫技監、水嶋智国土交通
審議官、丹羽克彦道路局長、鶴田浩久物流・自
動車局長、太刀川浩一警察庁交通局長（当時）
を訪問した。
　なお、これらの訪問については、全国ハイ
ヤー・タクシー連合会の川鍋一朗会長および
日本バス協会の早川弘之理事も同席した。

坂本会長を先頭に３組織年頭挨拶
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

昨
年
11
月
に
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン

ク
が
軽
貨
物
運
送
業
界
の
倒
産
発

生
状
況
の
調
査
・
分
析
結
果
を
発

表
し
た
︒
集
計
期
間
は
１
月
~
10

月
だ
が
︑
倒
産
件
数
は
35
件
で
過

去
の
年
間
最
多
を
更
新
し
た
︒
集

計
対
象
は
負
債
１
千
万
円
以
上
の

法
的
整
理
に
よ
る
倒
産
な
の
で
︑

集
計
に
含
ま
れ
な
い
倒
産
や
廃
業

が
増
え
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
︒

　

同
社
の
分
析
に
よ
る
と
︑
再
配

達
や
高
騰
す
る
燃
料
価
格
な
ど
の

コ
ス
ト
負
担
が
増
加
︒
一
方
︑
運

賃
の
値
上
げ
交
渉
が
厳
し
く
︑
令

和
４
年
度
は
軽
貨
物
運
送
事
業
者

の
23
・
９
％
が
赤
字
で
︑
減
益
を

含
め
た
業
績
悪
化
は
半
数
超
に
上

っ
た
と
し
て
い
る
︒

　

こ
れ
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
の

が
︑
昨
年
10
月
か
ら
導
入
さ
れ
た

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
で
あ
る
︒
筆
者

の
取
材
に
よ
れ
ば
︑
軽
貨
物
運
送

の
自
営
業
者
の
多
く
は

確
定
申
告
を
し
て
い
な

い
︒
イ
ン
ボ
イ
ス
登
録

は
任
意
だ
が
︑
取
引
先

か
ら
登
録
業
者
か
未
登

録
か
を
問
わ
れ
れ
ば
︑

実
質
的
な
登
録
督
促

で
︑
確
定
申
告
を
す
る

自
営
業
者
が
増
え
る
︒

消
費
税
は
赤
字
で
も
納

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒
そ
の

た
め
︑
年
間
売
上
５
百
万
円
未

満
が
多
い
自
営
業
者
の
中
か
ら

は
廃
業
な
ど
が
出
て
く
る
可
能

性
が
あ
る
︒
確
定
申
告
後
に
は
︑

ラ
ス
ト
マ
イ
ル
の
多
く
を
担
っ

て
い
る
軽
貨
物
自
営
業
者
の
廃

業
や
撤
退
の
増

加
が
予
想
さ
れ

る
の
だ
︒

　

ま
た
︑
１
人

１
台
の
自
営
業

者
だ
け
で
は
な

く
︑
多
層
構
造

の
末
端
に
位
置

し
︑
多
数
の
自

営
業
者
に
配
送

を
委
託
し
て
い

る
小
規
模
軽
貨

物
事
業
者
の
倒

産
や
廃
業
も
予

想
さ
れ
る
︒
こ

れ
ら
末
端
の
事

業
者
で
も
年
間

売
上
は
１
千
万

円
を
超
え
て
い
る
の
で
︑
取
引

先
か
ら
は
消
費
税
を
受
け
取
っ

て
い
た
︒
し
か
し
︑
業
務
委
託

し
て
い
る
自
営
業
者
に
は
消
費

税
を
支
払
っ
て
い
な
い
ケ
ー
ス

が
少
な
く
な
い
︒

　

だ
が
︑
業
務
委
託
先
の
自
営

業
者
が
イ
ン
ボ
イ
ス
登
録
業
者
に

な
れ
ば
︑
従
来
の
運
賃
に
消
費
税

を
プ
ラ
ス
し
て
支
払
う
こ
と
に
な

る
︒
未
登
録
業
者
な
ら
︑
自
社
が

消
費
税
の
納
税
を
代
行
す
る
︒
い

ず
れ
も
︑
業
務
委
託
先
の
自
営
業

者
の
消
費
税
分
の
支
出
が
増
え

る
︒
だ
が
︑
自
社
で
は
こ
れ
ま
で

も
取
引
先
か
ら
消
費
税
を
受
け
取

っ
て
い
た
の
で
︑
運
賃
を
値
上
げ

で
き
な
け
れ
ば
支
出
だ
け
が
増
え

る
こ
と
に
な
る
︒
こ
の
よ
う
に
宅

配
業
界
の
多
層
構
造
の
末
端
で
︑

自
営
業
者
に
業
務
委
託
を
し
て
い

る
中
小
軽
貨
物
事
業
者
の
倒
産
や

廃
業
も
増
え
る
可
能
性
が
高
い
︒

　

さ
ら
に
︑
安
全
担
保
の
た
め
の

様
々
な
義
務
化
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
︒
国
土
交
通
省
の
﹁
貨

物
軽
自
動
車
運
送
事
業
の
実
態
調

査
﹂（
５
年
５
月
）
に
よ
れ
ば
︑

運
行
管
理
を﹁
実
施
し
て
い
な
い
﹂

軽
貨
物
事
業
者
が
25
％
も
あ
っ

た
︒
こ
の
よ
う
な
実
態
を
踏
ま
え
︑

貨
物
軽
自
動
車
安
全
管
理
者
（
仮

称
）
の
創
設
︑
事
故
報
告
︑
運
行

記
録
計
に
よ
る
記
録
︑
乗
務
等
の

記
録
︑
適
性
診
断
受
診
な
ど
が
義

務
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
︒
そ
の

た
め
︑
さ
ら
に
自
営
業
者
の
減
少

が
予
想
さ
れ
る
︒
も
う
一
つ
の
﹁
２

０
２
４
年
問
題
﹂
で
あ
る
︒

第
331
回

軽貨物運送業界の「2024年問題」

　
　
　
　

︻
解
説
︼ご
質
問
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
︑

労
働
基
準
法
第
24
条
の
賃
金
控
除
規

定
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

す
な
わ
ち
︑
賃
金
の
支
払
い
に
つ
い
て
︑

　

新
年
早
々
の
親
睦
会
代
表
と
の

会
合
で
、
今
年
は
社
内
旅
行
を
実

施
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

費
用
の
一
部
を
従
業
員
に
も
負
担
し

て
も
ら
う
た
め
、
毎
月
、
一
定
額
を

賃
金
か
ら
控
除
し
積
み
立
て
て
い

く
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
一
応
、
合

意
書
も
取
り
交
わ
し
て
あ
り
ま
す

が
、
親
睦
会
に
は
、
役
員
以
外
の

全
従
業
員
が
参
加
し
て
お
り
、
こ

れ
で
実
質
的
に
全
員
の
了
解
が
取

れ
た
と
判
断
し
、
早
速
賃
金
控
除

を
開
始
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

 第280回 

親睦会との合意の
みで旅行積立金の

控除可能か
同
条
は
﹁
賃
金
は
︑
通
貨
で
︑
直
接

労
働
者
に
︑
そ
の
全
額
を
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
定
め
︑
全
額

を
労
働
者
に
支
払
う
よ
う
義
務
付
け

て
い
ま
す
が
︑
全
額
払
い
に
つ
い
て
の

た
だ
し
書
き
で
﹁
法
令
に
別
段
の
定

め
が
あ
る
場
合
又
は
当
該
事
業
場
の

労
働
者
の
過
半
数
で
組
織
す
る
労
働

組
合
が
あ
る
と
き
は
そ
の
労
働
組
合
︑

労
働
者
の
過
半
数
で
組
織
す
る
労
働

組
合
が
な
い
と
き
は
労
働
者
の
過
半

数
を
代
表
す
る
者
と
の
書
面
に
よ
る

協
定
が
あ
る
場
合
﹂
に
は
︑
賃
金
の

一
部
を
控
除
し
て
支
払
う
こ
と
が
で

き
る
と
し
て
い
ま
す
（
第
１
項
）︒

　

こ
の
規
定
に
従
え
ば
︑
当
然
︑
社

内
旅
行
の
費
用
の
積
立
金
は
法
令
に

よ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
︑

も
う
一
つ
の
労
働
組
合
か
労
働
者
の

過
半
数
代
表
者
と
の
間
で
書
面
に
よ

る
労
使
協
定
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
︑

積
立
金
を
賃
金
か
ら
控
除
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

た
だ
し
︑
こ
こ
で
控
除
の
要
件
と
し

て
規
定
さ
れ
て
い
る
の
は
︑
あ
く
ま

で
も
労
働
組
合
か
労
働
者
の
過
半
数

代
表
者
と
の
書
面
協
定
だ
け
で
あ
っ

て
︑
ご
質
問
の
よ
う
に
親
睦
会
代
表

と
の
間
で
合
意
書
が
取
り
交
わ
さ
れ
︑

そ
れ
に
よ
り
︑
仮
に
賃
金
か
ら
社
内

旅
行
費
用
の
積
立
金
を
控
除
し
て
も

よ
い
と
い
う
労
働
者
の
了
解
が
得
ら

れ
て
い
る
と
判
断
で
き
る
場
合
で
あ
っ

て
も
︑
法
律
上
は
無
効
で
あ
り
︑
賃

金
か
ら
控
除
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
︒

　

労
基
法
第
24
条
の
賃
金
控
除
規
定

に
つ
い
て
︑
も
う
少
し
詳
し
く
ご
説

明
す
る
と
︑
ま
ず
︑
法
令
に
よ
り
控

除
が
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
︑
①

給
与
な
ど
の
所
得
税
の
源
泉
徴
収
︑

②
健
康
保
険
料
︑
③
厚
生
年
金
保
険

料
︑
④
労
働
保
険
の
う
ち
の
雇
用
保

険
料
︱
︱
な
ど
が
あ
り
︑
ほ
か
に
労

基
法
第
91
条
の
減
給
制
裁
規
定
も
こ

れ
に
含
ま
れ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
︒

　

次
に
︑
労
使
協
定
に
よ
り
控
除
が

認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
︑
厚
生

労
働
省
の
解
釈
例
規
で
﹁
購
買
代
金
︑

社
宅
︑
寮
そ
の
他
の
福
利
︑
厚
生
施

設
の
費
用
︑
社
内
預
金
︑
組
合
費
等
︑

事
理
明
白
な
も
の
に
つ
い
て
の
み
︑
法

第
36
条
第
１
項
の
時
間
外
労
働
と
同

様
の
労
使
の
協
定
に
よ
っ
て
賃
金
か

ら
控
除
す
る
こ
と
を
認
め
る
趣
旨
で

あ
る
﹂（
昭
和
27
年
９
月
・
基
発
第

６
７
５
号
︑
平
成
11
年
３
月
・
基
発

第
１
６
８
号
）と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
︑

ご
質
問
の
社
内
旅
行
費
用
の
積
立
金

も
︑
労
使
協
定
が
あ
れ
ば
控
除
が
可

能
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
︒

な
お
︑
解
釈
例
規
に
あ
る
よ
う
に
︑

労
使
協
定
締
結
の
当
事
者
は
︑
時
間

外
・
休
日
労
働
の
場
合
の
36
協
定
と

同
じ
で
す
が
︑
労
働
基
準
監
督
署
へ

の
届
け
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
︒
ま

た
︑
賃
金
控
除
の
労
使
協
定
書
の
様

式
は
任
意
で
よ
い
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
︑
少
な
く
と
も
①
控
除
の
対
象
と

な
る
具
体
的
な
項
目
︑
②
各
項
目
別

に
定
め
る
控
除
を
行
う
賃
金
支
払
い

日
︱
︱
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
︒

Ａ�

過
半
数
代
表
等
と
の
書
面

に
よ
る
労
使
協
定
が
必
要

 

「
事
故
防
止
対
策
支
援
推

進
事
業
」
補
助
金
申
請
受

付
を
延
長

２
月
14
日
ま
で

　

国
土
交
通
省
は
１
月
22

日
︑
令
和
５
年
度
﹁
事
故
防

止
対
策
支
援
推
進
事
業
﹂
に

係
る
補
助
金
の
申
請
受
付

を
︑
２
月
14
日
㈬
ま
で
延
長

す
る
と
発
表
し
た
︒

　

同
事
業
は
︑
自
動
車
運
送

事
業
に
お
け
る
交
通
事
故
防

止
の
観
点
か
ら
︑
先
進
安
全

自
動
車
（
Ａ
Ｓ
Ｖ
）
の
導
入

や
︑
過
労
運
転
防
止
の
た
め

の
先
進
的
な
取
り
組
み
な
ど

に
支
援
を
行
う
も
の
︒
実
施

す
る
補
助
事
業
の
概
要
は
︑

表
の
通
り
︒

　

な
お
︑
今
年
度
か
ら
申
請

受
付
窓
口
が
﹁（
公
財
）
日

本
自
動
車
輸
送
技
術
協
会

（
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
）﹂
に
変
更
さ

れ
て
お
り
︑

運
輸
支
局
等

で
は
申
請
を

受
け
付
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
︒

　

詳
細
は
︑
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
の
申

請
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
（
二
次

元
コ
ー
ド
）
を
参
照
︒

 

「
標
準
的
な
運
賃
」見
直
し

に
向
け
て
公
聴
会
を
開
催

２
月
13
日
に

　

国
土
交
通
省
は
１
月
11

日
︑
一
般
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
に
係
る
標
準
的
な
運
賃

の
告
示
に
関
す
る
公
聴
会
を

２
月
13
日
に
開
催
す
る
と
発

表
し
た
︒

　

令
和
５
年
６
月
に
﹁
我
が

国
の
物
流
の
革
新
に
関
す
る

関
係
閣
僚
会
議
﹂
で
取
り
ま

と
め
ら
れ
た
﹁
物
流
革
新
に

向
け
た
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
﹂

に
お
い
て
︑﹁
標
準
的
な
運

賃
﹂
の
見
直
し
を
図
る
こ
と

と
さ
れ
た
︒
加
え
て
︑
同
年

10
月
の
﹁
物
流
革
新
緊
急
パ

ッ
ケ
ー
ジ
﹂
に
お
い
て
も
︑

現
下
の
物
価
動
向
の
反
映
や

荷
待
ち
・
荷
役
の
対
価
等
の

加
算
に
よ
る
﹁
標
準
的
な
運

賃
﹂
の
引
上
げ
に
つ
い
て
︑

年
内
に
対
応
す
る
こ
と
が
示

さ
れ
て
い
た
︒
こ
れ
を
受
け

て
国
交
省
で
は
同
年
８
月
か

ら
﹁
標
準
的
な
運
賃
・
標
準

運
送
約
款
の
見
直
し
に
向
け

た
検
討
会
﹂を
計
３
回
開
催
︒

同
年
12
月
15
日
に
示
さ
れ
た

提
言
で
は
︑
運
賃
水
準
の
平

均
約
８
％
の
引
上
げ
や
︑
荷

待
ち
・
荷
役
等
の
対
価
に
つ

い
て
︑
標
準
的
な
水
準
を
盛

り
組
む
な
ど
の
内
容
が
示
さ

れ
た
︒

　

国
交
省
で
は
同
提
言
を
受

け
︑
１
月
10
日
付
で
斉
藤
鉄

夫
国
土
交
通
大
臣
か
ら
運
輸

審
議
会
に
対
し
て
諮
問
︒
そ

れ
を
受
け
︑
２
月
13
日
に
公

聴
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
な

っ
た
︒

　

今
後
︑
運
輸
審
議
会
で
は

答
申
に
向
け
て
︑
公
聴
会
の

ほ
か
︑
複
数
回
の
審
議
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
る
︒

 

被
災
地
域
発
着
の
貨
物
輸

送
に
係
る
特
車
通
行
許
可

を
迅
速
化

「
令
和
６
年
能
登
半
島

地
震
」
発
生
を
受
け
て

　

国
土
交
通
省
は
１
月
４
日
︑

﹁
令
和
６
年
能
登
半
島
地

震
﹂
に
係
る
特
殊
車
両
通
行

許
可
事
務
の
取
り
扱
い
の
迅

速
化
に
つ
い
て
発
表
し
た
︒

　

同
地
震
に
係
る
特
殊
車
両

通
行
許
可
事
務
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
は
︑
当
面
の
間
︑

被
災
地
域
の
早
期
復
旧
や
物

流
確
保
等
の
観
点
か
ら
︑
特

殊
車
両
の
通
行
が
同
地
震
に

よ
る
被
災
地
域
発
着
の
貨
物

の
運
搬
等
で
あ
る
場
合
︑﹁
特

殊
車
両
通
行
申
請
手
続
き
オ

ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
﹂
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
様
式
を
申
請

書
に
添
付
の
上
︑
申
請
先
の

事
務
所
に
電
話
等
で
連
絡
し

た
申
請
に
つ
い
て
は
︑
最
優

先
で
処
理
を
行
う
こ
と
と
し

た
︒
な
お
︑
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
の
場
合
は
︑﹁
申
請
書
入

力
方
法
選
択
画
面
﹂
で
﹁
災

害
時
優
先
処
理
を
希
望
す

る
﹂
ボ
タ
ン
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た

上
で
︑
申
請
書
を
作
成
す
る

必
要
が
あ
る
︒

　

た
だ
し
︑
災
害
復
旧
対
応

等
の
た
め
︑
迅
速
な
事
務
処

理
が
で
き
な
い
可
能
性
も
あ

る
と
し
て
い
る
︒

　

詳
細
は
︑
同
オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ス
テ
ム
（
二

次
元
コ
ー
ド
）

を
参
照
の
こ

と
︒

表　令和５年度「事故防止対策支援推進事業」において実施する補助事業
①先進安全自動車（ASV）の導入に対する支援※
　受付期間：令和6年2月14日まで

補助対象装置 補助対象車両 補助率 補助限度額

衝突被害軽減ブレーキ
（歩行者検知機能付き）

車両総重量 3.5㌧超の
トラック

２分の１

100,000 円

車間距離制御装置＋
車線維持支援制御装置 トラック 100,000 円

ドライバー異常時対応
システム トラック 100,000 円

先進ライト 車両総重量 3.5㌧超の
トラック 100,000 円

側方衝突警報装置 車両総重量 3.5㌧超の
トラック 50,000 円

アルコール・
インターロック トラック 100,000 円

事故自動通報システム
（後付け含む） トラック （後付け以外）50,000 円

（後付け）30,000 円
②過労運転防止のための先進的な取組に対する支援※
　受付期間：6年2月14日まで
・補助対象機器：下記の機器であって、国土交通大臣が選定したもの
○ ITを活用した遠隔地における点呼機器（IT 点呼機器）
○遠隔点呼機器
○自動点呼機器
○運行中における運転者の疲労状態を測定する機器
○休息期間における運転者の睡眠状態等を測定する機器
○運行中の運行管理機器
・補助率：取得に対する経費の２分の１
・補助限度額：１事業者当たりの上限額 80万円（一部の機器に１台当たりの上限あり）
※＝５年４月１日以降に導入したものが補助対象となる

　

国
土
交
通
省
は
１
月
26
日
︑
ト
ラ
ッ
ク
Ｇ

メ
ン
に
よ
る
﹁
集
中
監
視
月
間
﹂（
令
和
５

年
11
月
・
12
月
）
の
取
り
組
み
結
果
を
取
り

ま
と
め
︑
公
表
し
た
︒

　

国
交
省
で
は
︑
令
和
５
年
11
月
・
12
月
を

ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
に
よ
る﹁
集
中
監
視
月
間
﹂

と
位
置
付
け
︑
適
正
な
取
引
を
阻
害
す
る
疑

い
の
あ
る
悪
質
な
荷
主
や
元
請
事
業
者
に
対

す
る
監
視
を
抜
本
強
化
し
て
き
た
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
へ
の
全
数
調
査
や
︑

ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
に
よ
る
関
係
省
庁
と
連
携

し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
に
よ
り
入
手
し
た
情
報

に
基
づ
き
︑
悪
質
な
荷
主
や
元
請
事
業
者
等

に
対
し
て
︑
１
６
４
件
の
﹁
要
請
﹂（
荷
主
82

件
・
元
請
事
業
者
77
件
・
そ
の
他
５
件
）
お

よ
び
47
件
の
﹁
働
き
か
け
﹂（
荷
主
26
件
・

元
請
事
業
者
19
件
・
そ
の
他
２
件
）
を
実
施

し
︑
違
反
原
因
行
為
の
早
急
な
是
正
を
促
し

た
︒﹁
要
請
﹂
等
の
月
当
た
り
の
平
均
実
施

件
数
は
１
０
６
・
５
件
（
図
）
で
︑
ト
ラ
ッ
ク

Ｇ
メ
ン
発
足
前
の
１
・
８
件
か
ら
大
幅
に
増

加
し
た
︒

　

さ
ら
に
︑
既
に
﹁
要
請
﹂
を
実
施
し
た
荷

主
等
の
う
ち
︑
依
然
と
し
て
違
反
原
因
行
為

に
係
る
情
報
が
相
当
数
寄
せ
ら
れ
た
者
（
荷

主
１
社
:
王
子
マ
テ
リ
ア
㈱
︑
元
請
事
業
者

１
社
:
ヤ
マ
ト
運
輸
㈱
）
に
つ
い
て
は
︑
当

該
荷
主
等
が
︑
要
請
後
も
な
お
違
反
原
因
行

為
を
し
て
い
る
こ
と
を
疑
う
に
足
り
る
相
当

な
理
由
が
あ
る
と
認
め
︑
当
該
荷
主
等
に
対

し
︑違
反
原
因
行
為
を
し
な
い
よ
う
﹁
勧
告
﹂

し
︑そ
の
旨
を
﹁
公
表
﹂
し
た
︒
同
勧
告
は
︑

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
に
基
づ
く
初
の

﹁
勧
告
﹂
と
な
っ
た
︒

　

な
お
︑
今
回
﹁
勧
告
﹂︑﹁
要
請
﹂
等
の
対

象
と
な
っ
た
荷
主
等
に
対
し
て
は
︑
違
反
原

因
行
為
の
早
急
な
是
正
を
促
す
と
と
も
に
︑

改
善
計
画
の
提
出
を
指
示
︒
今
後
︑
ト
ラ
ッ

ク
Ｇ
メ
ン
に
よ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
現
地
訪
問

等
を
通
じ
て
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
い
︑﹁
要

請
﹂
後
も
な
お
改
善
が
図
ら
れ
ず
︑
違
反
原

因
行
為
を
し
て
い
る
こ
と
を
疑
う
に
足
り
る

相
当
な
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
時
は
︑
当
該

荷
主
等
に
対
し
﹁
勧
告
・
公
表
﹂
を
含
む
厳

正
な
対
応
を
実
施
し
て
い
く
と
し
て
い
る
︒

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
に
基
づ
く
初
の
「
勧
告
」
を
実
施

ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
「
集
中
監
視
月
間
」
取
り
組
み
結
果

「標準的な運賃」に係る実態調査にご協力ください「標準的な運賃」に係る実態調査にご協力ください
　平成30年に議員立法により貨物自動車運送事業法が改正され、ドライバーの労
働条件の改善等を図るため、法令を遵守して持続的に事業を経営する際の参考とな
る運賃を示す「標準的な運賃」の告示制度が創設されました。国土交通省では同
制度に基づき、令和２年４月に「標準的な運賃」の告示を行ったところです。
　この度、「標準的な運賃」の浸透・活用状況等の実態を把握するため、貨物自
動車運送事業者を対象に、アンケートを実施することとしました。皆様方のご協力を
お願いいたします。

※�本調査は統計的に処理します。この調査結果の具体的なデータを運輸支局や労
働基準監督署による監査等に使用することはありません。「標準的な運賃」に関
する実態をありのままご回答ください。

◆アンケート調査内容
　「標準的な運賃」の浸透・活用状況、多重下請等について

◆アンケートの回答方法
　アンケートは、パソコン等でアンケートサイト（二次元コード）に
アクセスいただくことで、回答することができます。
※�調査会社より、メールにてURLを入手することも可能です。件名
に「アンケートURL希望」と記載の上、「お問い合わせ先」に
あるメールアドレスに空メールをお送りください。

◆アンケート回答期限
　令和６年２月２５日㈰

【調査主体】
国土交通省　物流・自動車局貨物流通事業課　担当：武藤、横山
　　　　　　　　東京都千代田区霞が関2-1-3
【お問い合わせ先（調査会社）】
㈱佐伯コミュニケーションズ　クリエイティブ事業部　担当：今市
　　　　　　　　東京都渋谷区千駄ヶ谷5-29-7　ドルミ御苑1002
　　　　　　　　Mail:truck@saiki.co.jp（電話：03-5368-4301）

国交省

「
要
請
」
等
の
実
施
件
数
が
発
足
前
よ
り
大
幅
増
加
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

※
解
答
は
、
２
月
15
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

　

新
車
ト
ラ
ッ

ク
に
装
着
さ
れ

る
ス
チ
ー
ル
ホ

イ
ー
ル
は
︑﹁
ト

ピ
ー
工
業
﹂
製
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
︒

ト
ラ
ッ
ク
タ
イ
ヤ
の
ホ
イ
ー
ル
を
み
る
と
︑
例

え
ば
前
輪
タ
イ
ヤ
で
あ
れ
ば
︑
ナ
ッ
ト
と
ナ
ッ

ト
の
間
に
﹁
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｙ
﹂
と
い
う
刻
印
が
小

さ
く
入
っ
て
い
ま
す
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
タ
イ
ヤ
作
業
従
事
者
に
な
っ
て
か

ら
30
年
以
上
経
ち
ま
す
が
︑
小
型
ト
ラ
ッ
ク

以
上
（
最
大
積
載
量
２
㌧
超
）
の
ス
チ
ー
ル

ホ
イ
ー
ル
で
は
︑
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｙ
の
刻
印
入
り
し

か
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
︑﹁
ト
ラ
ッ

ク
用
の
鉄
ホ
イ
ー
ル
と
い
え
ば
︑
ト
ピ
ー
工

業
製
﹂
が
業
界
の
常
識
で
す
︒

た
の
は
︑﹁
ホ

イ
ー
ル
で
発

電
す
る
こ
と

が
で
き
る
﹂
と
い
う
︑
独
自
の
新
技
術
で
す
︒

自
動
車
が
走
行
す
る
際
︑
回
転
す
る
タ
イ
ヤ
の

変
形
を
受
け
て
︑
ス
チ
ー
ル
ホ
イ
ー
ル
は
わ
ず

か
伸
び
縮
み
し
ま
す
︒そ
の
変
形
時
に
発
生
す
る

﹁
ひ
ず
み
﹂
を
利
用
し
て
︑
電
気
を
起
こ
す
装

置
を
ホ
イ
ー
ル
に
内
蔵
し
た
の
が
︑
こ
の
﹁
ホ
イ

ー
ル
発
電
技
術
﹂
で
す
︒

　

こ
れ
ま
で
の
Ｔ
Ｐ
Ｍ
Ｓ
は
︑
タ
イ
ヤ
の
空
気

圧
と
温
度
の
把
握
が
限
界
で
し
た
が
︑
ホ
イ
ー

ル
で
電
気
を
作
り
だ
す
こ
と
で
︑
ホ
イ
ー
ル
の

変
形
量
や
︑
タ
イ
ヤ
内
の
湿
度
ま
で
読
み
取
れ

る
新
機
能
も
付
加
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
︒

　

ホ
イ
ー
ル
の
変
形
量
が
分
か
れ
ば
︑
脱
輪
の

予
知
が
で
き
ま
す
︒
ホ
イ
ー
ル
の
ナ
ッ
ト
に
緩
み

が
生
じ
て
い
れ
ば
︑
ホ
イ
ー
ル
の
変
形
量
も
大

き
く
な
り
ま
す
か
ら
︑
走
行
中
に
気
づ
け
る
よ

　

そ
の
ト
ピ
ー
工
業
が
︑昨
年
開
催
さ
れ
た
﹁
ジ

ャ
パ
ン
モ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー
２
０
２
３
（
Ｊ
Ｍ
Ｓ
２

０
２
３
）﹂
で
︑
ト
ラ
ッ
ク
タ
イ
ヤ
業
界
を
驚
か

せ
る﹁
次
世
代
ホ
イ
ー
ル
﹂を
発
表
し
た
の
で
す
︒

　

長
き
に
わ
た
り
︑ス
チ
ー
ル
ホ
イ
ー
ル
は
﹁
単

な
る
部
品
﹂
で
し
た
︒
２
０
０
０
年
以
降
に
な
っ

て
よ
う
や
く
︑
空
気
注
入
口
（
バ
ル
ブ
）
の
真

下
に
︑
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
や
温
度
が
分
か
る
﹁
タ

イ
ヤ
空
気
圧
監
視
シ
ス
テ
ム
（
Ｔ
Ｐ
Ｍ
Ｓ
）﹂

が
取
り
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
︒

　
﹁
ホ
イ
ー
ル
自
体
に
セ
ン
サ
ー
を
内
蔵
さ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
︑
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
か
ざ
す
だ

け
で
︑
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
や
温
度
が
瞬
時
に
分

か
れ
ば
︑
タ
イ
ヤ
事
故
を
減
ら
せ
る
の
で
は
な
い

か
﹂
と
い
う
の
が
︑
私
の
長
年
の
考
え
で
し
た
︒

　

ト
ピ
ー
工
業
が
Ｊ
Ｍ
Ｓ
２
０
２
３
で
発
表
し

う
に
な
る
の
で
す
︒

　

ま
た
タ
イ
ヤ
内
の
湿
度
も
︑
実
は
タ
イ
ヤ
の

長
持
ち
に
は
欠
か
せ
な
い
︑
重
要
な
指
標
で
す
︒

タ
イ
ヤ
の
中
に
水
分
が
多
く
入
れ
ば
︑
タ
イ
ヤ
の

骨
格
を
支
え
る
金
属
製
の
ベ
ル
ト
や
ビ
ー
ド
が

腐
食
し
て
︑
金
属
疲
労
が
起
こ
り
︑
走
行
中
の

タ
イ
ヤ
バ
ー
ス
ト
な
ど
に
も
繋
が

り
ま
す
︒

　

さ
ら
に
︑
長
期
間
使
用
し
た
タ

イ
ヤ
は
︑
ゴ
ム
の
劣
化
に
よ
り
空

気
中
の
水
分
が
中
に
入
り
や
す
く

な
り
ま
す
か
ら
︑
湿
度
の
変
化
を

チ
ェッ
ク
す
る
こ
と
で
︑
タ
イ
ヤ
交

換
時
期
の
目
安
に
も
な
り
ま
す
︒

　

開
発
者
の
話
で
は
︑
電
波
法
な

ど
の
許
可
が
与
え
ら
れ
れ
ば
︑
実

用
化
に
踏
み
切
る
こ
と
は
即
可
能

と
い
う
話
で
し
た
︒
昭
和
の
時
代

か
ら
ト
ラ
ッ
ク
の
足
元
を
支
え
て

き
た
ホ
イ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
だ
か
ら

こ
そ
実
現
で
き
る
︑
大
き
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
に
期
待
し
た
い
で
す
︒

 

第
150
回 

「
期
待
が
高
ま
る『
脱
輪
予
知
技
術
』」

原
材
料
価
格
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
コ
ス
ト
に
比
べ
労
務
費

の
転
嫁
が
進
ま
ず

コ
ス
ト
上
昇
分
の
価
格
転
嫁

円
滑
化
の
取
組
に
関
す
る

特
別
調
査

　

公
正
取
引
委
員
会
は
令
和

５
年
12
月
27
日
︑﹁
独
占
禁

止
法
上
の
﹃
優
越
的
地
位
の

濫
用
﹄
に
係
る
コ
ス
ト
上
昇

分
の
価
格
転
嫁
円
滑
化
の
取

組
に
関
す
る
特
別
調
査
﹂
の

的
に
協
議
を
行
う
必
要
が
あ

る
こ
と
が
︑
発
注
者
に
十
分

に
認
識
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

や
︑
原
材
料
価
格
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
コ
ス
ト
と
比
べ
︑
労
務

費
の
転
嫁
が
進
ん
で
い
な
い

こ
と
︑
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

取
引
段
階
を
さ
か
の
ぼ
る
ほ

ど
価
格
転
嫁
が
滞
っ
て
い
る

こ
と
︑
多
重
下
請
構
造
が
存

在
す
る
特
定
の
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
に
お
い
て
︑
価
格
転

嫁
が
円
滑
に
進
ん
で
い
な
い

結
果
を
公
表
し
た
︒

　

同
調
査
で
は
︑
道
路
貨
物

運
送
業
な
ど
39
業
種
を
中
心

に
︑
事
業
者
間
取
引
に
お
け

る
価
格
転
嫁
の
状
況
︑
独
占

禁
止
法
Ｑ
＆
Ａ
に
該
当
す
る

行
為
の
有
無
等
を
調
査
し
た
︒

　

同
調
査
で
は
︑
独
占
禁
止

法
Ｑ
＆
Ａ
に
関
し
︑
受
注
者

か
ら
の
価
格
転
嫁
の
要
請
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
︑
価
格

転
嫁
の
必
要
性
に
つ
い
て
価

格
交
渉
の
場
に
お
い
て
明
示

こ
と
な
ど
の
課
題
が
明
ら
か

に
な
っ
た
︒

　

同
調
査
結
果
を
受
け
て
公

取
委
で
は
︑
独
占
禁
止
法
Ｑ

＆
Ａ
お
よ
び
﹁
労
務
費
の
適

切
な
転
嫁
の
た
め
の
価
格
交

渉
に
関
す
る
指
針
﹂
の
普
及

・
啓
発
や
︑
注
意
喚
起
文
書

の
送
付
を
受
け
た
発
注
者
お

よ
び
事
業
者
名
公
表
13
名
へ

の
対
応
な
ど
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い

る
︒

 

取
引
適
正
化
に
向
け
た
取

り
組
み
の
推
進
を
求
め
る

法
遵
守
状
況
自
主
点
検

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
結
果

　

公
正
取
引
委
員
会
と
中
小

企
業
庁
は
１
月
18
日
︑
法
違

反
等
が
多
く
認
め
ら
れ
る
道

路
貨
物
運
送
業
な
ど
27
業
種

に
つ
い
て
︑
法
遵
守
状
況
の

自
主
点
検
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

結
果
を
取
り
ま
と
め
︑
公
表

し
た
︒

　

事
業
者
に
対
し
て
﹁
直
近

1
年
間
に
お
い
て
実
施
し
た

取
引
適
正
化
に
向
け
た
取
り

組
み
﹂
を
複
数
回
答
で
尋
ね

た
と
こ
ろ
︑
道
路
貨
物
運
送

業
で
は
﹁
経
営
ト
ッ
プ
が
︑

適
正
な
価
格
転
嫁
が
行
わ
れ

る
よ
う
会
社
を
挙
げ
て
対
応

す
る
方
針
を
社
会
・
取
引
先

に
発
信
し
た
﹂
が
27
・
９
％

と
最
も
多
く
︑﹁
調
達
本
部

の
社
員
が
取
引
先
を
訪
問

し
︑
能
動
的
な
交
渉
を
実
施

し
た
﹂（
18
・
２
％
）︑﹁
取

引
先
と
の
交
渉
内
容
を
記
録

し
︑
交
渉
の
進
捗
状
況
や
結

果
を
見
え
る
化
し
た
﹂（
13

・
０
％
）が
続
い
た
一
方
で
︑

﹁
取
引
適
正
化
に
向
け
て
実

施
し
た
取
り
組
み
は
な
い
﹂

も
16
・
５
％
に
及
ん
だ
︒

　

ま
た
︑﹁
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
構
築
宣
言
へ
の
対
応
﹂
に

つ
い
て
︑
道
路
貨
物
運
送
業

で
は
﹁
宣
言
し
て
お
ら
ず
︑

宣
言
す
る
こ
と
も
検
討
し
て

い
な
い
﹂（
15
・
０
％
）︑﹁
そ

も
そ
も
知
ら
な
か
っ
た
﹂（
32

・
４
％
）
と
の
回
答
が
少
な

く
な
か
っ
た
︒

　

公
取
委
と
中
企
庁
で
は
今

後
︑
事
業
所
管
省
庁
と
連
携

し
︑
関
連
施
策
の
周
知
徹
底

を
図
り
つ
つ
︑
事
業
者
や
事

業
者
団
体
に
お
け
る
自
主
的

取
り
組
み
を
さ
ら
に
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
し
︑
事
業
者
団
体

・
傘
下
企
業
に
お
け
る
適
正

な
価
格
転
嫁
の
実
現
な
ど
取

引
適
正
化
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
と
し
て
い

る
︒�

「
送
料
無
料
」
表
示
規

制
は
見
送
り
に

通
販
事
業
者
等
の

自
主
的
な
取
組
注
視
へ

　

消
費
者
庁
は
令
和
５
年
12

月
19
日
︑
ネ
ッ
ト
通
販
な
ど

に
お
け
る
﹁
送
料
無
料
﹂
表

示
に
関
す
る
見
解
を
発
表
し

た
︒
同
見
解
に
よ
る
と
︑﹁
送

料
無
料
﹂
表
示
の
規
制
は
見

送
ら
れ
︑﹁
事
業
者
の
自
主

的
な
取
り
組
み
状
況
を
注
視

し
て
い
く
﹂
こ
と
と
し
た
︒

　

同
問
題
に
つ
い
て
は
︑﹁
物

流
の
２
０
２
４
年
問
題
﹂
に

対
応
す
る
た
め
︑５
年
３
月
に

﹁
我
が
国
の
物
流
の
革
新
に

関
す
る
関
係
閣
僚
会
議
﹂
が

初
開
催
さ
れ
︑
同
年
６
月
２

日
に
は
︑
同
関
係
閣
僚
会
議

で
﹁
物
流
革
新
に
向
け
た
政

策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
﹂
が
取
り
ま

と
め
ら
れ
た
︒
同
パ
ッ
ケ
ー

ジ
の
中
に
は
︑﹁
運
賃
・
料

金
が
消
費
者
向
け
の
送
料
に

適
正
に
転
嫁
・
反
映
さ
れ
る

べ
き
と
い
う
観
点
か
ら
︑﹃
送

料
無
料
﹄
表
示
の
見
直
し
に

取
り
組
む
﹂
と
明
記
さ
れ
て

お
り
︑同
庁
は﹁
送
料
無
料
﹂

表
示
の
見
直
し
に
取
り
組
む

た
め
︑﹁
送
料
無
料
﹂
表
示

に
関
す
る
実
態
や
見
直
し
に

よ
る
影
響
等
を
把
握
す
る
こ

と
を
目
的
に
︑
意
見
交
換
会

を
開
催
し
︑
検
討
を
重
ね
て

き
た
︒

　

同
年
６
月
23
日
の
第
１
回

意
見
交
換
会
に
は
︑
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
か
ら
馬
渡
雅

敏
副
会
長
が
出
席
し
︑﹁
荷

物
を
消
費
者
に
届
け
る
た
め

に
は
様
々
な
コ
ス
ト
が
か
か

っ
て
お
り
︑
送
料
は
運
送
の

対
価
と
し
て
収
受
す
る
も
の

で
あ
り﹃
無
料
﹄で
は
な
い
﹂︑

﹁﹃
送
料
無
料
﹄
と
い
う
言

葉
が
物
流
に
対
す
る
消
費
者

の
コ
ス
ト
意
識
を
な
い
も
の

に
し
︑﹃
輸
送
に
は
コ
ス
ト
が

か
か
ら
な
い
﹄
と
い
う
間
違

っ
た
考
え
方
を
植
え
つ
け
る

こ
と
に
な
る
﹂
と
指
摘
す
る

大
型
ト
ラ
ッ
ク
等
の
高
速

道
路
で
の
最
高
速
度
引

上
げ
に
関
し
パ
ブ
コ
メ
を

募
集

２
月
10
日
ま
で

　

警
察
庁
で
は
現
在
︑﹁
道

路
交
通
法
施
行
令
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令
案
﹂
に
対
す

る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

下
請
事
業
者
と
の
取
引

に
関
し
て
配
慮
を
要
請

能
登
半
島
地
震
で
の

影
響
を
受
け
た

中
小
企
業
等
に
関
し
て

　

中
小
企
業
庁
は
１
月
11

日
︑
令
和
６
年
能
登
半
島
地

震
に
よ
る
影
響
を
受
け
る
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
に

対
し
て
︑
下
請
事
業
者
と
の

取
引
に
関
す
る
配
慮
要
請
を

行
っ
た
︒

　

同
地
震
の
発
生
に
伴
う
取

引
上
の
影
響
は
︑
被
災
地
域

と
取
引
の
あ
る
全
国
の
親
事

業
者
︑
下
請
事
業
者
に
広
が

る
可
能
性
が
あ
る
︒
過
去
の

大
規
模
災
害
発
生
時
に
お
い

て
も
︑下
請
事
業
者
か
ら
は
︑

下
請
事
業
者
の
責
任
に
よ
ら

な
い
受
領
拒
否
︑
返
品
︑
支

払
遅
延
等
に
関
す
る
相
談

や
︑
従
来
の
取
引
先
か
ら
発

注
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た

な
ど
の
相
談
が
中
企
庁
に
寄

せ
ら
れ
て
い
る
︒

　

中
企
庁
は
齋
藤
健
経
済
産

業
大
臣
名
で
︑
業
界
団
体
代

表
者
に
対
し
︑
下
請
事
業
者

に
一
方
的
に
負
担
を
押
し
つ

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
お
け
る
資
金

繰
り
支
援
策
の
周
知
を
図
る

た
め
︑
石
川
・
新
潟
・
富
山

・
福
井
の
各
県
に
事
業
所
を

有
す
る
事
業
者
向
け
の
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
た
︒

　

同
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
各
種
資
金
繰
り

支
援
策
は
︑
①
令
和
６
年
能

登
半
島
地
震
特
別
貸
付
の
創

設
︑
②
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

保
証
４
号
︑
③
災
害
関
係
保

証
︱
︱
な
ど
︒

　

同
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
︑
中

企
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）

か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
能
︒

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
（
４

月
１
日
施
行
予
定
）︒

　

意
見
提
出
期
間
は
︑
２
月

10
日
㈯
ま
で
︒
意
見
提
出
に

関
す
る
詳
細
は
︑
電
子
政
府

の
総
合
窓
口

﹁e-Gov

﹂

（
二
次
元
コ
ー

ド
）
を
参
照

の
こ
と
︒

 

「
転
嫁
に
全
く
応
じ
な
か
っ

た
」
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
が
最

も
多
く価

格
交
渉
促
進
月
間

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査

　

中
小
企
業
庁
は
１
月
12

日
︑価
格
交
渉
促
進
月
間（
２

０
２
３
年
９
月
）
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
調
査
の
結
果（
確
報
版
）

を
公
表
し
た
︒

　

中
企
庁
で
は
︑
エ
ネ
ル
ギ

ー
価
格
や
原
材
料
費
︑
労
務

費
な
ど
が
上
昇
す
る
中
︑
中

小
企
業
が
適
切
に
価
格
転
嫁

を
し
や
す
い
環
境
を
作
る
た

め
︑
毎
年
９
月
と
３
月
を
同

月
間
に
設
定
︒
同
月
間
終
了

後
に
は
︑
多
数
の
中
小
企
業

に
対
し
て
︑
主
な
取
引
先
と

募
集
し
て
い
る
︒

　

警
察
庁
で
は
︑
大
型
貨
物

自
動
車
お
よ
び
車
両
総
重
量

８
㌧
以
上
の
特
定
中
型
貨
物

自
動
車
（
車
両
を
け
ん
引
す

る
も
の
を
除
く
）
が
高
速
自

動
車
国
道
の
本
線
車
道
等
を

通
行
す
る
場
合
の
最
高
速
度

を
︑
現
行
の
時
速
80
㌔
㍍
か

ら
時
速
90
㌔
㍍
に
引
き
上
げ

の
価
格
交
渉
・
価
格
転
嫁
の

状
況
に
つ
い
て
の
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
調
査
を
行
い
︑
価
格
転

嫁
率
や
業
界
ご
と
の
結
果
等

を
取
り
ま
と
め
る
と
と
も
に
︑

状
況
の
芳
し
く
な
い
親
事
業

者
に
対
し
て
は
︑
下
請
中
小

企
業
振
興
法
に
基
づ
き
︑
事

業
所
管
大
臣
名
で
の
指
導
・

助
言
を
実
施
し
て
い
る
︒

　

価
格
交
渉
状
況
の
業
種
別

ラ
ン
キ
ン
グ
（
価
格
交
渉
に

応
じ
た
業
種
）
で
は
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
は
27
業
種
中
22

位
と
な
り
︑
同
年
３
月
の
26

位
か
ら
４
段
階
順
位
が
上
昇

し
た
︒
一
方
︑
業
種
別
の
コ

ス
ト
増
に
対
す
る
転
嫁
率
で

は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
は
３

月
調
査
と
同
様
に
27
業
種
中

27
位
で
最
下
位
と
な
っ
た
が
︑

３
月
調
査
時
の
19
・
４
％
か

ら
今
回
は
24
・
２
％
と
な

り
︑
転
嫁
率
が
上
昇
し
た
︒

た
だ
し
︑
価
格
交
渉
が
行
わ

れ
た
企
業
の
う
ち
︑﹁
交
渉

自
体
に
は
応
じ
た
も
の
の
︑

転
嫁
に
全
く
応
じ
な
か
っ
た
﹂

企
業
の
割
合
を
み
る
と
︑
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
が
28
・
９
％

と
︑
27
業
種
中
で
最
も
高
い

結
果
と
な
っ
た
︒

　

同
調
査
結
果
で
は
併
せ

て
︑
10
社
以
上
の
受
注
側
中

小
企
業
か
ら
﹁
主
要
な
取
引

先
﹂
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
発

注
側
企
業
２
２
０
社
に
つ
い

て
︑
受
注
側
中
小
企
業
か
ら

の
価
格
交
渉
・
価
格
転
嫁
の

回
答
状
況
に
関
す
る
企
業
リ

ス
ト
も
公
開
さ
れ
た
︒

　

中
企
庁
で
は
︑
価
格
転
嫁

率
の
さ
ら
な
る
向
上
に
向
け

て
︑
公
正
取
引
委
員
会
等
と

も
連
携
し
な
が
ら
︑
①
﹁
労

務
費
の
適
切
な
転
嫁
の
た
め

の
価
格
交
渉
に
関
す
る
指

針
﹂
の
経
済
団
体
等
へ
の
周

知
︑
②
評
価
が
芳
し
く
な
い

発
注
企
業
の
経
営
者
ト
ッ
プ

へ
の
事
業
所
管
大
臣
名
で
の

指
導
・
助
言
︑
③
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
の
さ
ら

な
る
拡
大
・
実
効
性
の
向
上

︱
︱
な
ど
の
価
格
転
嫁
対
策

を
進
め
る
こ
と
に
し
て
い
る
︒

け
な
い
こ
と
や
︑
同
地
震
に

よ
っ
て
影
響
を
受
け
た
下
請

事
業
者
が
今
後
事
業
活
動
を

再
開
さ
せ
る
場
合
に
︑
で
き

る
限
り
従
来
の
取
引
関
係
を

継
続
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て

要
請
を
行
っ
た
︒

 

資
金
繰
り
支
援
策
を
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
で
案
内

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
を

受
け
て

　

政
府
の
令
和
６
年
能
登
半

島
地
震
に
関
す
る
非
常
災
害

対
策
本
部
が
１
月
25
日
に

﹁
被
災
者
の
生
活
と
生
業

（
な
り
わ
い
）
支
援
の
た
め

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
﹂
を
決
定
し

た
こ
と
を
受
け
︑
中
小
企
業

庁
は
同
日
︑
被
災
事
業
者
が

利
用
可
能
な
資
金
繰
り
支
援

策
を
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
ま
と

め
︑
公
表
し
た
︒

　

同
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
は
︑
同

地
震
に
よ
り
経
営
の
安
定
に

支
障
が
生
じ
て
い
る
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
に
対
す

る
資
金
繰
り
の
円
滑
化
︑
お

よ
び
事
業
の
復
旧
支
援
な
ど

が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
︑
同

「
下
請
法
の
知
識
」

や
「
価
格
交
渉
の
ノ

ウ
ハ
ウ
」
が
学
べ
る

「
適
正
取
引
講
習
会

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」

　

経
済
産
業
省
と
中
小
企
業

庁
で
は
︑﹁
適
正
取
引
支
援

サ
イ
ト
﹂（
二
次
元
コ
ー
ド
）

内
で
︑
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
の
適
正
な
取
引
を
実

現
す
る
た
め
の
無
料
講
習
会

﹁
適
正
取
引
講
習
会
ｅ
ラ
ー

ニ
ン
グ
﹂（
写
真
）
を
開
催

し
て
い
る
︒

　

こ
れ
は
︑
経
営
環
境
が
厳

し
さ
を
増
す
中
で
︑
適
正
な

取
引
環
境
や
価
格
転
嫁
を
実

　

受
講
費
用
は
無
料
︒
詳
細

は
︑同
サ
イ
ト
を
参
照
の
こ
と
︒

現
す
る
た
め

の
下
請
代
金

支
払
遅
延
等

防
止
法
（
下

請
法
）
の
知
識
や
︑
発
注
側

企
業
と
の
価
格
交
渉
ノ
ウ
ハ

ウ
な
ど
︑
基
礎
か
ら
実
践
ま

で
学
べ
る
講
習
会
︒
収
録
配

信
講
習
の
﹁
基
礎
コ
ー
ス
﹂

（
申
し
込
み
不
要
）
と
︑
ラ

イ
ブ
配
信
講
習
の
﹁
実
践
コ

ー
ス
﹂（
要
申
し
込
み
）
の
２

コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
お
り
︑

多
く
の
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
の
経
営
課
題
で
あ
る

﹁
取
引
条
件
の
改
善
﹂や﹁
価

格
転
嫁
力
強
化
﹂
に
活
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
︒

経 産 省

公 取 委

と
と
も
に
︑﹁
特
定
の
と
こ
ろ

に
し
わ
寄
せ
が
い
く
の
で
は

な
く
︑
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

全
体
で
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
︑
物
流
が
維
持
で
き
な
く

な
り
﹃
物
流
の
２
０
２
４
年

問
題
﹄
に
も
対
応
で
き
な
く

な
る
﹂
と
主
張
し
て
い
た
︒

　

同
意
見
交
換
会
は
︑
11
月

８
日
の
第
９
回
ま
で
開
催
さ

れ
︑
関
係
者
ら
の
意
見
を
聴

取
し
て
き
た
︒
そ
の
結
果
同

庁
で
は
︑
関
係
者
等
の
意
見

を
踏
ま
え
︑
消
費
者
庁
の
考

え
方
と
し
て
︑
①
送
料
の
表

示
に
関
し
︑﹁
送
料
と
し
て

商
品
価
格
以
外
の
追
加
負
担

を
求
め
な
い
﹂
旨
を
表
示
す

る
場
合
に
は
︑
そ
の
表
示
者

は
表
示
に
つ
い
て
の
説
明
責

任
が
あ
る
︑
②
消
費
者
庁
と

し
て
︑
関
係
事
業
者
等
に
送

料
表
示
の
見
直
し
を
促
す
と

と
も
に
︑
事
業
者
の
自
主
的

な
取
り
組
み
状
況
を
注
視
し

て
い
く
︱
︱
と
し
た
（
別
掲

参
照
）︒

　

な
お
︑
同
庁
で
は
︑
同
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
同
意
見

交
換
会
の
議
事
概
要
を
公
表

す
る
と
と
も
に
︑﹁﹃
物
流
の

２
０
２
４
年
問
題
﹄
と
﹃
送

料
無
料
﹄
表
示
に
つ
い
て
﹂

の
ペ
ー
ジ
を
設
け
︑﹁
そ
の
商

品
︑
明
日
ど
う
し
て
も
必
要

な
も
の
で
し
ょ
う
か
﹂︑﹁
配

達
日
時
に
︑
確
実
に
荷
物
を

受
け
取
り
ま
し
ょ
う
﹂︑﹁
持

続
可
能
な
物
流
の
実
現
の
た

め
︑
物
流
業
者
︑
宅
配
業
者

の
方
々
の
私
た
ち
の
生
活
の

中
で
の
重
要
性
を
理
解
し
ま

し
ょ
う
﹂な
ど
と
問
い
か
け
︑

消
費
者
の
行
動
変
容
を
呼
び

か
け
て
い
る
︒
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▼
早
朝
５
時

50
分
に
︑
自

宅
か
ら
徒
歩

２
分
の
距
離

に
あ
る
ゴ
ミ

集
積
場
に
行
く
途
中
で
︑
必
ず
と
い
っ
て

い
い
ほ
ど
す
れ
違
う
外
国
人
女
性
２
人
︒

ま
だ
夜
が
明
け
ぬ
中
を
︑
自
転
車
で
通
り

過
ぎ
ま
す
︒
彼
女
た
ち
が
向
か
う
先
に
あ

る
の
は
︑
熊
谷
市
を
拠
点
に
展
開
す
る
大

手
和
菓
子
店
の
工
場
で
す
︒
３
交
代
勤
務

で
稼
働
す
る
工
場
の
︑
早
朝
か
ら
午
後
２

時
ま
で
の
担
当
で
し
ょ
う
か
︒
▼
１
人
が

﹁
ア
ヨ
パ
ー
ジ
﹂
と
声
を
か
け
る
と
︑
２

人
は
自
転
車
の
ギ
ア
を
上
げ
て
疾
走
し
て

行
き
ま
し
た
︒
よ
う
や
く
陽
の
光
が
射
し

て
き
た
方
向
へ
向
か
う
２
人
の
姿
に
は
︑

真
紅
の
光
の
中
に
飛
び
込
で
い
く
よ
う
な

力
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
ま
し
た
︒
調

べ
る
と
︑﹁
ア
ヨ
パ
ー
ジ
﹂
は
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
語
で
︑
日
本
語
で
﹁
行
こ
う
﹂
と
同
じ

意
味
で
し
た
︒
▼
以
前
︑
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

に
行
く
機
会
が
あ
り
︑
首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ

に
入
る
と
街
中
で
渋
滞
が
発
生
し
︑
バ
イ

ク
の
大
群
が
轟
音
と
と
も
に
疾
走
し
て
い

ま
し
た
︒
昨
今
︑
日
本
人
が
失
い
か
け
て

い
る
と
い
わ
れ
る
︑﹁
生
き
る
﹂
パ
ワ
ー
に

満
ち
溢
れ
た
人
々
の
底
力
を
︑
ま
ざ
ま
ざ

と
感
じ
る
風
景
で
し
た
︒
▼
日
本
と
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
は
︑
多
く
の
島
嶼
に
よ
り
構
成

さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
ま

す
が
︑
日
本
の
島
嶼
の
構
成
は
令
和
５
年

２
月
末
現
在
︑
１
万
４
１
２
５
島
︒
本
州
・

北
海
道
な
ど
５
島
の
ほ
か
︑
離
島
の
う
ち

有
人
島
が
４
１
６
島
で
︑
無
人
島
は
実
に

１
万
３
７
０
５
島
と
な
っ
て
い
ま
す
︒
片

や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
島
嶼
の
総
数
は
約
１

万
４
０
０
０
島
で
︑
そ
の
う
ち
約
６
０
０

０
島
が
有
人
島
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
︒
島

嶼
総
数
に
は
そ
れ
ほ
ど
差
は
あ
り
ま
せ
ん

が
︑
有
人
島
の
数
に
は
大
き
な
開
き
が
あ

り
ま
す
︒
▼
日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
類

似
点
と
し
て
も
う
一
つ
挙
げ
ら
れ
る
の

が
︑
数
多
く
の
民
話
が
残
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
す
︒
中
で
も﹁
パ
ク
・
ド
ゥ
ン
グ
﹂は
︑

痛
快
で
私
の
好
き
な
話
で
す
︒
▼
早
朝
︑

大
き
く
育
っ
た
水
牛
を
﹁
市
場
へ
行
っ
て

２
０
０
ル
ピ
ア
以
上
で
売
っ
て
お
い
で
﹂

と
女
房
に
尻
を
叩
か
れ
た
︑
気
は
良
い
が

少
々
間
抜
け
な
男
=
パ
ク
・
ド
ゥ
ン
グ
︒

そ
の
話
を
立
ち
聞
き
し
た
男
が
︑
仲
間
２

人
と
共
謀
し
て
市
場
へ
行
く
途
中
で
︑
か

わ
る
が
わ
る
﹁
大
き
な
ヤ
ギ
だ
ね
︒
市
場

の
相
場
よ
り
高
く
50
ル
ピ
ア
で
買
う
よ
﹂

と
話
し
か
け
︑
ド
ゥ
ン
グ
に
水
牛
を
ヤ
ギ

だ
と
信
じ
込
ま
せ
ま
す
︒
疑
心
暗
鬼
の
中

で
︑
次
に
現
れ
た
３
人
目
の
男
に
も
﹁
ヤ

ギ
だ
﹂
と
言
わ
れ
︑
ド
ゥ
ン
グ
は
水
牛
を

ヤ
ギ
と
信
じ
込
み
︑
つ
い
に
50
ル
ピ
ア
で

売
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
︒
家
に
帰
っ
て
女

房
に
顛
末
を
話
す
と
﹁
何
て
ば
か
な
こ
と

を
︒
水
牛
を
取
り
戻
し
て
２
０
０
ル
ピ
ア

以
上
で
売
っ
て
き
な
﹂
と
阿
修
羅
の
如
く

怒
っ
た
女
房
に
叱
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
︒

一
計
を
案
じ
た
ド
ゥ
ン
グ
は
詐
欺
師
の
３

人
を
探
し
出
し
︑
何
軒
も
ハ
シ
ゴ
し
て
ご

馳
走
し
ま
す
が
︑
会
計
の
際
に
は
首
に
付

け
た
鈴
を
鳴
ら
し
た
だ
け
で
︑
お
金
を
払

わ
ず
に
店
を
出
て
し
ま
い
ま
す
︒
そ
れ
を

何
度
も
見
た
３
人
は
﹁
あ
の
魔
法
の
鈴
が

あ
れ
ば
お
金
を
一
切
支
払
わ
ず
に
済
む

ぞ
﹂
と
信
じ
込
み
︑
ド
ゥ
ン
グ
に
﹁
鈴
を

２
５
０
ル
ピ
ア
で
売
っ
て
く
れ
な
い
か
﹂

と
懇
願
し
ま
す
︒
ド
ゥ
ン
グ
が
予
め
３
軒

の
店
主
に
お
金
を
支
払
っ
て
﹁
魔
法
の
鈴
﹂

の
細
工
を
し
た
こ
と
も
知
ら
ず
に
︑
３
人

は
飲
み
食
い
し
︑
お
金
を
払
わ
ず
︙
︙
︒

▼
善
悪
が
明
白
で
﹁
勧
善
懲
悪
﹂
の
形
で

締
め
括
る
民
話
の
結
末
は
︑﹁
人
情
に
厚

い
﹂
両
国
の
国
民
性
を
物
語
る
証
か
も
し

れ
ま
せ
ん
︒
ド
ゥ
ン
グ
に
し
て
や
ら
れ
た

３
人
の
詐
欺
師
は
︑
店
主
た
ち
に
こ
っ
ぴ

ど
く
罰
せ
ら
れ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
！ 

（
山
崎　

薫
）

こ
ち
ら
広
報
室
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第
４
回
「
高
度
物

流
人
材
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
を
開
催

３
月
６
日
、
有
楽
町
で

　

国
土
交
通
省
と
経
済
産
業

省
は
︑３
月
６
日
㈬
に
第
４
回

﹁
高
度
物
流
人
材
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
~
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

を
俯
瞰
し
︑
企
画
・
提
案
で

き
る
人
材
~
﹂を
開
催
す
る
︒

　

同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
︑
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
全
体
最

適
化
の
視
点
か
ら
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
す
る
能
力
や
︑
社
会
変

化
に
対
応
し
て
異
分
野
連
携

等
を
推
進
で
き
る
能
力
を
身

に
付
け
た﹁
高
度
物
流
人
材
﹂

と
そ
の
育
成
の
重
要
性
を
共

有
し
つ
つ
︑
ロ
ー
ル
モ
デ
ル

を
提
示
す
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
す
る
も
の
︒

　

開
催
日
時
は
３
月
６
日
㈬

15
時
~
18
時
︒会
場
参
加（
東

京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
Ｄ
５
・

定
員
90
人
）
の
ほ
か
︑
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
参
加
も
可
能

（
定
員
１
０
０
０
人
）︒
参
加

費
は
無
料
︒

　

参
加
申
込
に
関
す
る
詳
細

は
︑
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）

を
参
照
の
こ

と
︒

経 産 省

 

物
流
の
適
正
化
・
生
産
性

向
上
に
関
す
る
「
自
主
行

動
計
画
」
を
公
表

１
０
０
以
上
の
団
体
・

事
業
者
が
策
定

　

国
土
交
通
省
︑
農
林
水
産

省
︑
経
済
産
業
省
は
令
和
５

年
12
月
26
日
︑
荷
主
企
業
や

物
流
事
業
者
が
業
種
別
・
分

野
別
に
作
成
し
た
物
流
の
適

正
化
・
生
産
性
向
上
に
関
す

る
﹁
自
主
行
動
計
画
﹂
を
公

表
し
た
︒

　

５
年
６
月
に
決
定
さ
れ
た

﹁
物
流
革
新
に
向
け
た
政
策

パ
ッ
ケ
ー
ジ
﹂
で
は
︑﹁
物
流

の
適
正
化
・
生
産
性
向
上
に

向
け
た
荷
主
事
業
者
・
物
流

事
業
者
の
取
組
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
﹂
を
踏
ま
え
︑

荷
主
企
業
・
物
流
事
業
者
が

物
流
の
適
正
化
・
生
産
性
向

上
に
関
す
る
﹁
自
主
行
動
計

画
﹂
を
作
成
し
︑
政
府
に
お

い
て
も
年
内
を
目
途
に
そ
れ

ら
を
公
表
す
る
こ
と
と
さ
れ

た
︒

　

内
閣
官
房
﹁
我
が
国
の
物

流
の
革
新
に
関
す
る
関
係
閣

僚
会
議
﹂
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
Ｈ

Ｐ
、
二
次
元
コ
ー
ド
）
で
は
︑

同
日
時
点
で

全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
を

は
じ
め
１
０

３
団
体
・
事
業
者
が
策
定
し

た
自
主
行
動
計
画
を
公
表
︒

今
後
︑
新
た
に
作
成
さ
れ
る

自
主
行
動
計
画
に
つ
い
て
は
︑

随
時
同
Ｈ
Ｐ
に
追
加
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
る
︒

 

あ
ん
サ
ポ
セ
ミ
ナ
ー
「
過
労

起
因
事
故
を
防
ぐ
！
」
を

開
催

２
月
６
日
、
東
京
で

　

安
全
運
行
サ
ポ
ー
タ
ー
協

議
会
（︹
公
財
︺
大
原
記
念

労
働
科
学
研
究
所
内
）
と
交

通
事
故
総
合
分
析
セ
ン
タ
ー

で
は
︑
２
月
６
日
に
﹁
あ
ん

サ
ポ
セ
ミ
ナ
ー
２
０
２
４　

過
労
起
因
事
故
を
防
ぐ
！
﹂

を
開
催
す
る
（
国
土
交
通
省

後
援
）︒

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
﹁
過
労
﹂

を
予
防
す
る
こ
と
は
︑
安
全

管
理
と
健
康
管
理
の
基
本
の

ひ
と
つ
で
あ
る
︒
同
セ
ミ
ナ

ー
で
は
︑
講
演
と
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
︑

過
労
起
因
事
故
を
防
ぐ
た
め

の
安
全
政
策
や
︑
事
故
事
例

か
ら
考
え
ら
れ
る
対
策
の
理

解
を
目
指
す
︒

　

開
催
日
時
は
２
月
６
日
㈫

14
時
~
17
時
︒会
場
参
加（
御

茶
ノ
水
ソ
ラ
シ
テ
ィ　

Ｒ
ｏ

ｏ
ｍ 

Ｂ
︑
定
員
80
人
先
着

順
）
の
ほ
か
︑
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に

よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加

も
受
け
付
け
る
︒
参
加
費
は

無
料
︒

　

詳
細
は
︑
安
全
運
行
サ
ポ

ー
タ
ー
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
二
次

元
コ
ー
ド
）

を
参
照
の
こ

と
︒

「
物
流
対
策
本
部
」「
物

流
問
題
相
談
窓
口
」
を

設
置農

林
水
産
業
者
等
の

物
流
確
保
に
向
け
て

　

農
林
水
産
省
は
令
和
５
年

12
月
26
日
︑﹁
農
林
水
産
省

物
流
対
策
本
部
﹂
を
設
置
し

た
ほ
か
︑
同
日
に
﹁
農
林
水

産
品
・
食
品
物
流
問
題
相
談

窓
口
﹂
を
本
省
お
よ
び
地
方

農
政
局
に
設
置
し
た
と
発
表

し
た
︒

　

同
本
部
は
︑
全
国
各
地
の

農
林
水
産
業
者
等
の
物
流
確

保
に
向
け
た
取
り
組
み
へ
の

後
押
し
や
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
に
設
置
し
た
も
の
で
︑

坂
本
哲
志
農
林
水
産
大
臣
が

本
部
長
を
務
め
る
︒
５
年
12

月
27
日
に
は
第
１
回
会
合
を

開
催
し
︑
全
国
各
地
・
各
品

目
の
物
流
確
保
に
向
け
た
取

り
組
み
や
さ
ら
な
る
物
流
効

率
化
︑
関
係
者
の
負
担
軽
減

に
向
け
た
取
り
組
み
を
幅
広

い
関
係
者
と
協
力
し
て
推
進

し
て
い
く
た
め
︑﹁
農
林
水

産
品
・
食
品
の
物
流
に
関
す

る
官
民
合
同
タ
ス
ク
フ
ォ
ー

ス
﹂
を
設
置
す
る
こ
と
を
決

め
た
︒

　

な
お
︑
１
月
18
日
に
は
︑

第
１
回
﹁
農
林
水
産
品
・
食

品
の
物
流
に
関
す
る
官
民
合

同
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
﹂
が
開

催
さ
れ
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
か
ら
馬
渡
雅
敏
副
会
長

が
賛
助
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参

加
し
た
︒

　

ま
た
︑
同
窓
口
で
は
︑
物

流
上
の
課
題
や
不
安
を
抱
え

て
い
る
事
業
者
か
ら
の
相
談

を
受
け
付
け
︑
必
要
な
場
合

に
は
農
水
省
関
係
部
局
の
職

員
等
の
現
地
派
遣
を
行
い
︑

対
応
方
策
の
提
案
等
を
行
う
︒

　

同
窓
口
の
連
絡
先
は
︑
農

水
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）

を
参
照
の
こ

と
︒

Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
に
お
け
る
利
便

性
向
上
に
関
す
る
整
備
方

針
﹂
を
策
定
︑
公
表
し
た
︒

　

基
本
方
針
は
︑
①
Ｓ
Ａ
・

Ｐ
Ａ
に
お
け
る
確
実
な
休
憩

・
休
息
機
会
の
確
保
（
駐
車

マ
ス
の
拡
充
︑
確
実
な
駐
車

機
会
の
提
供
︑
休
憩
施
設
空

白
区
間
の
解
消
︑
物
流
効
率

化
・
労
働
環
境
改
善
︑
混
雑

状
況
の
把
握
・
情
報
提
供
）︑

②
新
た
な
需
要
へ
の
対
応（
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
﹇
Ｅ

Ｖ
充
電
器
等
﹈）
︱
︱
の
２

本
柱
か
ら
成
っ
て
い
る
︒

　

①
︱
１
﹁
駐
車
マ
ス
の
拡

充
﹂
で
は
︑
こ
れ
ま
で
︑
レ

イ
ア
ウ
ト
変
更
等
に
よ
り
大

型
車
駐
車
マ
ス
を
拡
充
す
る

対
策
を
と
っ
て
き
た
が
︑
今

後
︑短
期
的
な
対
策
と
し
て
︑

レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
や
園
地
部

の
活
用
を
図
る
と
と
も
に
︑

複
数
縦
列
式
（
コ
ラ
ム
式
）

の
導
入
方
策
を
検
討
（
６
年

度
~
）
す
る
と
し
て
い
る
︒

ま
た
︑
中
長
期
的
な
対
策
で

は
︑
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
隣
接
地
の

拡
張
︑
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
の
新
設

等
の
検
討
お
よ
び
駐
車
場
の

立
体
構
造
化
の
構
造
等
検
討

（
６
年
度
~
）
を
行
う
︒

　

さ
ら
に
︑
①
︱
２
﹁
確
実

な
駐
車
機
会
の
提
供
﹂で
は
︑

現
在
︑
駐
車
場
予
約
シ
ス
テ

ム
の
社
会
実
験
（
全
国
７
か

所
で
実
施
中
）
お
よ
び
豊
橋

Ｐ
Ａ
（
下
り
） 

で
の
夜
間
利

用
有
料
化
を
行
っ
て
い
る
が
︑

今
後
︑
短
期
的
に
は
短
時
間

限
定
駐
車
マ
ス
の
試
行
導
入

・
拡
大
︑
中
長
期
的
に
は
短

時
間
限
定
駐
車
マ
ス
の
効
果

を
踏
ま
え
︑
一
定
時
間
以
上

の
利
用
に
対
す
る
有
料
化
を

検
討
す
る
と
し
て
い
る
︒

　

①
︱
３
﹁
休
憩
施
設
空
白

区
間
の
解
消
﹂
で
は
︑
本
線

隣
接
地
を
活
用
し
た
ミ
ニ
Ｐ

Ａ
の
設
置
や
︑
Ｉ
Ｃ
の
内
側

駐
車
場
の
活
用
︑
本
線
Ｓ
Ａ

・
Ｐ
Ａ
︑
路
外
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ

の
新
設
を
検
討
す
る
︒

　

さ
ら
に
︑
①
︱
４
﹁
物
流

効
率
化
・
労
働
環
境
改
善
﹂

で
は
︑
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ

ク
の
予
約
駐
車
マ
ス
の
追
加

や
︑
キ
ャ
リ
ア
カ
ー
へ
の
ダ
ブ

ル
連
結
予
約
駐
車
マ
ス
適
用

推
進
︑
シ
ャ
ワ
ー
施
設
︑
24

時
間
営
業
店
舗
等
の
設
置
を

進
め
る
と
と
も
に
︑
中
長
期

的
に
は
中
継
拠
点
の
あ
り
方

の
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
る
︒

　

ま
た
︑
①
︱
５
﹁
混
雑
状

況
の
把
握
・
情
報
提
供
﹂
で

は
︑
こ
れ
ま
で
﹁
満
・
空
情

報
板
﹂
な
ど
に
よ
り
情
報
提

供
し
て
い
た
が
︑
新
た
な
対

策
メ
ニ
ュ
ー
で
は
︑
新
た
な

情
報
技
術
を
活
用
し
︑
混
雑

状
況
を
よ
り
正
確
に
把
握
す

る
と
と
も
に
︑
混
雑
状
況
を

路
線
単
位
で
情
報
提
供
し
︑ 

並
行
路
線
も
含
め
た
利
用
平

準
化
を
促
進
す
る
︒

　

詳
細
に
つ

い
て
は
同
検

討
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）を
参
照
の
こ
と
︒

 

「
新
た
な
高
速
道
路
料
金
に

関
す
る
基
本
方
針
」「
近

畿
圏
の
新
た
な
高
速
道
路

料
金
に
関
す
る
具
体
方
針

（
案
）」
を
改
定

近
畿
圏
で
は
６
年
度
よ
り

新
料
金
実
施
へ

　

国
土
交
通
省
は
令
和
５
年

12
月
22
日
︑
改
定
し
た
﹁
新

た
な
高
速
道
路
料
金
に
関
す

る
基
本
方
針
﹂
と
﹁
近
畿
圏

の
新
た
な
高
速
道
路
料
金
に

関
す
る
具
体
方
針
（
案
）﹂

を
公
表
し
た
︒

　
﹁
新
た
な
高
速
道
路
に
関

す
る
基
本
方
針
﹂
で
は
︑
平

成
26
年
に
導
入
し
た
３
つ
の

料
金
水
準
を
継
続
す
る
こ
と

や
︑
大
都
市
圏
（
首
都
圏
・

阪
神
圏
）
に
お
い
て
︑
環
状

道
路
の
整
備
に
合
わ
せ
た
シ

ー
ム
レ
ス
な
料
金
体
系
の
導

入
に
向
け
て
︑
引
き
続
き
料

金
の
見
直
し
を
進
め
る
と
し

た
︒

　

ま
た
︑﹁
近
畿
圏
の
新
た

な
高
速
道
路
料
金
に
関
す
る

具
体
方
針
（
案
）﹂
で
は
︑

阪
神
高
速
道
路
に
お
い
て
︑

料
金
水
準
の
整
理
・
統
一
︑

大
口
・
多
頻
度
割
引
の
拡

充
︑
深
夜
割
引
の
導
入
︑
都

心
迂
回
割
引
の
導
入
な
ど
を

行
う
こ
と
に
よ
り
︑
継
ぎ
目

の
な
い
料
金
の
実
現
を
図
っ

て
い
く
こ
と
と
し
た
︒な
お
︑

近
畿
圏
に
お
け
る
新
た
な
高

速
道
路
料
金
は
︑
６
年
度
の

早
い
時
期
よ
り
実
施
す
る
と

し
て
い
る
︒

　

国
土
交
通
省
は
１
月
29

日
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

宛
て
に
﹁
降
積
雪
期
に
お
け

る
道
路
管
理
者
に
よ
る
立
ち

往
生
車
両
写
真
の
撮
影
等
に

つ
い
て
﹂
の

再
周
知
を
行

っ
た
（
二
次
元

コ
ー
ド
）︒

　

近
年
︑
降
積
雪
期
に
お
い

て
は
︑
高
速
道
路
な
ど
の
主

要
道
路
に
お
い
て
大
規
模
な

車
両
滞
留
が
度
々
発
生
し
て

い
る
こ
と
か
ら
︑
そ
の
際
︑

道
路
管
理
者
は
車
両
滞
留
の

原
因
と
な
っ
た
立
ち
往
生
車

 

標
準
貨
物
自
動
車
運
送
約

款
等
の
一
部
を
改
正
す
る

告
示
案
に
関
す
る
パ
ブ
コ
メ

を
募
集

２
月
10
日
ま
で

　

国
土
交
通
省
で
は
現
在
︑

標
準
貨
物
自
動
車
運
送
約
款

等
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

案
に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
募
集
し
て
い
る
︒

　

令
和
５
年
６
月
に
﹁
我
が

国
の
物
流
の
革
新
に
関
す
る

関
係
閣
僚
会
議
﹂
で
取
り
ま

両
に
つ
い
て
︑
そ
の
立
ち
往

生
車
両
の
情
報
を
適
切
に
把

握
す
る
た
め
に
︑
車
両
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
や
冬
用
タ
イ

ヤ
装
着
の
有
無
等
の
状
況
を

写
真
撮
影
し
て
い
る
︒

　

同
省
で
は
︑
降
積
雪
期
の

輸
送
の
安
全
確
保
に
万
全
を

期
す
こ
と
を
含
め
て
︑
令
和

５
年
12
月
１
日
に
発
出
し
た

﹁
物
流
・
自
動
車
局
で
の
大

雪
時
の
大
型
車
立
ち
往
生
防

止
対
策
に
つ
い
て
﹂
を
改
め

て
会
員
に
対
し
周
知
徹
底
を

求
め
た
︒

と
め
ら
れ
た
﹁
物
流
革
新
に

向
け
た
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
﹂

に
お
い
て
︑
荷
待
ち
・
荷
役

に
係
る
費
用
︑燃
料
高
騰
分
︑

下
請
運
送
事
業
者
に
発
注
す

る
際
の
手
数
料
等
も
含
め
て

荷
主
企
業
等
に
適
正
に
転
嫁

で
き
る
よ
う
︑﹁
標
準
運
送

約
款
﹂
に
つ
い
て
契
約
条
件

の
明
確
化
等
の
見
直
し
を
行

う
こ
と
と
さ
れ
た
︒
国
交
省

で
は
︑﹁
標
準
的
な
運
賃
・

標
準
運
送
約
款
の
見
直
し
に

向
け
た
検
討
会
﹂
を
立
ち
上

げ
て
議
論
を
進
め
︑
５
年
12

月
15
日
に
提
言
を
公
表
し
て

い
る
︒

　

意
見
募
集
期
間
は
︑
２
月

10
日
㈯
ま
で
︒
意
見
募
集
に

関
す
る
詳
細
は
︑
電
子
政
府

の
総
合
窓
口

﹁e-Gov

﹂

（
二
次
元
コ
ー

ド
）
を
参
照

の
こ
と
︒

 

高
速
道
路
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
の
利

便
性
向
上
に
向
け
検
討

確
実
な
休
憩
・
休
息
機
会
の

確
保
等

　
（
独
）
日
本
高
速
道
路
保

有
・
債
務
返
済
機
構
︑
東
日

本
高
速
道
路
㈱
︑
中
日
本
高

速
道
路
㈱
︑
西
日
本
高
速
道

路
㈱
お
よ
び
本
州
四
国
連
絡

高
速
道
路
㈱
は
︑
社
会
資
本

整
備
審
議
会
道
路
分
科
会
国

土
幹
線
道
路
部
会
の
中
間
答

申
（
令
和
３
年
８
月
４
日
）

を
踏
ま
え
︑﹁
高
速
道
路
Ｓ

Ａ
・
Ｐ
Ａ
に
お
け
る
利
便
性

向
上
に
関
す
る
検
討
会
﹂
を

立
ち
上
げ
︑サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

（
Ｓ
Ａ
）・
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ

ア（
Ｐ
Ａ
）の
混
雑
解
消
等
︑

現
在
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る

社
会
的
な
要
請
や
︑
そ
の
変

化
に
対
応
し
た
適
切
な
進
化

・
改
良
の
方
向
性
に
つ
い
て

検
討
を
行
っ
て
き
た
が
︑
５

年
12
月
26
日
︑﹁
高
速
道
路

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

全ト協　鉄鋼部会

鉄鋼輸送に係る
「トレーラの安全対策フォーラム」を開催します
　鉄鋼輸送に携わる運送事業者の集まりである全日本トラック協会　鉄鋼部会では、鉄鋼
製品を安全・安心・効率的に輸送するため、荷主企業の皆様との連携や関係行政機関のご
指導の下、遵法意識を高め安全輸送に努めています。
　毎年、継続した安全対策の推進を図ることから、東京都トラック協会　鉄鋼専門部会と
の共催にて、「トレーラの安全対策フォーラム」を開催しており、広く鉄鋼業界における情
報共有を図るため、部会員を問わず、鉄鋼輸送に係る運送事業者や荷主企業の皆様の Zoom
ウェビナーでの参加をお待ちしています。
※会場での参加は鉄鋼部会の部会員に限らせていただきます。

＜開催概要＞
日　時：令和 6年 2月 15日（木）13時 30分～ 16時 30分
内　容：
【講演①】
テーマ：物流の適正化に向けた取組について
講　師：国土交通省　関東運輸局　自動車交通部　貨物課　様
【講演②】
テーマ：トラック運送事業における事故防止について
講　師：国土交通省　関東運輸局　自動車技術安全部　保安・環境課　様
【講演③】
テーマ：鉄鋼物流における 2024 年問題への対応について
講　師：（一社）日本鉄鋼連盟　様
【事業者発表①】
テーマ：乗務員の労働時間短縮に向けた取り組み
発表者：Ｊ－ロジテック（株）　陸運事業部　陸運企画室　様
【事業者発表②】
テーマ：荷台からの転落防止対策について（直近の取り組み）
発表者：日鉄物流（株）　基地陸運本部　陸運企画管理部　様

＜参加方法＞
Zoomウェビナーでの参加を希望される方は、東京都トラック協会ホーム
ページ（二次元コード）からお申し込みください。
※申込方法欄の「Zoomでの参加はこちら」からお申し込みください。

　あなたは早朝の凍結した道路を前車に追従しながら走行し
ています。前方の交差点の信号が黄色に変わりました。この
場面にはどのような危険がありますか。また、危険を避ける
ためにはどのような運転をすればよいでしょうか。考えてみ
ましょう。

状 

況

〔第 163回〕「凍結している交差点への接近時」

（解説・11面）

◆どのような運転をすれば危険を避けることができますか？

◆どのような危険がありますか？

あなたならどうしますか？
危険予知訓練（KYT）シート：交通事故防止編

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
141
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

食
堂
新
店
舗
オ
ー
プ
ン
に

伴
い
運
営
時
間
を
変
更

札
幌
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

札
幌
Ｔ
Ｓ
で
は
︑
２
月
５
日

㈪
の
食
堂
新
店
舗
オ
ー
プ
ン
に

合
わ
せ
︑
運
営
時
間
を
次
の
通

り
変
更
す
る
︒

・
運
行
情
報
セ
ン
タ
ー
=
平
日

９
時
~
17
時
（
土
曜
・
日
曜
・

祝
日
と
年
末
年
始
は
休
業
）

・
食
堂
=
平
日
・
土
曜
・
日
曜

・
祝
日
10
時
30
分
~
22
時
（
21

時
30
分
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
）

・
休
憩
室
・
コ
イ
ン
シ
ャ
ワ
ー
=

平
日
９
時
~
21
時
30
分
︑
土
曜

・
日
曜
・
祝
日
10
時
30
分
~
21

時
30
分

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報

立
ち
往
生
車
両
の　
　
　
　
　

　
　
　
写
真
撮
影
等
を
再
周
知

降
積
雪
期
に
お
け
る
道
路
管
理
者

に
よ
る
対
応
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「認証基準」、「取組事例」など 詳細は

認証取得後8トン以上のトラックで3.1％の燃費向上、車両故障件数20.9％減少。
交通事故発生件数25.9％減少など（グリーン経営認証取得による効果・2021年版より）環境改善にとどまらない効果。

講習会は、エコモ財団の担当者がグリーン経営について説明します。既に認証登録をされている事業者の皆様の参加も可能です。
※講習会開催日の約1か月前より参加者募集を開始する予定

グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！

認
証
取
得
に
向
け
た

講
習
会
の
ご
案
内

日　時 会　場 主催 問合せ先対象業種

（略称：エコモ財団）

東京都文京区後楽1-4-14 後楽森ビル10階〒112-0004
http://www.ecomo.or.jp☎03-5844-6276

グリーン経営認証制度とは：

グリーン経営ホームページ　https://www.green-m.jp/グリーン経営ホームページ　https://www.green-m.jp/

グリーン経営は、国土交通省の「環境行動計画」の施策となっている環境マネジメントシステムです。そ
の認証制度は、グリーン経営推進マニュアルに基づき環境問題に取組む事業者（トラック、バス、タク
シー、倉庫、港湾運送、旅客船、内航海運）を、当財団が第三者認証機関として認証登録するものです。

で 検 索グリーン経営

エコモ財団
グリーン経営講習会係
☎03-5844-6276
※ガイダンスの2番を
　押してください

中国運輸局トラック
バス・タクシー

トラック
バス・タクシー

9時30分～12時00分

13時30分～16時30分

13時30分～16時30分

2月14日（水）

2月20日（火）

2月29日（木）

オンライン

オンライン

オンライン

東北運輸局

九州運輸局トラック
バス・タクシー

　

㈲
舞
子
運
送
は
︑
海
外
に

輸
出
す
る
電
子
部
品
や
雑
貨

の
輸
送
︑
廃
棄
物
の
収
集
・

運
搬
な
ど
を
行
っ
て
い
る
運

送
会
社
で
あ
る
︒

　

同
社
が
従
業
員
の
健
康
づ

く
り
に
力
を
入
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
︑
平
成
29
年
か

ら
で
あ
る
︒こ
の
年
の
９
月
︑

あ
る
従
業
員
が
夕
方
体
調
不

良
を
訴
え
︑
病
院
で
軽
い
熱

中
症
と
診
断
を
受
け
た
︒
し

か
し
︑
深
夜
に
な
っ
て
容
体

が
急
変
し
︑
生
死
を
さ
ま
よ

う
こ
と
と
な
っ
た
︒
実
は
︑

体
調
不
良
の
原
因
は
熱
中
症

で
は
な
く
︑
日
本
に
症
例
が

10
件
ほ
ど
し
か
な
い
難
病
だ

っ
た
︒
こ
の
従
業
員
は
６
か

月
ほ
ど
入
院
し
て
治
療
を
受

け
︑
職
場
に
復
帰
︒
現
在
で

は
元
気
に
仕
事
を
続
け
て
い

る
︒

　

河
原
社
長
は
こ
の
従
業
員

の
闘
病
を
機
に
︑﹁
会
社
と

し
て
︑
本
気
を
出
し
て
従
業

員
の
健
康
を
守
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
﹂
と
決
意
し
︑
従

業
員
の
健
康
づ
く
り
へ
の
取

り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
た
︒

　

同
社
は
同
年
12
月
︑
全
国

健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん

ぽ
）
兵
庫
支
部
﹁
わ
が
社
の

健
康
宣
言
﹂
取
組
事
業
所
に

認
定
︒令
和
元
年
か
ら
は﹁
健

康
経
営
優
良
法
人
﹂
認
定
を

５
年
連
続
で
取
得
し
た
上
︑

３
年
か
ら
は
取
り
組
み
が
優

秀
と
認
め
ら
れ
た
上
位
５
０

０
法
人
に
対
し
て
贈
ら
れ
る

﹁
ブ
ラ
イ
ト
５
０
０
﹂
を
３

年
連
続
で
取
得
し
て
い
る
︒

　
﹁
当
社
で
は
︑
企
業
理
念

子
品
質
﹄に
繋
げ
て
い
ま
す
︒

ま
た
﹃
従
業
員
の
健
康
な
く

し
て
会
社
の
発
展
な
し
﹄
と

位
置
づ
け
︑
従
業
員
が
健
康

で
長
く
働
け
る
会
社
を
目
指

し
て
い
ま
す
﹂（
河
原
社
長
）

し
た
際
に
は
同
表
に
記
録
を

残
し
︑
受
診
漏
れ
を
防
い
で

い
る
︒

　

昨
年
６
月
に
実
施
し
た
健

診
で
は
︑
血
糖
値
が
高
い
と

指
摘
さ
れ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
が

い
た
︒
同
ド
ラ
イ
バ
ー
は
健

診
結
果
を
受
け
て
︑
８
月
に

産
業
医
か
ら
乗
務
不
可
の
指

示
を
受
け
た
︒
９
月
と
10
月

は
通
院
治
療
を
行
い
な
が
ら

補
助
作
業
者
と
し
て
勤
務
を

継
続
︒
治
療
に
よ
っ
て
血
糖

値
が
下
が
っ
た
こ
と
か
ら
︑

11
月
以
降
は
乗
務
に
復
帰
し

て
い
る
︒

　

ま
た
︑
２
年
に
実
施
し
た

健
診
で
は
︑
初
期
の
肺
が
ん

・
胃
が
ん
が
認
め
ら
れ
た
従

業
員
が
い
た
︒
同
従
業
員
は

入
院
し
て
治
療
を
受
け
︑
現

在
で
は
根
治
し
て
仕
事
に
従

事
し
て
い
る
と
い
う
︒

　
﹁
職
場
に
迷
惑
を
か
け
る

こ
と
へ
の
抵
抗
感
な
ど
か
ら

受
診
や
治
療
を
拒
む
人
も
い

ま
す
︒
会
社
と
し
て
は
︑
仕

事
上
の
措
置
や
治
療
に
対
す

る
配
慮
を
適
切
に
行
う
こ
と

で
︑
従
業
員
が
診
察
や
治
療

　

同
社
で
は
︑
健
康
に
対
す

る
従
業
員
の
意
識
を
高
め
る

た
め
の
取
り
組
み
を
継
続
し

て
い
る
︒

　

毎
月
１
回
︑
第
２
木
曜
日

に
実
施
し
て
い
る
﹁
安
全
衛

生
会
議
﹂
で
は
︑
産
業
医
を

講
師
に
招
き
︑
健
康
に
関
す

る
講
義
を
行
う
︒
ま
た
︑
全

従
業
員
が
参
加
し
て
年
２
回

開
催
す
る
﹁
安
全
講
習
会
﹂

で
は
︑
安
全
・
安
心
に
関
す

る
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
︑
従
業

員
の
健
康
意
識
向
上
に
繋
げ

て
い
る
︒

　
﹁
近
年
︑
健
康
に
対
す
る

従
業
員
の
考
え
方
が
変
化
し

て
お
り
︑
特
に
︑
喫
煙
や
食

事
な
ど
に
対
す
る
関
心
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
︒
当
社
で
は
︑

毎
年
５
月
か
ら
６
月
に
か
け

て
従
業
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
い
︑﹃
安
全
講
習
会
﹄
で

は
同
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を

踏
ま
え
︑
従
業
員
の
関
心
の

高
い
内
容
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
て
い
ま
す
﹂（
同
）

　

同
社
が
健
康
づ
く
り
へ
の

取
り
組
み
を
始
め
た
当
初
︑

同
社
従
業
員
の
喫
煙
率
は
66

％
と
高
く
︑
憂
慮
す
べ
き
状

況
だ
っ
た
︒
そ
の
た
め
︑
た

ば
こ
販
売
会
社
に
よ
る
﹁
禁

煙
セ
ミ
ナ
ー
﹂
を
毎
年
２
回

実
施
し
︑
紙
巻
た
ば
こ
か
ら

人
体
へ
の
影
響
が
少
な
い
と

さ
れ
る
電
子
た
ば
こ
へ
の
移

行
を
促
し
た
︒
ま
た
︑
社
内

の
掲
示
板
に﹁
禁
煙
宣
言
書
﹂

を
貼
り
出
す
と
い
う
試
み
も

始
め
て
い
る
︒
禁
煙
宣
言
を

行
っ
た
従
業
員
が
禁
煙
に
成

功
し
た
際
に
は
︑﹁
禁
煙
お

を
受
け
や
す
い
環
境
を
整
備

す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
﹂（
同
）

祝
い
金
﹂を
支
給
す
る
ほ
か
︑

非
喫
煙
期
間
は
も
と
も
と
の

非
喫
煙
者
も
含
め
て
︑
毎
月

﹁
非
喫
煙
手
当
﹂
を
支
給
し

て
い
る
︒
さ
ら
に
︑
た
ば
こ

を
や
め
ら
れ
な
い
従
業
員
向

け
に
︑
禁
煙
外
来
の
受
診
費

用
を
同
社
が
全
額
負
担
す
る

よ
う
に
し
た
︒
こ
う
し
た
取

　

同
社
で
は
︑
喫
煙
や
食
事

以
外
に
も
様
々
な
取
り
組
み

を
通
じ
て
︑
従
業
員
の
身
体

と
心
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
努

め
て
い
る
︒

①
ヨ
ガ
教
室
の
開
催

　

月
に
１
度
講
師
を
招
い
て

実
施
︒
身
体
と
心
の
調
子
を

整
え
る
と
と
も
に
︑
運
動
不

足
解
消
に
も
効
果
が
期
待
で

き
る
︒

②
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
施

術
の
実
施

　

脊
髄
や
そ
の
他
の
身
体
部

位
を
調
整
（
矯
正
）
す
る
こ

と
で
︑体
の
ゆ
が
み
の
矯
正
︑

腰
痛
な
ど
の
軽
減
︑
身
体
の

自
然
治
癒
能
力
を
高
め
る
︒

毎
月
10
回
ほ
ど
施
術
士
を
招

き
︑
希
望
者
に
施
術
す
る
︒

③
高
濃
度
酸
素
発
生
器
の
導

入
　

高
濃
度
酸
素
を
１
日
１
回

20
分
吸
引
す
る
こ
と
で
︑
疲

労
の
早
期
回
復
や
体
温
上
昇

・
免
疫
力
向
上
な
ど
の
効
果

が
期
待
で
き
る
︒

④「
サ
プ
リ
メ
ン
ト
ス
タ
ン
ド
」

の
設
置

　

事
務
所
内
の
カ
ウ
ン
タ
ー

に
︑
様
々
な
症
状
に
あ
っ
た

サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
用
意
︒

り
組
み
に
よ
り
︑
現
在
の
喫

煙
率
は
44
％
に
低
下
し
て
い

る
︒

　

ま
た
︑食
事
に
関
し
て
は
︑

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
弁

当
や
カ
ッ
プ
麺
で
済
ま
せ
て

し
ま
う
ド
ラ
イ
バ
ー
が
少
な

く
な
か
っ
た
た
め
︑
数
年
前

か
ら
︑
希
望
者
に
対
し
て
仕

出
し
弁
当
を
出
す
よ
う
に
し

た
︒
コ
ン
ビ
ニ
弁
当
と
値
段

も
変
わ
ら
ず
お
か
ず
の
種
類

が
豊
富
で
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス

が
取
れ
て
い
る
仕
出
し
弁
当

は
︑
従
業
員
に
も
好
評
だ
と

い
う
︒

⑤
ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ
「Nobi�

for�Driver

」
の
導
入

　

昨
年
４
月
か
ら
︑
運
送
事

業
を
担
当
す
る
運
輸
事
業
部

の
ド
ラ
イ
バ
ー
15
人
に
ス
マ

ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ
を
支
給
し
︑

仕
事
中
に
装
着
さ
せ
て
い
る
︒

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
専
用
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
︑

心
拍
数
や
血
圧
な
ど
の
ド
ラ

イ
バ
ー
の
生
体
デ
ー
タ
を
収

集
・
分
析
︒
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト

　

従
業
員
の
闘
病
を
き
っ
か

け
に
︑
従
業
員
の
健
康
づ
く

り
に
力
を
入
れ
て
き
た
同

社
︒
昨
年
10
月
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
同
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
Ｈ
Ｐ
）
の
中
で
﹁
わ
が
社

の
健
康
経
営
﹂
ペ
ー
ジ
を
開

設
し
︑
同
社
の
取
り
組
み
を

発
信
す
る
よ
う
に
し
た
こ
と

も
あ
り
︑
近
年
は
Ｈ
Ｐ
を
見

て
同
社
の
求
人
募
集
に
応
募

す
る
求
職
者
も
増
え
て
い
る

と
い
う
︒

　
﹁
運
送
会
社
が
事
業
を
継

続
し
て
い
く
た
め
に
は
︑
従

事
象
に
直
面
す
る
な
ど
﹁
脈

拍
が
高
い
﹂
時
や
︑
眠
気
を

感
じ
る
な
ど﹁
脈
拍
が
低
い
﹂

時
な
ど
の
際
に
は
︑
振
動
や

音
声
な
ど
で
ド
ラ
イ
バ
ー
に

ア
ラ
ー
ト
を
発
す
る
︒
ア
ラ

ー
ト
情
報
は
事
務
所
で
も
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
確
認
可
能
で
︑

ア
ラ
ー
ト
が
発
報
さ
れ
た
際

に
は
運
行
管
理
者
が
ド
ラ
イ

バ
ー
に
連
絡
し
て
体
調
を
確

認
す
る
︒
な
お
︑
生
体
デ
ー

タ
は
ド
ラ
イ
バ
ー
本
人
に
も

提
供
し
︑
日
々
の
数
値
の
変

化
や
把
握
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
で
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
自

身
の
生
活
習
慣
の
見
直
し
に

繋
げ
る
こ
と
が
で
き
る
︒

⑥
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
用
す

る
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
へ
の
参
加

　

ヘ
ル
ス
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
会

社
が
主
催
す
る
﹁
ス
マ
ホ
de

東
海
道
五
十
三
次
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
﹂
に
同
社
従
業
員
20

人
が
参
加
︒
ス
マ
ホ
に
記
録

さ
れ
た
歩
数
の
合
計
を
競

う
︒
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
通
じ

て
︑
定
期
的
な
運
動
を
促
し

て
い
る
︒

⑦
セ
ミ
ナ
ー
後
に
開
催
す
る

社
内
イ
ベ
ン
ト

　
﹁
従
業
員
同
士
の
繋
が
り

を
大
切
に
し
た
い
﹂
と
の
河

原
社
長
の
思
い
か
ら
︑
安
全

講
習
会
の
後
に
懇
親
会
な
ど

を
開
催
︒
社
内
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加
を
通
じ
て
︑
心
と
身

体
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
る
︒

業
員
に
長
い
間
働
い
て
も
ら

え
る
会
社
に
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
︒
当
社
と
し
て

は
︑
現
在
当
社
で
働
い
て
い

る
若
い
従
業
員
が
定
年
ま
で

元
気
に
働
け
る
よ
う
︑
従
業

員
の
健
康
づ
く
り
を
今
後
も

続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
﹂（
同
）

（
取
材
協
力
）
㈲
舞
子
運
送

　

河
原
靖
典
代
表
取
締
役

「
本
気
を
出
し
て
従
業
員
の
健
康
を
守
る
」

健
康
を
通
じ
て
社
員
満
足
度
を
高
め
て
い
く

第
23
回  

有
限
会
社
舞
子
運
送
（
兵
庫
県
神
戸
市
）

と
し
て
﹃
社
会
満
足
﹄﹃
顧

客
満
足
﹄﹃
社
員
満
足
﹄
を

掲
げ
︑
こ
の
３
つ
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
で
質
の
高
い
輸
送

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
﹃
舞

　

同
社
で
は
16
年
前
か
ら
健

康
診
断
を
毎
年
実
施
し
︑
受

診
率
は
１
０
０
％
で
あ
っ
た
︒

し
か
し
︑
か
つ
て
は
要
受
診

・
要
再
検
査
と
判
定
さ
れ
た

従
業
員
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
が
十
分

で
は
な
く
︑
受
診
せ
ず
に
放

置
し
て
し
ま
う
従
業
員
も
い

た
と
い
う
︒

　

同
社
で
は
︑
従
業
員
へ
の

フ
ォ
ロ
ー
体
制
を
強
化
す
る

た
め
︑﹁
健
康
診
断
結
果
観

察
表
﹂
に
全
従
業
員
分
の
結

果
を
記
録
す
る
よ
う
に
し

た
︒
同
表
に
は
︑
各
年
度
の

健
診
の
際
に
治
療
が
必
要
と

な
っ
た
項
目
を
ド
ラ
イ
バ
ー

ご
と
に
記
載
し
︑
健
康
状
態

の
変
化
が
一
目
で
分
か
る
よ

う
に
し
た
︒
ま
た
︑
喫
煙
習

慣
や
飲
酒
習
慣
の
有
無
︑
飲

酒
の
頻
度
や
酒
量
︑
持
病
や

定
期
的
な
服
薬
の
有
無
な
ど

も
記
録
し
て
い
る
︒
同
表
は

点
呼
の
際
に
も
活
用
し
て
お

り
︑
毎
週
月
曜
日
に
は
記
載

内
容
を
基
に
︑
各
ド
ラ
イ
バ

ー
の
健
康
状
態
な
ど
を
ヒ
ア

リ
ン
グ
す
る
よ
う
に
し
て
い

る
︒
さ
ら
に
︑
要
受
診
・
要

再
検
査
の
判
定
が
出
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
受
診
し
て

い
な
い
従
業
員
に
対
し
て
は

﹁
病
院
受
診
の
お
願
い
﹂
を

手
渡
し
︑
決
め
ら
れ
た
期
日

ま
で
に
受
診
す
る
よ
う
に
指

導
︒
受
診
し
な
い
ド
ラ
イ
バ

ー
は
︑
乗
務
さ
せ
な
い
よ
う

に
し
て
い
る
︒
な
お
︑
受
診

有限会社舞子運送
会社所在地	 兵庫県神戸市垂水区西舞子 4-6-10
資本金	 500 万円
設　立	 昭和 32 年
創　業	 昭和 36 年 6月
従業員数	 54 人（うちドライバー45 人）
車両数	 54 台

身
体
と
心
の
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に

健
康
づ
く
り
に
資
す
る
施
策
を
積
極
的
に
導
入

事
業
継
続
に
欠
か
せ
な
い「
従
業
員
の
健
康
」

定
年
ま
で
元
気
に
働
け
る
会
社
を
目
指
す

有
所
見
者
に
対
す
る
フ
ォ
ロ
ー
体
制
を
強
化

診
察
や
治
療
を
受
け
や
す
い
職
場
環
境
を
整
備

「
禁
煙
」
や「
食
生
活
の
見
直
し
」
を
促
進

セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
健
康
へ
の
意
識
を
高
め
る

　

従
業
員
が
健
康
で
長
く
働
く
こ
と
の

で
き
る
職
場
づ
く
り
は
︑
会
社
の
事
業

を
継
続
・
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
の
最

も
重
要
な
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
で
あ
る

と
い
え
ま
す
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
近
年

我
が
国
に
お
い
て
過
労
死
等
が
多
発
し

て
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
な

ど
︑
職
場
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
策
や
︑
過
重
労
働
に
よ
る
健
康
障
害

防
止
対
策
は
︑
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
︒

　

そ
こ
で
︑
本
企
画
で
は
︑﹁
健
康
職

場
づ
く
り
﹂
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
事
例
な

ど
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
︒

　

今
回
は
︑
兵
庫
県
神
戸
市
の
有
限
会

社
舞
子
運
送（
河
原
靖
典
代
表
取
締
役
）

に
お
け
る
取
り
組
み
で
す
︒

河原　靖典
代表取締役

同社では従業員の運動不足解消を図るために、月に１度講師を招き、ヨガ教室を開催
している

禁
煙
宣
言
を
行
っ
た
従
業
員
。
禁
煙
に
成
功
す
る
と
会
社

か
ら
「
禁
煙
お
祝
い
金
」
が
支
給
さ
れ
る

体
の
ゆ
が
み
の
矯
正
や
、
腰
痛
な
ど
の
軽
減
効
果
が
期
待

で
き
る
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
施
術
も
社
内
で
行
う

ド
ラ
イ
バ
ー
に
ス
マ
ー
ト
ウ
オ
ッ
チ

（
写
真
㊧
奥
）
を
支
給
。
ス
マ
ホ
の

ア
プ
リ
と
の
連
動
に
よ
り
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
生
体
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
事

故
防
止
に
繋
げ
る

いきいきと働くことのできるトラック運送業界を目指して

「「健康職場健康職場づくりづくり」」
    事 業 者 訪 問事 業 者 訪 問

「
従
業
員
の
健
康
な
く
し
て
会
社
の
発
展
な
し
」

「
従
業
員
の
健
康
な
く
し
て
会
社
の
発
展
な
し
」

従
業
員
の
闘
病
を
機
に
健
康
づ
く
り
に
注
力
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社
の
グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ
る

㈱
Ｋ
・
Ｓ
ロ
ジ
テ
ム
（
大
貫

義
人
代
表
取
締
役
社
長
）
が

担
当
し
て
い
る
︒

　

図
２
で
は
︑
同
社
の
フ
ォ

ー
ク
リ
フ
ト
作
業
員
の
作
業

シ
フ
ト
を
示
し
て
い
る
︒

　

か
つ
て
は
︑
荷
主
か
ら
の

出
荷
オ
ー
ダ
ー
が
入
っ
て
く

る
の
が
配
送
前
日
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
︑
オ
ー
ダ
ー
確
定

ま
で
︑
自
社
倉
庫
で
の
出
荷

準
備
を
行
う
こ
と
が
で
き

ず
︑
さ
ら
に
翌
日
の
出
荷
ま

　

関
東
総
業
㈱
（
安
達
寛
人

代
表
取
締
役
社
長
）
は
︑
発

荷
主
で
あ
る
大
手
加
工
食
品

メ
ー
カ
ー
が
製
造
す
る
食
品

を
︑
着
荷
主
で
あ
る
ス
ー
パ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
の
物
流
拠

点
や
問
屋
な
ど
に
配
送
す
る

ほ
か
︑
自
社
倉
庫
で
の
保
管

を
行
っ
て
い
る
運
送
会
社
で

あ
る
︒
な
お
︑
関
東
圏
の
一

部
へ
の
配
送（
主
に
茨
城
県
︑

千
葉
県
︒
中
型
車
を
使
用
）

に
つ
い
て
は
同
社
が
担
当
し

て
お
り
︑
中
部
・
関
西
や
東

北
地
方
な
ど
へ
の
長
距
離
輸

送
（
ト
レ
ー
ラ
ー
︑
大
型
車

を
使
用
）
に
つ
い
て
は
︑
同

ん
だ
︒

　

同
社
で
は
25
年
か
ら
︑
荷

主
メ
ー
カ
ー
の
工
場
出
荷
商

品
の
パ
レ
ッ
ト
化
に
よ
り
︑

積
込
み
︑
荷
卸
し
の
時
間
短

縮
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
︒

以
前
は
バ
ラ
積
み
・
バ
ラ
卸

し
が
主
体
だ
っ
た
た
め
︑
積

み
込
み
や
荷
卸
し
に
ト
ラ
ッ

ク
１
台
当
た
り
約
２
~
３
時

間
を
要
し
て
い
た
︒
ま
た
︑

工
場
出
荷
製
品
の
パ
レ
ッ
ト

化
以
降
も
︑
近
距
離
の
小
口

輸
送
に
お
い
て
は
バ
ラ
積
み

・
バ
ラ
卸
し
が
多
く
残
っ
て

い
た
︒
そ
こ
で
︑
着
荷
主
の

理
解
を
得
て
︑
近
距
離
の
小

口
輸
送
に
お
い
て
も
段
階
的

に
パ
レ
ッ
ト
化
を
進
め
た
こ

と
で
︑
発
荷
主
先
・
着
荷
主

先
双
方
で
の
荷
役
作
業
時
間

が
短
縮
し
て
い
る
︒

　

28
年
に
は
︑
既
存
の
フ
ォ

ー
ク
リ
フ
ト
を
改
造
し
て
︑

　

同
社
で
は
10
年
ほ
ど
前
か

ら
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
長
時
間

労
働
改
善
へ
の
取
り
組
み
を

進
め
て
き
た
（
図
１
）。

　

ま
ず
︑
同
社
で
は
ド
ラ
イ

バ
ー
の
時
間
管
理
を
的
確
に

行
い
︑
長
時
間
労
働
改
善
へ

の
糸
口
を
つ
か
む
こ
と
か
ら

始
め
た
︒
そ
の
結
果
︑
倉
庫

作
業
と
近
距
離
配
送
に
つ
い

て
は
︑
出
荷
作
業
の
待
機
時

間
が
長
く
な
っ
て
い
た
こ
と

で
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
や
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
作
業
員
の
拘
束
時

間
全
体
が
長
く
な
っ
て
い
た

こ
と
が
分
か
っ
た
︒

　

長
時
間
労
働
改
善
へ
の
カ

ギ
と
な
っ
た
の
は
︑
次
の
３

点
で
あ
る
︒

で
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
が
短
く
︑

自
社
倉
庫
で
の
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
作
業
員
の
拘
束
時
間
が

長
く
な
っ
て
い
た
こ
と
が
問

題
と
な
っ
て
い
た
（
図
２�

1

・
2
）︒
ま
た
︑
オ
ー
ダ
ー

確
定
後
に
配
車
割
り
付
け
を

行
う
た
め
︑
出
荷
量
に
よ
っ

て
は
車
両
の
積
載
効
率
が
悪

く
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
ほ
か
︑

パ
レ
ッ
ト
を
一
度
に
最
大
４
枚

運
ぶ
こ
と
の
で
き
る
﹁
２
枚

差
し
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
﹂
を

導
入
（
写
真
②
お
よ
び
③
）︒

こ
れ
に
よ
り
︑
積
卸
し
に
か

か
る
時
間
が
ト
ラ
ッ
ク
１
台

当
た
り
20
~
30
分
ほ
ど
で
済

む
よ
う
に
な
り
︑
荷
役
作
業

時
間
の
大
幅
な
短
縮
が
実
現

し
た
︒
併
せ
て
︑
倉
庫
内
の

垂
直
搬
送
機
を
改
良
し
︑
一

挙
に
パ
レ
ッ
ト
４
枚
分
の
製

品
を
搬
送
で
き
る
よ
う
に
し

た
（
写
真
①
）︒

　
﹁
２
枚
差
し
フ
ォ
ー
ク
リ
フ

ト
は
︑
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
メ

ー
カ
ー
と
協
議
を
重
ね
な
が

ら
︑
自
社
に
合
う
形
に
開
発

し
ま
し
た
︒
併
せ
て
︑
着
荷

主
先
に
お
い
て
も
パ
レ
ッ
ト

化
を
進
め
る
た
め
︑
当
社
か

ら
着
荷
主
に
対
し
て
パ
レ
ッ

ト
化
を
提
案
し
て
き
ま
し

た
︒
パ
レ
ッ
ト
輸
送
の
高
い

効
率
性
を
ご
理
解
い
た
だ
い

た
こ
と
で
︑
当
社
が
担
当
し

て
い
る
近
距
離
輸
送
で
は
着

荷
主
の
う
ち
30
~
40
％
が
パ

レ
ッ
ト
輸
送
に
移
行
し
て
い

ま
す
︒
パ
レ
ッ
ト
化
と
２
枚

差
し
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
導

入
に
よ
り
︑
荷
役
作
業
時
間

の
大
幅
短
縮
に
繋
が
り
ま
し

た
﹂（
安
達
社
長
）

　

ま
た
︑
倉
庫
前
の
軒
先
に

は
新
た
に
大
型
屋
根
を
設
置

し
た
︒
天
候
に
左
右
さ
れ
ず

に
作
業
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
で
︑
雨
天
時
の
作

業
時
間
が
約
２
時
間
減
少
し

た
（
写
真
④
）︒

　

さ
ら
に
︑
28
年
に
は
作
業

シ
フ
ト
の
見
直
し
を
行
い
︑

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
作
業
員
の

勤
務
体
制
の
改
善
を
図
っ
た

（
図
２
2
）︒
ま
ず
︑
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
作
業
員
を
３
交
代

制
と
し
︑
24
時
間
体
制
で
出

庫
・
入
庫
作
業
を
行
え
る
よ

う
に
し
た
︒
ま
た
︑
車
両
へ

の
積
込
作
業
を
︑
前
日
積
み

の
み
か
ら
前
日
積
み
・
当
日

朝
積
み
の
２
パ
タ
ー
ン
に
分

け
た
︒
こ
れ
ま
で
は
︑
積
込

作
業
が
前
日
の
夕
方
以
降
に

限
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
積

込
作
業
が
長
引
く
こ
と
が
多

く
︑
そ
の
分
ド
ラ
イ
バ
ー
の

待
機
時
間
も
増
大
す
る
傾
向

に
あ
っ
た
が
︑
積
込
作
業
の

時
間
を
分
け
た
こ
と
で
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
の
待
機
時
間
の
減

①
製
品
の
パ
レ
ッ
ト
化

②
出
荷
オ
ー
ダ
ー
日
の
変
更

③�

自
社
倉
庫
軒
先
へ
の
大
型

屋
根
の
設
置

出
荷
準
備
を
待
っ
て
車
両
へ

の
積
込
作
業
を
行
っ
て
い
た

た
め
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
拘
束

時
間
が
長
く
な
る
傾
向
に
あ

っ
た
︒

　

平
成
28
年
︑
同
社
で
は
長

時
間
労
働
の
改
善
を
図
る
た

め
に
︑﹁
製
品
の
パ
レ
ッ
ト
化
﹂

と
﹁
自
社
倉
庫
軒
先
へ
の
大

型
屋
根
の
設
置
﹂
に
取
り
組

関
東
総
業
㈱
（
茨
城
県
取
手
市
）
に
お
け
る
取
り
組
み

関
東
総
業
㈱
（
茨
城
県
取
手
市
）
に
お
け
る
取
り
組
み

従
業
員
の
労
働
時
間
管
理
を
的
確
化

従
業
員
の
労
働
時
間
管
理
を
的
確
化

効
果
の
高
い
長
時
間
労
働
改
善
対
策
に
繋
げ
る

効
果
の
高
い
長
時
間
労
働
改
善
対
策
に
繋
げ
る

パ
レ
ッ
ト
化
を
進
め
て
荷
役
作
業
を
効
率
的
に

パ
レ
ッ
ト
化
を
進
め
て
荷
役
作
業
を
効
率
的
に

作
業
シ
フ
ト
を
見
直
し
待
機
時
間
減
少
を
図
る

作
業
シ
フ
ト
を
見
直
し
待
機
時
間
減
少
を
図
る

安達　寛人
代表取締役社長

　

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
適
用
さ
れ
る
令
和
６
年
４
月

ま
で
︑
残
り
２
か
月
を
切
り
ま
し
た
︒

　

本
特
集
で
は
︑﹁
物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
﹂
を
取
り
巻
く
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
動

き
や﹁
物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
﹂を
解
決
す
る
た
め
の
取
り
組
み
の
必
要
性
︑ま
た﹁
物

流
の
２
０
２
４
年
問
題
﹂を
契
機
と
し
て
︑中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
が﹁
物
流
革
新
﹂

を
実
現
す
る
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い
き
ま
す
︒

　

今
回
か
ら
２
号
に
わ
た
り
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に
お
け
る
﹁
物
流
の
２
０
２
４

年
問
題
﹂
解
決
・﹁
物
流
革
新
﹂
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い

き
ま
す
︒
今
回
は
︑
茨
城
県
取
手
市
の
関
東
総
業
㈱
に
お
け
る
取
り
組
み
で
す
︒

オーダーイン時間が前日から前々日に変更となったことで、オーダー
確定までの待機時間（約4時間）をほとんどなくすことができた

出荷のオーダーが配送前日だったため、オー
ダー確定までの待機による、ドライバー、フォー
クリフト作業員の拘束時間が問題となっていた

倉庫内に設置された垂直搬送機には一挙にパレットが4枚搭載可能

自社倉庫前の軒先には雨天時にも作業が可能になるよう大型の屋根を設置した

①

③

②フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
メ
ー
カ
ー
と
協
議
を
重
ね
な
が
ら
同
社
に
フ
ィ
ッ
ト
す
る
形
に
開
発
し
た
２
枚
差
し
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

④

『広報とらっく』2024年新春特集

「
物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
」解
決
を
目
指
し
て

今
こ
そ「
物
流
革
新
」へ
の
取
り
組
み
を
！

ド
ラ
イ
バ
ー
の
「
働
き
方
改
革
」
を
果
敢
に
推
し
進
め
　
「
持
続
可
能
な
物
流
」
の
実
現
に
挑
む

ド
ラ
イ
バ
ー
の
「
働
き
方
改
革
」
を
果
敢
に
推
し
進
め
　
「
持
続
可
能
な
物
流
」
の
実
現
に
挑
む 第2回



第2234号（第3種郵便物認可）（9） 令和6年（2024年）2月1日

ト
レ
ー
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
交
換
に
よ
る
中
継
輸
送
の
流
れ

写
真
で
解
説

け
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
︑﹃
２
０
２
４
年
問
題
﹄
の

危
機
感
も
あ
り
︑
徐
々
に
物

流
に
対
す
る
荷
主
の
理
解
が

広
が
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ

て
い
ま
す
︒荷
主
メ
ー
カ
ー
も

﹃
ホ
ワ
イ
ト
物
流
﹄
推
進
運

動
に
賛
同
し
て
お
り
︑﹃
物

流
の
改
善
提
案
と
協
力
﹄︑

﹃
ト
ラ
ッ
ク
予
約
受
付
シ
ス

テ
ム
の
導
入
﹄︑﹃
パ
レ
ッ
ト

削
減
に
も
繋
が
っ
た
と
い
う
︒

所
を
西
日
本
と
の
中
継
ポ
イ

ン
ト
と
す
る
︑
ト
レ
ー
ラ
ー

で
の
中
継
輸
送
を
開
始
し
た
︒

　

以
前
は
大
型
車
で
長
距
離

輸
送
を
行
っ
て
い
た
が
︑
工

場
出
荷
製
品
の
パ
レ
ッ
ト
化

に
よ
っ
て
ト
ラ
ッ
ク
１
台
あ
た

り
の
積
載
量
が
低
下
し
た
こ

と
で
︑
輸
送
に
必
要
な
車
両

台
数
が
増
加
し
た
︒
一
方
で
︑

改
正
改
善
基
準
告
示
の
施
行

に
伴
い
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働

時
間
が
短
く
な
る
こ
と
で
︑

こ
れ
ま
で
と
同
じ
運
行
を
継

続
す
る
こ
と
が
難
し
く
な

る
︒
そ
の
た
め
︑
積
荷
と
ド

　

平
成
30
年
に
は
︑
荷
主
メ

ー
カ
ー
の
協
力
を
得
て
︑﹁
出

荷
オ
ー
ダ
ー
日
の
変
更
﹂
を

行
っ
た
︒

　

前
述
の
通
り
︑
従
来
は
荷

主
か
ら
の
出
荷
オ
ー
ダ
ー
が

入
っ
て
く
る
の
が
配
送
前
日

だ
っ
た
︒
そ
の
た
め
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
は
倉
庫
で
の
出
荷
準

備
後
︑
夕
方
か
ら
始
ま
る
積

込
作
業
を
待
っ
て
い
た
た
め
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
時
間
が

長
く
な
っ
て
い
た
︒

　

そ
の
よ
う
な
課
題
を
解
消

す
べ
く
︑荷
主
メ
ー
カ
ー
は
︑

出
荷
オ
ー
ダ
ー
日
を
変
更
︒

配
送
前
々
日
の
午
後
に
出
荷

オ
ー
ダ
ー
を
入
れ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
な
っ
た（
図
２�

3
）︒

　

前
日
オ
ー
ダ
ー
か
ら
前
々

日
オ
ー
ダ
ー
に
変
更
し
た
こ

と
で
︑
積
込
開
始
時
刻
が
前

倒
し
で
き
る
と
と
も
に
︑
フ

ォ
ー
ク
リ
フ
ト
作
業
員
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
と
も
に
オ
ー
ダ
ー

確
定
ま
で
の
待
機
時
間
が
な

く
な
っ
た
た
め
︑
双
方
の
労

働
時
間
短
縮
に
大
き
く
貢
献

し
た
︒
ま
た
︑
積
込
開
始
時

刻
の
前
倒
し
に
よ
っ
て
︑
余

裕
を
も
っ
た
積
込
作
業
が
可

能
と
な
っ
た
︒
な
お
︑
出
荷

オ
ー
ダ
ー
日
の
前
倒
し
に
併

せ
て
︑
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
作

業
員
の
３
交
代
24
時
間
体
制

は
取
り
や
め
︑
現
在
で
は
全

員
日
勤
と
な
っ
て
い
る
︒

　
少
に
繋
が
っ
た
︒
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
作
業
員
を
３
交
代
制

　
﹁
長
時
間
労
働
改
善
へ
の

取
り
組
み
を
始
め
た
当
初
は
︑

﹃
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と

は
な
い
か
﹄
と
︑
自
社
の
努

力
の
み
で
改
善
を
続
け
て
き

ま
し
た
︒
し
か
し
な
が
ら
︑

働
き
方
改
革
を
効
果
的
に
進

め
る
た
め
に
は
荷
主
の
協
力

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
︒
当
初
は
︑

荷
主
メ
ー
カ
ー
に
相
談
し
て

も
な
か
な
か
ご
理
解
い
た
だ

に
し
た
こ
と
で
︑
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
作
業
員
の
労
働
時
間 

　

近
距
離
輸
送
に
あ
た
る
ド

ラ
イ
バ
ー
や
フ
ォ
ー
ク
リ
フ

ト
作
業
員
の
長
時
間
労
働
改

善
に
続
き
︑
同
社
で
は
長
距

離
輸
送
に
あ
た
る
ド
ラ
イ
バ

ー
の
負
担
軽
減
へ
の
取
り
組

み
を
進
め
た
︒

　

27
年
︑
静
岡
県
浜
松
市
の

東
名
高
速
道
路
三
ヶ
日
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
近
く
に
︑
大

型
ト
レ
ー
ラ
ー
も
入
出
庫
で

き
る
Ｋ
・
Ｓ
ロ
ジ
テ
ム
寄
宿

舎
を
開
設
︒
29
年
に
は
同
施

設
を
活
用
し
て
︑
Ｋ
・
Ｓ
ロ

ジ
テ
ム
三
ヶ
日
営
業
所
を
開

設
し
た
︒
同
営
業
所
に
は
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
の
休
憩
・
休
息

場
所
と
し
て
︑
簡
易
宿
泊
施

設
を
完
備
し
て
い
る
（
個
室

11
部
屋
）（
写
真
⑤
）︒

　

令
和
元
年
に
は
︑
同
営
業

等
の
活
用
﹄︑﹃
荷
主
側
の
施

設
面
の
改
善
﹄︑﹃
リ
ー
ド
タ

イ
ム
の
延
長
﹄
な
ど
に
積
極

的
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
ま

す
︒
現
在
は
︑
荷
主
メ
ー
カ

ー
に
相
談
し
な
が
ら
︑
物
流

に
関
す
る
様
々
な
課
題
を
共

有
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
﹂

（
同
）

　

な
お
︑
同
社
で
は
年
に
２

回
︑
荷
主
メ
ー
カ
ー
本
社
の

物
流
担
当
者
と
の
﹁
１
on
１

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
﹂を
通
じ
て
︑

物
流
に
関
す
る
課
題
な
ど
を

共
有
し
︑
輸
送
効
率
化
へ
の

改
善
に
繋
げ
て
い
る
と
い
う
︒

ラ
イ
バ
ー
の
動
き
を
分
離
し
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
環
境
を

整
え
る
こ
と
を
目
的
に
︑
一

部
を
大
型
車
か
ら
ト
レ
ー
ラ

ー
に
切
り
替
え
た
上
で
︑
ト

レ
ー
ラ
ー
に
よ
る
中
継
輸
送

に
踏
み
切
っ
た
︒

　

中
継
輸
送
に
お
け
る
ド
ラ

イ
バ
ー
と
車
両
の
具
体
的
な

動
き
は
︑
図
３
の
通
り
で
あ

る
︒
中
継
輸
送
で
は
︑
現
在

４
台
の
ト
レ
ー
ラ
ー
を
運
用

し
て
い
る
︒
中
継
輸
送
に
あ

た
る
ド
ラ
イ
バ
ー
を
︑
関
東

・
静
岡
間
を
往
復
す
る
﹁
東

シ
フ
ト
﹂
と
︑
静
岡
・
関
西

間
を
往
復
す
る﹁
西
シ
フ
ト
﹂

の
２
班
に
分
け
︑
１
週
間
交

代
で
乗
務
に
あ
た
っ
て
も
ら

う
︒
ト
レ
ー
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
は
︑

中
継
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
三
ヶ

日
営
業
所
で
交
換
す
る
（
詳

細
別
項
）︒

　

ト
レ
ー
ラ
ー
を
導
入
し
た

こ
と
で
１
台
当
た
り
52
パ
レ

ッ
ト
が
積
載
可
能
と
な
り
︑

大
型
車
（
36
パ
レ
ッ
ト
積
載

可
能
）
に
比
べ
て
輸
送
量
が

お
よ
そ
１
・
５
倍
と
な
っ
た
︒

ま
た
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
負
担

軽
減
に
も
寄
与
し
た
ほ
か
︑

時
間
管
理
も
し
や
す
く
な
っ

た
と
い
う
︒

　

な
お
︑
現
状
で
は
東
シ
フ

ト
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
拘
束
時

間
が
西
シ
フ
ト
の
ド
ラ
イ
バ

ー
に
比
べ
て
長
く
な
っ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
︑将
来
的
に
は
︑

茨
城
県
内
に
新
中
継
ポ
イ
ン

ト
を
設
け
て
運
転
業
務
と
積

卸
し
作
業
を
切
り
離
し
︑
長

距
離
ド
ラ
イ
バ
ー
の
さ
ら
な

る
負
担
軽
減
に
繋
げ
て
い
き

た
い
と
し
て
い
る
︒

　　
﹁
車
両
の
ト
レ
ー
ラ
ー
化

は
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

不
足
へ
の
対
応
策
と
し
て
有

効
だ
と
考
え
て
い
ま
す
︒
さ

ら
に
︑
ト
レ
ー
ラ
ー
を
中
継

輸
送
に
活
用
す
る
こ
と
で
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
環
境
改

善
に
大
き
く
役
立
ち
ま
し

　

同
社
で
は
現
在
︑
管
理
シ

ス
テ
ム
の
導
入
・
刷
新
を
進

め
て
い
る
︒
こ
れ
は
︑
近
年

管
理
者
の
作
業
の
負
担
が
増

え
て
き
て
お
り
︑
Ｄ
Ｘ
（
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ

ー
シ
ョ
ン
）
化
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
導
入
を
進
め
る
こ
と
で
管

理
者
の
負
担
を
減
ら
し
な
が

ら
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
管
理
の
精

度
を
一
層
高
め
て
い
く
こ
と

で
︑
働
き
方
改
革
の
さ
ら
な

る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い

く
た
め
で
あ
る
と
い
う
︒

　

最
後
に
︑﹁
物
流
革
新
﹂

実
現
に
向
け
た
同
社
の
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
︑
安

達
社
長
に
伺
っ
た
︒

　
﹁﹃
物
流
革
新
﹄
実
現
に
向

け
て
運
送
事
業
者
が
抱
え
て

い
る
問
題
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な

る
と
思
い
ま
す
が
︑
ま
ず
は

理
想
と
現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
を

た
︒
そ
し
て
︑
積
載
量
増
加

と
車
両
数
削
減
に
繋
げ
る
こ

と
が
で
き
た
ほ
か
︑
運
行
車

両
数
を
減
ら
し
た
こ
と
で
︑

地
球
温
暖
化
や
気
候
変
動
の

原
因
と
も
な
る
温
室
効
果
ガ

ス
の
削
減
効
果
も
期
待
で
き

的
確
に
把
握
し
た
上
で
︑
初

め
か
ら
１
０
０
％
を
目
指
さ

ず
に
︑
優
先
順
位
を
つ
け
て

で
き
る
こ
と
か
ら
進
め
て
い

く
と
よ
い
と
思
い
ま
す
︒
ト

ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
を
繰
り
返
し
︑

ス
モ
ー
ル
サ
ク
セ
ス
を
積
み

重
ね
て
い
く
こ
と
で
︑
私
た

ち
運
送
事
業
者
が
理
想
と
す

ま
す
︒
ま
た
︑
中
継
拠
点
で

ト
レ
ー
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
を
交
換

す
る
だ
け
で
中
継
が
済
む
た

め
︑
中
小
運
送
事
業
者
で
も

比
較
的
取
り
組
み
や
す
い
と

い
う
特
長
も
あ
り
ま
す
︒
さ

ら
に
︑
ト
レ
ー
ラ
ー
化
に
よ

べ
き
﹃
持
続
可
能
な
物
流
﹄

に
近
づ
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
﹂（
同
）

（
取
材
協
力
）
関
東
総
業
㈱

　

安
達
寛
人
代
表
取
締
役
社

長
、
小
畑
美
仁
取
締
役
総
務

部
長
、
㈱
Ｋ
・
Ｓ
ロ
ジ
テ
ム

　

大
貫
義
人
代
表
取
締
役
社

長
株式会社Ｋ・Ｓロジテム

会社所在地� 茨城県取手市毛有 650
代表者� 代表取締役社長　大貫　義人
設　立� 昭和 61 年 10月
資本金� 2,000 万円
従業員数� 22 人
車両数	 25 台

関東総業株式会社
会社所在地	 茨城県取手市毛有 600
代表者	 代表取締役社長　安達　寛人
設　立	 昭和 46 年 1月
資本金	 2,800 万円
従業員数	 57 人
車両数	 25 台

り
積
載
効
率
を
上
げ
た
こ
と

で
荷
主
に
理
解
を
い
た
だ

き
︑
運
賃
水
準
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
た
た
め
︑
そ
れ
を

原
資
と
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
へ

の
還
元
も
進
め
て
い
ま
す
﹂

（
同
）

荷
主
の
協
力
を
得
て
出
荷
オ
ー
ダ
ー
を
前
倒
し

荷
主
の
協
力
を
得
て
出
荷
オ
ー
ダ
ー
を
前
倒
し

荷
主
と
二
人
三
脚
で
労
働
時
間
短
縮
を
実
現

荷
主
と
二
人
三
脚
で
労
働
時
間
短
縮
を
実
現

長
距
離
ド
ラ
イ
バ
ー
の
負
担
軽
減
を
目
指
し
て

長
距
離
ド
ラ
イ
バ
ー
の
負
担
軽
減
を
目
指
し
て

「
車
両
大
型
化
」
と
「
中
継
輸
送
」
を
推
進

「
車
両
大
型
化
」
と
「
中
継
輸
送
」
を
推
進

ス
モ
ー
ル
サ
ク
セ
ス
を
積
み
重
ね

ス
モ
ー
ル
サ
ク
セ
ス
を
積
み
重
ね

「
物
流
革
新
」
に
向
け
取
り
組
む

「
物
流
革
新
」
に
向
け
取
り
組
む

※出発・到着時間は一例

本社営業所

大阪府内／
生産工場

大阪府内／
生産工場

茨城県取手市
本社営業所／生産工場

茨城県取手市
本社営業所／生産工場

本社営業所 茨城県生産工場

9.5時間
滋賀県
生産工場

12 時間

大阪府内
営業倉庫

中継輸送の中継ポイントに活用されている静岡県浜松市のK・Sロジテム三ヶ日営業所

1
西
シ
フ
ト
班
の
ト
レ
ー
ラ
ー
２
台
は

午
後
に
は
到
着
し
、
営
業
所
横
の
広

大
な
交
換
所
で
ト
レ
ー
ラ
ー
を
切
り
離

し
、
営
業
所
内
の
個
室
で
休
息
時
間

を
と
っ
て
東
シ
フ
ト
班
の
到
着
を
待
つ

5
西
シ
フ
ト
班
が
運
ん
で
き
た
関
東

行
き
の
ト
レ
ー
ラ
ー
に
連
結
を
す
る

東
シ
フ
ト
班

3
東
シ
フ
ト
班
が
関
東
か
ら
運
ん
で

き
た
ト
レ
ー
ラ
ー
を
、
関
西
か
ら
運
ん

で
き
た
ト
レ
ー
ラ
ー
の
横
に
並
べ
る

7
西
シ
フ
ト
班
、
東
シ
フ
ト
班
と
も

に
、
手
際
よ
く
か
つ
確
実
、
正
確
に

ト
レ
ー
ラ
ー
と
ト
レ
ー
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
の

切
り
離
し
と
連
結
作
業
を
行
う

4
東
シ
フ
ト
班
の
２
台
は
す
ぐ
に
ト

レ
ー
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
の
切
り
離
し
作
業
を

行
う

8
連
結
作
業
を
完
了
し
、
点
呼
や
出

発
準
備
が
済
め
ば
、
西
シ
フ
ト
班
、

東
シ
フ
ト
組
の
合
計
４
台
は
一
斉
に

そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
地
へ
出
発
す
る

2
東
シ
フ
ト
班
の
２
台
が
営
業
所
に

到
着
し
、
早
速
切
り
離
し
作
業
に
取

り
掛
か
る
。
写
真
左
奥
と
中
央
に
見

え
る
の
が
西
シ
フ
ト
班
の
ト
レ
ー
ラ
ー

ヘ
ッ
ド
２
台

6
営
業
所
前
に
待
機
し
て
い
た
西
シ

フ
ト
班
の
２
台
も
、
東
シ
フ
ト
班
の

連
結
作
業
が
完
了
す
る
と
、
す
ぐ
さ

ま
関
西
行
き
の
ト
レ
ー
ラ
ー
に
連
結

⑤
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トラガールファイル

ドライバーとして／次期経営者として目指すドライバーとして／次期経営者として目指す
「社員の誰もが働きやすい会社」「社員の誰もが働きやすい会社」

column!

6:45
　出社。点検（写
真①）、検温、血圧
測定、アルコールチ
ェックなど点呼を行っ
たあと、会社に隣接
する南紀田辺地方
卸売市場へ出発（写
真②）。

7:00
　市場に到着。その
日の配達伝票を確認
しながら商品をフォー
クリフト等でピックアッ
プし（写真③）、手
積みで荷物を積み込
んでいく（写真④）。

MEMO　「青果物積み込み」のコツとは？
「地元小売店へのルート配送がメインであるため、どうしても
手積み、手降ろしが多くなります。荷役作業の時に心がけて
いることは、私に荷積みを教えてくれた先輩の、『手積みはパ
ズルゲームだと思え』という格言です。伝票を見て、荷物の
個数や箱の大きさ、荷降ろし場所や荷物の重さを頭に入れ、
荷台の中で隙間がないように、緻密に積み上げていきます。
まず葉物野菜などの軽いものは奥に積み、白菜や玉ねぎなど
の重たい野菜は手前に積んで、すぐに降ろせるようにしていま
す。先輩の助言のおかげで、荷降ろしもスムーズに行うことが
でき、荷降ろしに割く時間は相当短縮できていると思います。
今でも、積み込みで何か分からないことがあれば、すぐにその
先輩にアドバイスを仰ぎ、コツを教わっています」（菜月さん）

7:50
　積み込み完了後、荷降ろし先へ向け出発。

9:00
　「AコープVASEO」（和歌山県東牟婁郡串本町）に
到着（写真⑤）。荷物をバックヤードへ手降ろしした後、
ロールボックスパレットに積み替え、所定の場所に置く。

9:30
　納品伝票をスタッ
フに手渡してから
VASEOを出発し、
会社へと戻る。

10:40
　会社着。帰庫時
点検・点呼を行う
（写真⑥）。

11:00
　丹念に洗車する（写真⑦）。「食品を運んでいますし、
汚れの目立つ白いボディのトラックなので、洗車は毎日行い
ます。身長が低いので、高いところを洗うのは大変ですが、
車両がきれいになると非常にやりがいを感じます」（菜月さ
ん）。

12:00
　昼食休憩。「父が社長で母は取締役、整備士資格を
持つ兄もドライバーとして働いており、家族全員が揃って
食事のできる機会は、夕食ではなく昼食になりがちです。
時には、私の好きな近所のラーメン屋さんへ家族で外食
に行ったりもします」（同）。

13:30
　午後からは事務業務を行う。まずは会社からほど近い
銀行へ出向き、記帳等を行う。

13:40
　社内での事務業
務を開始。請求書
等の入力やメール
チェック、お客様へ
の配送日報の送付
などを行う（写真⑧）。

15:30
　事務所、トイレなど
の社内清掃を行う（写
真⑨）。「会社の皆が
使う場所は、常にきれ
いにしておかないと気
が済まない性格です
（笑）。皆が気持ちよ
く仕事をするために、
喜んでお掃除をしてい
ます」（同）。

16:00
　退社。

菜月さんのある１日の仕事の流れ

午前はドライバー、午後は事務、休日はゴルフ講師の三刀流！
誰からも愛される、明朗快活な人柄が魅力の次期経営者

・		子どもの頃からプロゴルファーを目指し、ゴルフの強豪校に進学。高
校卒業後はプロを目指すも、家業を継ぐことを決意し、令和 4年 9月
に入社。入社後もティーチングプロとして活動。
・		入社から約 1年半で、AT限定解除、フォークリフト、中型、大型と、
資格・免許を一気に取得。現在は運行管理者試験合格を目指し勉
強中。

・		青果物以外では、「近大マグロ」（近畿大学水産研究所の大島実
験場で育てられた、完全養殖のクロマグロ）を運ぶこともあるなど、
南紀の新鮮な山海の幸の輸送を担当。

・		休日の楽しみは、趣味のドライブ。「運転していて好きな場所は、阪
神高速道路 4号湾岸線浜寺出入口（大阪府堺市）付近です。とて
もきれいな工場夜景が見られます」（菜月さん）。

担当業務：2 〜４トン車による青果物輸送（地場）、事務
勤続年数：1 年 5 か月
取得資格：�大型自動車免許、フォークリフト運転技能講習修了

女子ゴルファーが幼少時の憧れを貫き
トラガールになるまでの道のり

　トラック運送業を営む家庭に生まれ、子どもの頃か
らゴルフに打ち込んできた菜月さん。しかし、幼少時
から今までずっと、トラックに対する強い興味は変わ
らないという。

　「子どもの頃から事務所でよく遊んでいて、トラッ
クにはずっと憧れがありましたし、長い間ゴルフに打
ち込んでいた中でも、『トラックに乗りたい』という思
いが変わることはありませんでした。女性のトラックド
ライバーについても、『大きいトラックから、小柄な女
性が降りてくるのってかっこいい！』と昔も今も思っ
ているので、こうしてトラックドライバーという仕事に
就けたことがとてもうれしく、日々の仕事も楽しいで
す。荷物を届けることで取引先の方に喜んでいただ
けるというやりがいも大きく、トラックドライバーとい
う仕事は自分にとって天職だと思います」（菜月さん）

　ゴルフ関係の仕事に従事する傍ら、時折家業の事
務も手伝っていた菜月さんが正式に入社したのは、
令和 4年 9月。AT の限定を解除し、フォークリフト
運転技能講習を修了すると、まずは 1か月ほど市場
で荷役作業スタッフとして、青果物輸送の基礎を学
んだ。仕事の流れがつかめるようになると、新宮市
への日中の運行を担当する先輩ドライバーの 4トン車
に同乗。助手として積み降ろしを手伝い、指導を受
けることで、仕事を身に付けていった。
　研修期間を終えると、水越社長が運転するトラック
へ添乗し、運行ルートや作業内容を教わって、晴れ
てひとり立ち。菜月さんが最初に乗務したのはAT
の 2トン車だったが、そこには「トラック初心者が最
初に運転するなら、小回りが利いて操作も簡単な車
両がよいだろう」という水越社長の意向があった。
また、仕事の傍ら教習所に通い、5年 3月に中型免
許を取得してからは、今までより大きな車両での運転
に慣れるため、時折ＭＴの 4トン車での運行も担当。
同年 10月には大型免許も取得した。
　車両の大きさは 2・3・4トンと変わりつつも、入
社から今に至るまで、「テールゲートリフター付きのバ
ン型車両で、市場から小売店までの青果物輸送を担
当する」という、ドライバーとしての基本業務は変わ
らない。地元のおいしい青果物を大事に運んでいく
上で欠かせないのが安全運転だ。

　「最も気を付けているのは、充分な車間距離をとる
ことです。もし車間距離をしっかり取らず、急ブレー
キを踏んでしまったら、積んでいる青果物が崩れ、商
品が傷んでしまいます。周囲を走っている一般車両
は、思いがけない車線変更をすることがあります。積
み荷の損傷や事故を防ぐために、たっぷり車間距離
を取ることは必要不可欠です」（同）

 女性を筆頭に、
全世代のドライバーが安全にモノを運ぶために

　取材時に菜月さんが運んでいた主な青果物は、白
菜やキャベツ、玉ねぎなど、比較的重い野菜が中心。
手際よく、効率を重視しながら、荷役作業中の事故

にも気を付けつつ積み込んでいく。いちばん重たい
もので1箱 30kg の段ボールもあり、小柄な菜月さ
んは台車に積むのも一苦労だが、長年ゴルフに打ち
込んできたアスリートでもある菜月さんは、「手積み・
手降ろしは、筋肉トレーニングの一環。『いいトレー
ニングになるぞ！』と思いながら、毎日楽しくやらせ
てもらっています」と笑う。

　「例えば、青果物1箱の重量が、30kg×1箱から、
10kg×3 箱になれば、より身体的な負担の少ない、
スムーズな輸送が可能になるのではないでしょうか。
これは、トラック運送業界のみならず、生産者・従事
者の高齢化が進む農業界にもいえることで、『あらゆ
る世代の人が、出荷も、輸送もラクに行えるように
するための取り組み』が、女性・高齢者も含めたドラ
イバー雇用の拡大に繋がるのではないかと思います」
（水越社長）

ドライバー・事務を兼務するからこそ見据える
「会社の将来的ヴィジョン」

　市場やスーパーマーケットのスタッフたちに、日々
「今日も元気やな！」と声をかけられ、それが働く
ためのモチベーションにもなっているという菜月さん。
午後の事務作業の合間も、他のドライバーさんが帰
ってくると、真っ先に「おかえり！」と声をかけ、仲
良く会話するなど、会社のムードメーカーとしての存
在感は、将来の経営者としての高い適性と強い自覚
を感じさせる。水越社長は、菜月さんにこうメッセー
ジを送る。

　「先日、高速道路のサービスエリアのガソリンスタン
ドで、顔見知りのスタッフに、『田辺青果急送さんの
女性ドライバーは、はきはきした、親しみやすい、い
い子だね』と声をかけてもらいました。そのスタッフは、
その女性ドライバーが私の娘であるという事実を知り
ません。そうやって、接する相手に好印象を与え、
当社に対して『女性ドライバーが元気に働いている
会社だ』というイメージを持ってもらえるような働き
ぶりを、今後も期待しています」（同）

　最後に、菜月さんに今後の目標について訊ねると、
こんな答えが返ってきた。

　「まずは、運行管理者資格を取ること、そして将来、
会社の経営者となるために、いろいろな方々に仕事
を教わりながら、たくさん経験を積んで、当社を『社
員みんなが働きやすい会社』にしたいです。例えば、
定年を迎える社員に、『この会社で定年を迎えられて
よかった』と思ってもらえたり、『この会社でなら安
心して働ける』と感じて入社を決める若いドライバー
や女性ドライバーが増えてくれたりするとうれしいで
すね」（菜月さん）

　持ち前のパワフルさと、確実な仕事ぶりで活躍す
る菜月さんのドライバー姿を見て、若者や女性がどん
どんと入社し、彼ら彼女らの力も借りながら、経営
者として「働きやすい会社づくり」を成し遂げる、
将来の菜月さんの姿が、今から待ち遠しくてならない。

菜月さんはこんな人！
　菜月さんは明るくて活発で、市場
をパッと明るくしてくれる存在です。
また、プライベートでは、何度かゴ
ルフの指導をしてもらったこともあり
ます（笑）。次期経営者が育ってい
くということは、当社としてもとても
喜ばしいことで、非常に期待を寄せ
ています。
（南紀田辺地方卸売市場　田辺中央青果株式会社
　那須厚司代表取締役社長）

菜月さんは日々、どのような「トラガールのお仕事。」に携わって
いるのでしょうか。お仕事に1日密着させていただきました。

田辺青果急送有限会社
［代表取締役　水越　利治］

本社所在地	 和歌山県田辺市稲成町 313‐1
資本金	 1,200 万円
設　立	 昭和 57 年 1月21日
従業員数	 25 人（ドライバー20 人、うち女性１人）
車両数	 18 台

「女性ドライバーがひとりでも安心してできる運行」を重視「女性ドライバーがひとりでも安心してできる運行」を重視
女性・若年者の採用を呼び水に「持続的雇用」の実現を目指す女性・若年者の採用を呼び水に「持続的雇用」の実現を目指す

水越社長に
訊く！

　当社には、25 歳から63 歳まで、20 人のドライバーが在籍
中です。20 代のドライバーが 2 人在籍しており、若手の活躍
が同世代の呼び水となってくれると考え、若い人は積極的に
採用したいと考えています。若い世代を採用すると、彼らが
同世代の友人を「紹介」という形で当社に連れてきてくれたり、街
中で当社の若手ドライバーが運転する車両を見た若者が、「同世代
のドライバーがいる会社で働きたい」と思ってくれたりという、好循環
が生まれるからです。また、令和4年10月にはホームページを開設し、
事業内容やドライバーの仕事内容を分かりやすく伝えることで、採用
拡大に繋がればと思っています。

　30 年以上前に一度女性ドライバーが在籍していたことはありますが、娘の菜月はそれ以来
の女性ドライバーです。手積み・手降ろしと、フォーク
リフト・台車を使用する積み降ろしが両方ある運行で
すが、車両にはテールゲートリフターを装備して女性
や高齢のドライバーでも仕事がしやすいよう省力化を
進めています。また、明るい時間帯に、市場〜小売
店間という人の多い場所への運行を担当してもらい、
「女性ドライバーがひとりでも安心して担当できる仕
事」を割り当てられるよう配慮しています。

水
み ず こ し

越�菜
な つ き

月さん

　トラック運送業界で様々
な仕事に携わる女性をとりあ
げるこのコーナー。第39回
目は、「小・中型車ドライバ
ー（地場での青果物輸送／
事務）」のお仕事です。田辺
青果急送㈲（和歌山県）の
水越菜月さんが登場します。

第 39 回 「小・中型車ドライバー（地場での青果物輸送／事務）」水越　菜月さん（田辺青果急送㈲・和歌山）

水越　利治
代表取締役
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危険予知訓練（KYT）シートの解説
▶交通事故防止編
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どのような危険がありますか？

どのような運転をすれば危険を避け
ることができますか？

①積雪路面では、乾燥路に比べて滑りやすくなるため、
停止距離が長くなります。日本自動車タイヤ協会の
調べでは、圧雪路で3.2倍、凍結路で5.4倍、ツルツル
の凍結路では8倍も乾燥路に比べて滑りやすくなる
というデータもあります。乾燥路と同じような車間距
離で走行していたり、いつもと同じようなタイミング
でのブレーキ操作では、止まりきれずに前車に追突
する危険があります。凍結路で前車がいる時は、乾
燥路よりも大きく車間距離をとって走行しましょう。

②前車に追突しそうになり、慌ててハンドルを切ると、
スリップしてコントロールを失い、道路上で立ち往
生したり、横転する危険があります。トラックの横転
事故は復旧に時間がかかるため、その損害は非常
に大きなものになります。冬場の運転ではスリップ
を招きやすい急ハンドルや急ブレーキ、急旋回など、
「急」のつく運転操作をしないよう、慎重に運転して
ください。
③停止距離が延びる冬場は、漫然と運転してブレーキ
のタイミングが遅れると、停止位置で停止できずに
交差点に進入してしまい、青信号で発進してきた車
と衝突する危険があります。特に交通量の多い市街
地や交差点の凍結路はツルツルになることがあり、

①黄信号で停車した前車に追突する危険があります
（図１）。

②前車への追突を避けようと急にハンドルを切ると
スリップする危険があります（図2）。

③停止位置で止まり切れず交差点に進入して、左側
の交差道路から発進してきた車と衝突する危険が
あります（図3）。

　あなたは早朝の凍結した道路を前車
に追従しながら走行しています。前方の
交差点の信号が黄色に変わりました。こ
の場面にはどのような危険がありますか。
また、危険を避けるためにはどのような
運転をすればよいでしょうか。考えてみま
しょう。

図１

図２

図３

一層滑りやすいため、注意が必要です。交差
点への接近時、信号が黄色に変わった時は、
無理をせず早めにブレーキを踏み、減速して
停止態勢に入ることを徹底してください。

法令　　  クイズ
マル　 バツ

	〜追越し編〜
	 【解 答】3面に問題
❶	×（法第2条第1項第21号）追越しは、車両が他の
車両等に追いついた場合において、その進路を変えて
その追いついた車両等の側方を通過し、かつ、当該車
両等の前方に出ることをいう。
❷	○（法第28条第4項）追越しをしようとする車両は、
反対の方向又は後方からの交通及び前車又は路面電
車の前方の交通にも十分に注意し、かつ、前車又は
路面電車の速度及び進路並びに道路の状況に応じて、
できる限り安全な速度と方法で進行しなければならな
い。
❸	×（法第29条）後車は、前車が他の自動車又はトロ

リーバスを追い越そうとしているときは、追越しを始め
てはならないと定められているが、自転車は自動車で
もトロリーバスでもないので、自転車を追い越そうとし
ている前車を追い越しても二重追越しとはならない。
❹	×（法第30条第2号）追越し禁止場所として、「トン
ネル（車両通行帯の設けられた道路以外の道路の部分
に限る）」とされており、車両通行帯のあるトンネルの
場合の追越しは禁止されていない。
❺	○（法第30条第3号）交差点、踏切、横断歩道又
は自転車横断帯及びこれらの手前の側端から前に30
メートル以内の部分は追越し禁止である。

Ⓐの絵と異なる箇所30か所についてⒷに○をつけてください（印刷の汚れやカスレは間違いに含みません）。

【応募方法】� ⒶⒷ2つの絵には30か所の間違いがあります。Ⓑの絵を切り取るかコピーして、郵
便はがきに貼ってお送りください。郵便番号、住所、氏名、会社名ならびに『広報
とらっく』に対するご意見、ご感想もお書きください。正解者の中から抽せんで20
名様に記念品を差し上げます。
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１
日
１
回
︑
運
行
の
前
に

車
輪
の
状
態
を
点
検
し
て
く

だ
さ
い
︒
点
検
の
結
果
︑
ホ

イ
ー
ル
ボ
ル
ト
の
折
損
な
ど

異
常
を
発
見
し
た
場
合
は
︑

そ
の
ま
ま
運
行
す
る
こ
と
な

く
︑
直
ち
に
確
実
な
整
備
を

行
い
︑
車
輪
の
脱
落
防
止
を

　

規
定
ト
ル
ク
で
締
め
付
け

た
ホ
イ
ー
ル
ナ
ッ
ト
に
﹁
マ

ー
キ
ン
グ
﹂
す
る
こ
と
や
︑

﹁
ホ
イ
ー
ル
ナ
ッ
ト
マ
ー
カ

ー
﹂（
図
２
）
を
取
り
付
け

る
こ
と
で
︑
走
行
等
に
よ
り

ホ
イ
ー
ル
ナ
ッ
ト
が
緩
ん
だ

状
態
を
可
視
化
で
き
ま
す
︒

　

ホ
イ
ー
ル
ナ
ッ
ト
マ
ー
カ

ー
の
正
し
い
使
い
方
は
︑
次

の
通
り
で
す
︒

︻
装
着
前
︼

①
ト
ル
ク
レ
ン
チ
な
ど
を
使

図
り
ま
し
ょ
う
︒

　

日
常
点
検
に
お
け
る
点
検

事
項
は
︑図
１
の
通
り
で
す
︒

用
し
て
︑
ホ
イ
ー
ル
ナ
ッ
ト

の
締
め
付
け
状
態
を
確
認
す

る
︒

②
装
着
前
に
必
ず
ホ
イ
ー
ル

ナ
ッ
ト
表
面
の
清
掃
を
行

う
︒
油
分
な
ど
が
付
着
し
て

い
る
と
︑
ホ
イ
ー
ル
ナ
ッ
ト

マ
ー
カ
ー
が
抜
け
出
す
可
能

性
が
あ
る
︒

③
ホ
イ
ー
ル
ナ
ッ
ト
キ
ャ
ッ

プ
が
装
着
さ
れ
た
ま
ま
で
の

ホ
イ
ー
ル
ナ
ッ
ト
マ
ー
カ
ー

の
装
着
は
で
き
な
い
︒

︻
装
着
時
︼

①
一
輪
内
の
全
て
の
ホ
イ
ー

ル
ナ
ッ
ト
に
︑
数
字
の
９
と

６
の
形
に
な
る
よ
う
に
装
着

す
る
（
図
３
）︒

②
ホ
イ
ー
ル
ナ
ッ
ト
マ
ー
カ

ー
を
︑
隣
り
合
う
２
つ
の
ホ

イ
ー
ル
ナ
ッ
ト
が
連
結
さ
れ

る
よ
う
に
装
着
す
る
︒

③
ホ
イ
ー
ル
ナ
ッ
ト
マ
ー
カ

ー
の
リ
ン
グ
部
を
繋
ぐ
リ
ン

ク
部
が
変
形
し
な
い
よ
う
に

取
り
付
け
る
︒
ハ
ブ
の
リ
ブ

に
ホ
イ
ー
ル
ナ
ッ
ト
マ
ー
カ

ー
が
接
触
す
る
場
合
は
︑
リ

ン
ク
部
の
変
形
が
少
な
い
よ

う
に
取
り
付
け
る
︒

④
ホ
イ
ー
ル
ナ
ッ
ト
マ
ー
カ

ー
を
ナ
ッ
ト
端
面
よ
り
奥
に

押
し
込
む
︒

︻
確
認
方
法
︼

　

ナ
ッ
ト
が
緩
ん
で
く
る

と
︑
回
転
し
て
ホ
イ
ー
ル
ナ

ッ
ト
マ
ー
カ
ー
が
変
形
す
る

こ
と
で
︑
ナ
ッ
ト
の
緩
み
を

目
視
確
認
で
き
る（
図
４
）︒

　

ホ
イ
ー
ル
ナ
ッ
ト
マ
ー
カ

ー
は
あ
く
ま
で
補
助
用
具
で

あ
る
た
め
︑
機
能
を
過
信
せ

ず
に
︑
日
常
の
点
検
・
整
備

を
実
施
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
︒
確
実
な
日
常
点
検

の
実
施
方
法
を
︑
社
内
で
再

徹
底
し
ま
し
ょ
う
︒

　

な
お
︑
ホ
イ
ー
ル
ナ
ッ
ト

マ
ー
カ
ー
の
正
し
い
使
用
方

法
に
つ
い
て
は
︑自
工
会
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
（
二

次
元
コ
ー
ド
）

で
も
紹
介
し

て
い
ま
す
︒

図１　

図２　ホイールナットマーカーの特長

図３　ホイールナットマーカーの正しい装着方法

図４　確認方法

ホイールナットマーカーが変形。

ホイールナットマーカー

　

車
輪
の
脱
落
は
︑
路
上
故
障
や
他
の
交
通
の
妨
げ

と
な
る
ば
か
り
で
な
く
︑
人
の
命
に
関
わ
る
な
ど
︑

場
合
に
よ
っ
て
は
重
大
な
事
故
を
引
き
起
こ
し
︑
社

会
的
信
頼
を
損
な
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
︒

　

こ
こ
で
は
︑
車
輪
脱
落
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
日
常

点
検
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
︑（
一
社
）
日
本
自
動
車

工
業
会
作
成
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
﹃
大
型
ト
ラ
ッ
ク
・
バ

ス　

車
輪
脱
落
防
止
の
た
め
の
正
し
い
車
輪
の
取
扱

い
に
つ
い
て
﹄
か
ら
紹
介
し
ま
す
︒
日
常
点
検
を
確

実
に
実
施
し
︑
車
輪
脱
落
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
り

ま
し
ょ
う
︒

　

な
お
︑
同
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
︑
自
工

会
﹁
防
ご
う
！
大
型
車
の
車
輪
脱
落
事

故
﹂
特
設
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
（
二
次
元
コ

ー
ド
）か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
︒

日常点検を確実に実施し 車輪脱落事故を防ぎましょう
〜日本自動車工業会『車輪脱落防止のための正しい車輪の取扱いについて』より〜

ストップ !!　車輪脱落事故

11
日
常
点
検
の
ポ
イ
ン
ト

日
常
点
検
の
ポ
イ
ン
ト

毎
日
の
運
行
前
に
車
輪
の
状
態
を
確
認

異
常
を
発
見
し
た
際
は
必
ず
整
備
を

22
ホ
イ
ー
ル
ナ
ッ
ト
マ
ー
カ
ー
を
使
用
し
た
確
認
方
法

ホ
イ
ー
ル
ナ
ッ
ト
マ
ー
カ
ー
を
使
用
し
た
確
認
方
法

ナ
ッ
ト
の
緩
み
が
一
目
で
分
か
る

正
し
く
使
用
し
て
車
輪
脱
落
防
止
に
繋
げ
る
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令
和
２
年
度
に
国
土
交

通
省
が
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
を
対
象
に
行
っ
た
調
査
で

は
︑
１
運
行
当
た
り
約
１

時
間
30
分
の
荷
役
時
間
が

発
生
し
て
い
る
︒
荷
役
作

業
に
お
け
る
バ
ラ
積
み
・
バ

ラ
卸
し
等
の
手
荷
役
の
改

善
は
急
務
で
あ
る
︒
こ
の
改

善
の
た
め
有
効
な
方
策
が

荷
役
の
機
械
化
に
よ
る
省

力
化
で
あ
り
︑
そ
の
前
提

と
な
る
の
が
荷
物
の
パ
レ
ッ

ト
化
で
あ
る
︒
パ
レ
ッ
ト
化

さ
れ
た
荷
物
で
あ
っ
て
も
︑

保
管
時
と
輸
送
時
で
利
用

さ
れ
る
パ
レ
ッ
ト
の
規
格

（
サ
イ
ズ
・
仕
様
）
が
異

な
る
こ
と
や
︑
パ
レ
ッ
ト
の

紛
失
・
流
出
へ
の
懸
念
か

ら
︑
別
パ
レ
ッ
ト
へ
の
積
み

替
え
や
バ
ラ
で
の
積
み
直
し

等
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
も

多
い
︒
そ
の
た
め
︑
パ
レ
ッ

ト
の
規
格
や
運
用
が
標
準

化
さ
れ
れ
ば
︑
異
な
る
事

業
者
間
で
の
共
同
輸
配
送

や
同
業
他
社
と
の
パ
レ
ッ
ト

の
共
同
利
用
︑
自
動
化
・

機
械
化
に
よ
る
Ｄ
Ｘ
の
推

進
な
ど
︑
更
な
る
生
産
性

の
向
上
に
繋
が
る
︒

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
官

民
物
流
標
準
化
懇
談
会
の

パ
レ
ッ
ト
標
準
化
推
進
分

科
会
で
は
︑
パ
レ
ッ
ト
標
準

化
を
通
じ
た
一
貫
パ
レ
チ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
て

議
論
・
検
討
が
な
さ
れ
て

お
り
︑
こ
れ
を
踏
ま
え
て
︑

国
土
交
通
省
は
﹁
平
面
サ

イ
ズ
:
１
１
０
０
ｍ
ｍ
×

１
１
０
０
ｍ
ｍ
﹂
や
﹁
調
達

形
態
:
レ
ン
タ
ル
﹂
と
い

っ
た
標
準
的
な
規
格
と
運

用
を﹁
標
準
仕
様
パ
レ
ッ
ト
﹂

と
し
て
定
め
︑
そ
の
活
用

を
促
進
し
て
い
る
︒

　
﹁
標
準
仕
様
パ
レ
ッ
ト
﹂

の
適
正
な
管
理
・
循
環
や

活
用
に
は
︑
パ
レ
ッ
ト
の
紛

失
・
流
用
を
防
ぎ
︑
関
係

者
が
安
心
し
て
パ
レ
ッ
ト
を

利
活
用
で
き
る
環
境
整
備

が
重
要
で
あ
る
︒
こ
の
度
の

啓
発
ポ
ス
タ
ー
は
３
パ
タ
ー

ン
作
成
さ
れ
て
お
り
︑
パ
レ

ッ
ト
紛
失
・
流
用
の
弊
害

を
訴
え
︑
物
流
効
率
化
の

た
め
に
は
適
切
な
パ
レ
ッ
ト

の
活
用
・
運
用
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
啓
発
し
て
い
る
︒

国土交通省がパレット紛失防止に国土交通省がパレット紛失防止に
向けた啓発ポスターを作成向けた啓発ポスターを作成

パレットのパレットの
適正な管理適正な管理
循環に向けて循環に向けて

　パレットは物流を支える「インフラ」で
あり、その適切な活用により荷役作業の
軽減が期待できる一方、毎年多くの枚数
が紛失・流出し、その利用促進が損なわ
れていると指摘されている。
　そこで、パレットの適正な管理・循環

や活用を促すため、国土交通省は昨年
11月に「パレットの適正な管理・循環に
向けた啓発ポスター」（左下二次元コー
ド）を作成した。パレットの適切な活用
促進に向けて、広く活用いただきたい。


